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1 . 製品 構成 
『 タ クティ カル タン クコ ー プ ス 」 の パッ ケー ジ の 中 に は 、 以 下 の も の が 入っ 
て いま す 。 は じ め に 人 確認 し て くだ さい 。 


> ユー ザー ズ マ ニュ アル ] 册 
・ フ ロッ ピー ディ スク 
オーン ニシ ク デ ィ イス ク | 枚 
ジス テバ デイ スク | 枚 
ユエ 三次 ド デ = タ デイ スグ | 枚 
マッ プ デ ー= タ デイ スク | 枚 
・ ユ ー ザ ー 登 録 八 ガキ | 枚 


この 他 に も ユー ザー ディ スク と し て (ハー ド デ ィ スク で 遊ば れる 場合 も 起動 
ディ スク が 必要 ) 内 容 を 消し て も 構わ な い 8HD の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 最低 | 
枚 必要 で す 。 別途 に 準備 し て くだ さい 。 


2 動作 環境 
この ソフ ト は 、 以 下 の 機 種 で 動作 し ます 。 


・ バ パソコン 本 体 
NEC PC-98UIVX 以 降 (NOTE 対 応 ) 


PC-98P1 シ リー ズ 
EPSON PC-P85/38654BB シ リー ズ 
NOTE ノ BOOK 対 応 「 

※CPU が BHPBB 以 上 の マシ ン で な いと 動作 致し ませ ん 。 
・ メ モリ 
本 体内 に 64UKB 以 上 の RAM が 必要 で す 。 
・ マ ウス 
本 製品 は 、 バ スマ ウス 専用 で す 。 シ リア ル マ ウ ス で は 動作 し ませ ん 。 
・ デ ィ ス プレ イ 


401] ラ イン アナ ログ カラ ーCRT ま た は 液晶 モノ クロ 8 階 調 に 対応 し て いま 
す 。 


・ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 

連続 し た 2 ドラ イブ (6HD タ イプ ) の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ が 必要 で 
す 。 

・FM 音 源 ボ ー ド 

FM 音源 ボー ド が 接続 し て ある 場合 は 、BGM と 効果 音 を 楽し め ま す 。 

・ 人 ハー ド デ ィ スク 

本 製品 は ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル する こと に よっ て 、 よ り の 快適 に ゲ 
ー ム を 進め る こと が で きま す 。 イ ンス トー ル に は 、 空 き 容 量 が 5MB 以 上 必要 で 
す 。MS-DOSver.3.10 プ 3.30/3.30A プ 3.30B/3.30C プ 3.30D プ 5.0/5.0A の い 
ずれ か か が 必要 で す 。 
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1. フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ? ドラ イブ の 場合 
ユー ザー 用 に 市 販 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 用 意 し て くだ さい (続い て P.10『 ゲ 
ー ム の 起動 」 を 参照 )。 


2. フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 1 ドラ イブ 
+RAM ド ライ ブ (ノー ト タ イ プ 等 ) の 場合 


RAM ド ライ ブ を シス テム ディ スク 」 こ と し て 使用 し ます 。 


ユー ティ リティ ー モ ー ド で 人 ソコ ヨコ ヨン 本 体 の モー ド を 以下 の よう に 設定 じ で て く 
だ さい 。 


※ ユ ー テ ィ リ ティ ー モ ー ド の 操作 方 法 は 、 お 持ち の パソ コン 本 体 の マニ ュ ア 
ル を 参考 に し て くだ さい 。 


RAM ド ライ ブ の 使用 使用 する 
シス テム 起動 装置 の 指定 RAM ド ライ ブ 


第 | ドラ イブ の 指定 RAM ド ライ ブ 
RAM ド ライ ブラ イト プロ テク ト し な い 





設定 終了 後 、RAM ド ライ ブ に 「 シ ステ ム デ ィ ス ク 」 を コピ ー し ます 。 フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に 「 シ ステ ム デ ィ ス ク 」 を 入れ て 、 内 容 を RAM ド ライ ブ に コ 
ピー し て くだ さい 。 コピ ー が 終了 すれ ば 準備 は 終了 で す (続い て P.10 『 ゲ ー ム の 
起動 」 を 参照)。 





3. ハー ド デ ィ スク の 場合 

『 タ クティ カル タン クコ ー プ ス 』」 を ハー ド デ ィ スク で 使用 する 場合 に は 、 フ 
ロッ ピー ディ スク に 入っ て いる ゲー ム (ファ イル ) を ハー ド デ ィ スク に ョ ピー 
する 作業 が 必要 で ご す 。 こ の 作業 を イン スト ー ル と いい ます 。 


以下 で イン スト ー ル 方 法 を 説明 し ます の で イン スト ー ル を 実行 する 前 に 、 こ 
の 説明 を 全て 読み 終え て 、 理 解 し て か ら 実 行 し て くだ さい 。 


|) パソ コン 本 体 、 お よび 周辺 機器 (ハー ド デ ィ スク 、 デ ィ ス プレ イ ) の 電源 
を 入れ て くだ さい 。 


P) 内 容 を 消し て も 構わ な い 市 販 の フロ ッ ピー ディ スク を ] 枚 用 意 し て 、 シ ス 
テム 付き フォ ー マ ッ ト を 実行 し 、MS-DOS の シス テム 入り ディ スク を 作成 し 
で て こく た で LY 


作成 し た ディ スク を 、 以 後 "起動 用 ディ スク 」 と 呼び ます 。 


※ シ ステ ム 付 き フ ォ ー マ ッ ト の 万 法 は MS-D0S の バー ジョ ン に よっ て 異な り 
ます 。 その 万 法 は MS-D0S の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 フォ ー マ ッ ト 
の 意味 の 分 か ら な い 方 は 、MS-DO0S の 『F0RMAT」 の 項 を お 読み くだ さい 。 


3) プロ テク トメ モリ が 1M バ イト 以上 搭載 され て いる 場合 、 も し く は MS- 
DOS5.0/5.0A を お 使い に な っ て いる 場合 は 以下 の 処理 を 行なっ て くだ さ 
Lo 


MS-D0S3.1Z3.3 プ AB プン CD の 場合 で プロ テク トメ モリ が 1M バ イト 以 
上 搭載 され て いる 場合 は MS-DO0S の シス テム デイ ィ イス ク よ り EMM386 .SYS を 
「 息 動 用 ディ スク 」 に コピ ー し て くだ さい 。 


※ こ の 作業 を し な く て も ゲー ム を 実行 する 事 は で きま す が 、 車 還 ユ ニッ ト の 
グラ フィ ッ ク の 種類 が 少な く な っ て し まい ます 。 


MS-DO0S5. プ A で プロ テク トメ モリ が | M バ イト 以上 搭載 され て いる 場合 
は 、 ハ ハードディスク より MS-D0S の コマ ンド の HIMEM.SYS を 「 超 動 用 ディ ス 
2 選 紹 ピー し で くだ さも し 。 


4 作成 し だ (起動 用 デイ スク 」 を フロッピ ビー ディ スク ドラ イラ の A ド ライ ラク に 
火 れ で り リセ ッ ウド し て くだ さい 。 ラ ロッ ピー ディ スク で マシ ン を 妨 動 し ます う 。 
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o)MS-DOS が 起動 し た ら 何 度 か リタ ー ン キー を 押し て コマ ンド プロ ンプ ト (A 
>) が 表示 され た 状態 に し て くだ さい 。 


6) 起動 肌 デ ィ ス ク 」 を 抜い て 、 本 製品 の 「 シ ステ ム デ ィ ス ク 」 を 入れ て く 
た で bs 


の "INSTALL」 と 入力 し て くだ さい 。 イ ンス トー ルプ ログ ラム が 始ま り ま す 。 
6) 画 面 の 指示 に 従っ て イン スト ー ル 作業 を 進め て くだ さい 。 


※ フ ロッ ピー ディ スク より 起動 し こい る の で 、 イ ンス トー ル 先 の ドラ イブ 名 
が ハー ド デ ィ スク より 起動 し た 時 と 異な っ て いま す の で ご 注意 くだ さい 。 


9) イ ンス トー ルプ ログ ラム が 終了 し た ら ゲ ー ム の 準備 は 完了 で す (続い て P. 
10 『 ゲ ー ム の 起動 」 を 参照 ) 。 


※ 起動 用 ディ スク 」 を 使用 する 理由 は 、 こ の ゲー ム が メイ ン メ モリ の 空き 
容量 を 大 量 に ( 約 5BUK バ イト ) 使用 する か ら で す 。 そ の 為 、 通 常 ご 使用 に 
な っ て いる 人 ハードディスク 環境 を 変更 し な く て も ゲー ム を 使用 で きる よう 
に する 為 に 使用 し て いま す 。 





[注意 】 

イン スト ドトール を 行なっ て いる 際 、 既 存 の デー タ や プロ グラ ム な ど が 失わ れ て 
し まつ 可能 性 が あり ます 。 そ の 際 、 当 社 で は 責任 を 員 い か ね ます の で 、 重 要 な 
デー タ な ご は 事前 に バッ クア ッ プ を 取っ て お か れる 事 を お 勧め し ます 。 


この マニ ュ ア ル に 記載 され て いる 亡 法 以外 の イン スト ー ル の 方 法 や それ に 伴 
うつ 誤動作 や 破損 に つい て は 当社 で は 一 切 の 責任 を 負い ませ ん 。 


イン スト ー ル に は ある 程度 の 、 MS-DOS に つい て の 知識 が 必要 で ご で す 。 この イン 
スト ー ル に つい て の 説明 を 読ん で 、 上 自信 の ある 方 の み が 行 な っ て くだ さい 。 


この ゲー ム を 全て イン スト ー ル する 為 に は 、 ハー ド デ ィ スク の 空き 容量 が 5M 
バイ ト 以 上 必要 で す 。 
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1. フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ドラ イブ の 場合 
パソ コン 本 体 、 及 び 周 辺 機器 の 電源 を 入れ て くだ さい 。 


9 オープニング を 見 る 場合 は 、 A ド ライ ブ に 「 オ ー プ ニン グ デ ィ ス ク 」 を 入れ 
で 以 民 ツ ド し て で くだ さい 。 オー ンマ ミン シク か 始ま り ま す 。 マウ ス な クリ ッ ク 
する と オー プ ニ ン グ は 終了 し ます 。 オ ー プ ニン グ よ り ゲ ー ム を 続け て 実行 
まる ご と は で きま せん 。 


3 オー プ ニ ン グ を 見 な いで ゲー ム を 開始 する 場合 は 、A ド ライ ブ に シス テム 
デイ ペン な 入れ で 起動 し で くだ さり いい 既に ユー ザー ニー ディ スク を 作成 し じ て し い 
る 場合 は 、B ド ライ ブ に ユー ザー ディ スク を 入れ て くだ さい (続い て P.PB『 中 
隊 の 編成 を 参照 ) O 


2. フロ ッ ピ ビー ディ スク 1 ドラ イブ + 
RAM ド ライ ブ (ノー ト タ イ プ 等 ) の 場合 


|) パソ コン 本 体 、 及 び 周 辺 機器 の 電源 を 入れ て くだ さい 。 
2) 自動 的 に ゲー ム が 起動 し ます 。 既 に ユー ザー ディ スク を 作成 し て いる 場合 


は 、 フ ロッ ピー ドラ イブ に ユー ザー ディ スク を 入れ て くだ さい (続い て P.P6 
『 中 隊 の 編成 」 を 参照 )。 
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※ こ の 起動 方 法 で は オー プ ニ ン グ を 見 る 事 が で きま せん 。 オ ー ブ プ ニ ン グ を 見 た 
い 場 合 は 、 以 下 の 作 業 を 行 な つ 必要 が あり ます 。 


月 ユー ディ ディ モー ド で パソ コン 本 体 の モー ド を 以下 の よう に し て くだ さ 
い 。 


※ コ ユー ティ リティ モー ド の 操作 方 法 は 、 お 持ち の パソ コン 本 体 の マニ ュ ア ル 
を 参考 に し て くだ さい 。 


RAM ド ライ ブ の 使用 使用 する 
シス テム 起動 装置 の 指定 ダグ 回 ツー ポイ スク トラ イシ 


第 |! ドラ イブ の 指定 2 回 所 ジス クラ イッ 
RAM ド ライ ブラ イト プロ テク ト しない 





2 リツ ビー デイ スク ドラ イン に オー ラー クティ スク な 敗れ で 介 動 し て く 
だ さい 。 オープニング が 始ま り ま す 。 続け こ ゲ ー ム を 実行 する 事 は で きま 
せん の で P.6 の ゲー ム の 準備 』 か ら や り 直 し て くだ さい 。 


d. ハー ド デ ィ スク の 場合 

|) パソ コン 本 体 、 及 び 周 辺 機器 の 電源 を 入れ て くだ さい 。 

「 起 動 デ ィ ス ク 」 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ の A ド ライ ブ に 入れ て フロ 
ッッ ピー ディ スク より 起動 し て くだ さい 。 ゲ ー ム の オー ププ ニング が 始ま り ま 
396a 


3) マ ウス クリ ッ ク す る と オー プ ニ ン グ は 終了 し ます (続い て P.P6B「 中 隊 の 編 
成 J を 参照 ) Oo 


※ 新 た に 中 隊 を 作成 する 場合 は 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に ユニ ッ ト デ 


ィ ス ク を 入れ る よう に 表示 され ます 。 フ ロッ ピー ディ スク を 入れ 換え て く 
だ さい 。 そ れ 以 外 の 箇所 で は 製品 付属 の ディ スク は 使用 し ませ ん 。 
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ここ で は 『「 タ クティ カル タン クコ ー プ ス 」 を プレ イ す る 為 の 基本 的 な 事項 を 
説明 し ます 。 は じ め て プレ イ す る 方 は 、 こ の 項 で ゲー ム の 概略 を つか ん で くだ 
eb 


1 . ゲー ム の 概要 と 目 的 

『 タ クティ カル タン クコ ー プ ス 」 は 、 第 二 次 世界 大 戦 の 戦車 戦 (陸上 戦 ) の 
み を 摘出 し た シミ ュ レ ーション ゲー ム で す 。 

プレ イヤ ー は 、 第 二 次 世界 大 戦 で 活躍 し た 各種 戦闘 車輌 を 操作 し て 、 同 様 の 
条件 の 基 で 設定 され た 英軍 と 相対 し ます 。 各 車輌 に は 、 個 性 豊か な キャ ラク タ 
ー が 搭乗 し 、 各 判定 に 影響 を 与え ます 。 

用 意 さ れ た 幾つ も の フィ ー ル ド マ ッ プ (ゲー ム マ ッ プ ) は 、 歴 史 的 な 背景 に 
拘束 され な い 自 由 な 発想 の も と に つく られ て いま す 。 そ の フィ ー ル ド マ ッ プ は 
砂漠 、 森 林 、 市 街 な ど が 準備 され て いま す 。 

この ゲー ム は 、 敵 と 味方 が 定め られ た ポイ ント 内 で 選ん だ 戦闘 車輌 を 各個 撃 
破 し 、 敵 を 全滅 させ る (も し く は 降伏 させ る ) 事 を 目的 と し て いま す 。 要する 
に 己 の 知略 と 奇策 を 弄 し て 敵 を 完膚 無 さ まで に 蔵 滅 (全滅 ) させ る と いう ルー 
ル (目的 ) で す 。 


2 。 ゲーム の 基本 的 な 流れ 

この ゲー ム を は じ め て 起動 で せ た 場 合 、 も し く は 中 隊 を 編制 し こい な い 場 合 
は 、 こ の 項目 を 読ん で か ら プ レイ を 始め て くだ さい 。 以 下 の 説 明 は 【 シ ョ ー ト 
グ ゲーム 】 を 実行 し た 場合 の 流れ を 例 に し て いま す 。 


|) 初期 メニ ュー 
ゲー ム で 使用 する 中 隊 を 新た に 作成 する か 、 既 存 (既に 作ら れ て いる ) の 
中 隊 を 使用 する か を 選び ます 。 


c/ 中 隊 名 の 入力 
新た に 中 隊 を 作成 し た 場合 の み 、 中 隊 の 名 前 を 設定 し ます 。 


DD 
配属 され た (も し く は 配属 され て いる ) キャ ラク ター 能力 の 人 確認 や 名 前 の 
変更 、 プ レイ する ゲー ム モ ー ド の 選択 な ど を 行ない ます 。 


4) ゲー ム モ ー ド の 選択 

この 「 タ クティ カル タン クコ ー プ ス 」』」 は 、『 キ ャ ン ペ ー ン 」「 シ ョ ー ト ゲー 
ム 』『 対 戦 ゲ ー ム 」 の 3 つの モー ド か ら 自 由 に 選ん で プレ イ で きま す 。 以下 か 
ら は 、『 シ ョ ー ト ゲー ム 』 を 選ん だ 場合 の 流れ で 説明 し ます 。 


5) ゲ ー ム マッ プ の 選択 
プレ イ す る ゲー ム マ ッ プ を 選び ます 。 


5) 敵 中 隊 の 車輌 設定 
敵 の 中 隊 の 車輌 を 設定 し ます 。 敵 車輌 の 設定 は 、 種 類 、 登 場 車輌 数 (最大 
Ie 軸 ) の ご ちら も 目 由 に 設定 で きま す 。 


7) プ レイ ヤー 中 隊 の 編成 
ゲー ム 参 加 キ ャ ラク ター の 選択 及び 各 キ ャ ラク ター の 搭乗 車輌 の 選択 な ど 
の 中 隊 編 成 を し ます 。 


6) 車輌 の 初期 配置 
ゲー ム の 展開 する フィ ー ル ド マ ッ プ の 定め られ た 範囲 に 、 編 成 し た 車輌 コ 
ニッ ト の 1 輌 づつ を 配置 し ます 。 


d) ゲ ー ム 開始 
ゲーム は リア ル タ イ ム で 進行 し 、 戦 場 こ な る フィ ー ル ド マ ッ プ を 各種 戦闘 
車輌 が 己 の 性 能 を 充分 に 発揮 し 、 戦 闘 が 展開 し ます 。 


10) ゲ ー ム の 終了 
英軍 、 も し く は 自軍 の 車輌 (ユニ ッ ト ) が 全滅 (も し く は 降伏 ) する と 、 
ゲー ム は 終了 に な り ま す 。 


|) 戦果 表示 
ゲー ム の 終了 後 、 自 軍 の 中 隊 の 状況 (車輌 の 健在 可否 や 個別 の 撃破 台数 な 
ど ) を 確認 し ます 。 
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3. キャ ン ペ ー ン ゲー ム 

『 キ ャ ン ペ ー ン ゲー ム 」 と は 、 複 数 の ゲー ム マ ッ プ を 連続 し て プレ イ す る モ 
ー ド で す 。 こ の モー ド で は 、 敵 ユニ ッ ト な ご の 設定 を 変更 する 事 は で き な い の 
で 、 こ ちら の 準備 し た 環境 で プレ イ す る よう に な り ま す 。 キ ャ ン ペ ー ン を クリ 
ア す る 課程 で 中 隊 を 構成 し て いる キャ ラク ター は 経験 値 を 得 て 成 長 し ます 。 


4. ショ ー ト ゲー ム 

この 『 シ ョ ー ト ゲー ム 』 は 、 ゲ ー ム マッ プ を 選択 し て 自己 の 自由 な 設定 の 基 
に プレ イ で きる 画 期 的 な モー ド で す 。 こ の モー ド で は 【 キ ャ ン ペ ー ン ゲー ム 】 
で 成長 させ た キャ ラク ター を 使っ て プレ イ で きま す 。 


5 対戦 モー ド 

通信 ケー ブル (RSP36C の クロ スケ ー ブ ル ) を 用 いて 、 人 間 同志 で プレ イ で き 
る モー ド で す 。 こ の モー ド で は 『 キ ャ ン ペ ー ン ゲー ム 」 で 成長 させ た キャ ラク 
ター を 使っ て プレ イ で きま す 。 
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1 . マウ ス 
「『 タ クティ カル タン クコ ー プ ス 」 で は 、 全 て の 操作 に マウ ス を 使用 し ます 。 

キー ボー ド で は 、 この グー ム を ブレイ で きま せん 。 マウ ス も パス マウ ス の み に 
対応 し て いま す 。 シ リア ル マ ウ ス で は 動作 し ませ ん 。 

マウ ス の ボタ ン を 押す こと を 「 ク リッ ク 」 す る と いい ます 。 左 の ボタ ン を 押 
すこ と を な ! 先 クリ ツク 大 の ボタ シ を 提 す ぐ と を ! ク リッ ツク だり いり ます 。 
「' 左 クリ ッ ク 」 は 、 主 に コマ ンド の 決定 な ど に 使用 し 、「 右 クリ ッ ク 」 は 取消 も 
し く は 一 つ 前 に 戻る 場合 に 使用 し ます 。 

マウ ス の 動き に 合わ せ て 画面 を 動く 矢印 を 「 マ ウス カー ル 」 ま た は 「 カ ー ソ 
ル 」 こ と いい ます 。 ゲ ー ム の 操作 は 画面 に 表示 され て いる ボタ ン や アイ コン な ど 
な (た ク リック する ごと し よっ て で 生 な いい ます 。 


p. 各種 メニ ュー の 使い 方 

の ーー バ 申 に 登 坦 する ニュ ョ ー は "ウィ シン ドウ 、) し よう て 表示 され まず すず 。 ウイ 
ンド ゥ 上 に は ボタ ン が 表示 され て いて 、 そ の ボタ ン を 左 ク リッ ク す る こと に よ 
っ て 各種 の 操作 を 行ない ます 。 ウ イン ドウ の 下 に ある も の が 見 た い 場 合 は 、 ウ 
イン ドウ ゥ の 上 部 の 色 が 濃く な っ て いる 部 分 を 左 ク リッ ク す れ ば 移動 で きる 状態 
に な り ま す 。 ま た 、 表 の 形 で 表示 ご され る も の は 、 そ の 要素 の 部 分 を 左 ク リッ ク 
すれ ば 選択 する こと が で きま す 。 


3。 スク ロー ル バ ー の 使い 方 

表 の 形 で 表示 され る ウィ ンド ウ に は 、 左 に [4] [マヤ ] の 矢印 が 表示 され て い 
る も の が あり ます 。 ご これ は 表示 する 要素 が ] 画面 に お さま ら な い 場 合 に 表示 さ 
れる も の で 、 矢 印 ボ タン を 左 ク リッ ク す る ぐ 事 で 表示 場所 を 変更 する こと が で き 
ます 。 ま た 、 矢 の 間 の 四角 は 全体 の ご の 部 分 を 表示 し て いる か と いう ここ と を 
表わし て いて 、 こ の 部 分 を 左 ク リッ ク し て も 表示 場所 を 変更 する こと が で きま 
す 。 
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. フィ ー ル ド マ ッ プ 画 面 の 構成 

メイ ン 画 面 は 、 フィー ルド マッ プ 全 体 の 一 部 を 摘出 し た マッ プ と 画面 下部 の 
幾つ か の ボタ ン (メイ ン 画 面 コ マン ド ) で 構成 され て いて 、 フ ィ ー ル ド マ ッ プ 
に 展開 する ユニ ッ ト へ の 命令 や 戦闘 は 、 こ の 画面 で 行なわ れ ま す 。 


メイ ンマ ッ プ 画 





① ゲ ー ム スピ ー ド の 切り 替え 
マッ プス ケー ル の 切り 替え 4 OT 


サブ メニ ュー 

マッ プ 移 動 ボ タン 

中 隊 デ ー タ ボタ ン 
キャ ラク ター デー タ ボ 
マッ プ デ ー タ ボタ ン 
車輌 ユニ ッ ト デ ー タ ボ 
シス テム ボタ ン 
フィ ー ル ド マ ッ プ 


Vv 


OAOOVIOO0OO00N 
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dm 
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HH 
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16 





5 。 ゲー ム ス ピ ー ド の 切り 替え 
この ゲー ム で は 、 ゲ ー ム スピ ー ド (処理 速度 ) を 3 段階 か ら 設定 で き 、 さ ら 
に 一 時 停止 も で きま す 。 


ログ = A 0 





① @ © 9 

① ス ピー ドア ッ プ ボタ ン 

[A] で 1 段階 づつ スピ ー ド が アッ プ し ます 。[ ] ] が いち ば ん 速い 状態 
⑤⑧ ス ピー ド ダ ウン ボタ ン 

[| で 1 段階 づつ スピ ー ド が ダウ ン し ます 。[ 3 ] が いち ば ん 遅い 状態 
③ ポ ー ズ ボタ ン 

[ 中] で ゲー ム が 一 時 停止 し ます 。 
③④ 現在 の ゲー ム ス ピ ー ド 

設 征 され た ゲー ム ス ピ ー ド の 表示 で す 。 


す 9. マッ プス ケー ル の 切り 替え 
フィ ー ル ド マ ッ プ の 倍率 を 変更 する こと が で きま す 。 倍率 を 変更 する と 地形 
グラ フィ ッ ク や 車輌 ユニ ッ ト グ ラフ ィ ッ ク が 拡大 縮小 され ます 。 


BE Re he 


ee ee 








\ に 3 SS 

① リ アル モー ド ボ タ ン ゆ © 9 

フィ ー ル ド マ ッ プ の 表示 領域 を リア ルモード に し ます 。 こ の モー ド で は 、 
地形 と 車輌 ユニ ッ ト の リア ル な グラ フィ ッ ク が 楽し め ま す 。 
⑤ 標 準 モ ー ド ボタ ン 

フィ ー ル ド マ ッ プ の 表示 領域 を 標準 モー ド に し ます 。 広範 囲 を サポ ー ト す 
る モー ド な の で 、 戦 略す る の に 向い て いま す が 、 地 形 と 車輌 ユニ ッ ト の グラ 
フィ ッ ク は 、 簡 略 化 され て し まい ます 。 


一 -~ 
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③ 全 体 モ ー ド ボタ ン 

フィ ー ル ド マ ッ プ の 表示 領域 を 全体 モー ド に し ます 。 フ ィ ー ル ド マ ッ プ の 
全体 を サポ ー ト し 、 か つ 、 展 開 し て いる 英 ン 味方 ユニ ッ ト の 状況 も 確認 で き 
ます 。 な お 、 ご の モー ド を 実行 する と ユニ ッ ト へ の 命令 は で き な く な り 、 ま 
た 、 ゲ ー ム の 進行 が 停止 し ます 。 フ ィ ー ル ド マ ッ プ の 左右 の メニ ュー は 、 行 
動 さ せ た い ユニ ッ ト へ の ジャ ンプ に 使用 し ます 。 メ ニュ ー の 使い 万 は 、 行動 
させ た い ユ ニッ ト の 番号 に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク す れ ば 0K で す 。 す 
る と 、 全 体 モ ー ド を 実行 する 前 の モー ド に 切り 替わり 、 そ の 番号 の ユニ ッ ト 
の 行動 し て いる 領域 が 表示 され ます 。 


4. サブ メニ ュー 

この コマ ンド を 実行 する と フィ ー ル ド マ ッ プ の 右 部 に フィ ー ル ド マ ッ プ の 全 
域 マ ッ プ と 1]p 個 の ボタ ン で 構成 され た 『 サ ブ メ ニュ ー」 が 表示 され ます 。 ご この 
『 サ ブ メ ニュ ー」 を 表示 し た まま で ゲー ム を 進行 させ る 事 が で きま す 。『 サ ブ メ 
ニュ ー」 左 消し た い 場 合 は 、 さ ざら に サブ メニ ュー ポタ ン を 左 ク リッ ク し て くだ 
CI 


サメ ニョ ー 
① 全 域 マ ッ プ 

フィ ー ル ド マ ッ プ の 全域 を サポ ー ト し て いる マッ プ 
で す 。 四角 の 枠 で 囲 わ れ た エリ ア が 現在 フィ ー ル ド マ 
ッ プ に 表示 され て いる 領域 で す 。 こ の 全域 マッ プ で 、 
表示 領域 を 変更 する こと が で きま す 。 全域 マッ プ 上 で 
表示 し た い 位 置 を 左 ク リッ ク す る と 、 全 域 マ ッ プ 内 の 
桁 は 、 そ の 位置 に 移動 し て 固定 され 、 メ イン 画面 マッ 
プ も 、 そ の 位置 が 表示 され ます 。 
⑧ ユ ニッ ト ジ ャ ンプ ボタ ン 

]e 個 の ボタ ン ] つ | つ は 、 フ ィ ー ル ド マ ッ プ に 展開 
し て いる ユニ ッ ト と 直結 され て いて 、 行 動 で ご せ た い ユ 
ニッ ト の 番号 ボタ ン を 左 ク リッ ク す る こと 、 そ の 番号 の 
ユニ ッ ト の 行動 し て いる 領域 が 表示 され ます 。 
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5 . マッ プ 移 動 ボ タン 

フィ ー ル ド マ ッ プ の 表示 領域 を 上 下 左右 に 変更 させ る ボタ ン で す 。 変更 し た 
い 方 同 (矢印 ) を 存 グ リッ ク す る で と 、 そ の 方 千 に マッ プ が 動き ます 。 まだ 、 ラ フ ヲ 
ィ ー ル ド マ ッ プ の 緑 の 部 分 を 左 ク リッ ク し て も 、 同 じ よ うに マッ プ を 動か すこ 
と が で さき ます 。 


6. 中 隊 デ ー タ ボタ ン 

自軍 ユニ ッ ト の 一 覧 表 が 表示 され ます 。 行動 さ せ た い ユニ ッ ト 番 号 (も し く 
は ユニ ッ ト 名 ) に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク す る と 、 そ の 番号 の ユニ ッ ト 
の 行動 し て いる 領域 が 表示 され ます 。 


7. キャ ラク ター デー タ ボ タン 

自軍 ユニ ッ ト に 搭乗 し て いる キャ ラク ター の 一 覧 表 が 表示 され ます 。 参照 し 
た い キ ャ ラク ター 名 に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク す る と 、 そ の 選ん だ キャ 
ラク タタ ー の ! 全 人 人 データ 」 が 表示 され まず 。 


個人 デー タ 





① キ ャ ラク ター 名 
選ん だ キャ ラク ター の 名 前 で す 。 
⑧⑤ キ ャ ラク ター 能力 値 
キャ ラク ター の 各 能力 値 で す 。 
③ ト ー タ ル 撃 破 数 
キャ ラク ター が 全 プ レイ を 通し て 撃破 し た 敵 ユ ニッ ト の 数 で す 。 
③④ トー タル 経験 値 
キャ ラク ター が 全 プ レイ (キャ ン ペ ー ン の み ) を 通し て 得 た 経験 値 で す 。 
⑤ 任 務 状 況 
キャ ラク ター の 現在 プレ イ し て いる マッ プ で の 任務 状況 で す 。 
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8. マッ プ デ ー タ ボタ ン 
現在 プレ イ し て いる ゲー ム マ ッ プ に つい て 以下 の デー タ が 表示 され ます 。 


[マッ プ デ ー タ 








① マ ッ プ 名 © 
現在 プレ イ し て いる マッ プ の 名 前 で す 。 
@ 味 方 の 撃破 数 
味方 が 撃破 し た 敵 ユ ニッ ト の トー タル 数 で す 。 
③ 味 方 の 損害 数 
敵 に 撃破 され た 味方 ユニ ッ ト の トー タル 数 で す 。 
③④ 制限 時 間 
現在 プレ イ し て いる ゲー ム マ ッ プ の 残り 時 間 で す 。 
⑤ 降 伏 ボ タン 
ご の ボタ ン を 押す と 、 自 軍 は 敵 軍 に 対し て 負け を 認め た こと に な っ て 、 エ 
ディ ンク に な り ま すみ 。 
⑥ キ ャ ン セ ル ボ タン 
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9 . 車輌 ユニ ッ ト デ ー タ ボタ ン 

この ゲー ム に 登場 する 全て の 車輌 ユニ ッ ト の 一 覧 表 が 表示 され ます 。 参照 し 
た い 車 輌 名 に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク す る と 、 そ の 選ん だ 車輌 の 『 車 輌 
ョ コニー ツ の ド デ ー タ 」 が 表示 され ます 。 


日 車輌 ユニ ッ ト デ ー タ ンプ 砲 デー タ 
②③ © © © 


I ⑦ 
ON ⑩ 





① 車 輌 ユニ ッ ト 名 略式 名 

| 番目 が 一 般 的 な 車輌 の 名 前 。 二 番目 が 略し た ユニ ッ ト の 名 前 。 
⑤ 車 輌 ポイ ント 数 

攻撃 カン 防御 カン 速力 か ら 算 出し た 車輌 の 強 さ を 表わし た 値 。 
③ 型 式 

車軸 の 用 途 ・ 分 類 大 Ro 
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③④ 不 確 定 名 

確認 レベ ル が 低い 場合 に 表示 され る 名 前 。 
⑤ 国 籍 年 代 

車 還 の 開発 され た 国名 年 代 。 
⑥ 車 輌 デー タ 

車輌 の 基本 的 な スペ ッ ク デ ー タ 。 
⑦ ワ イヤ ー フ レー ム 

車輌 の 外観 的 シル エッ ト 。 
⑧ 接 地 圧 

キャ タ ピ ラ の 接地 面 に か か る 重量 比 。 この 値 が 良い 程 、 地 形 に よる 速度 代 
下 率 が 低く な る 。 
③ 故 障 率 

エン ジン トラ ブル の 発生 する 度合 。 こ の 値 が 良い 程 、 故 障 する 度合 は 低く 
Na 
⑪⑩ 機 銃 

装備 し て いる 機銃 の 破壊 力 と 密度 。 こ の 値 が 良い 程 、 機 続 に よる 攻撃 力 が 
が 高い 。 
⑪ 視 界 

索敵 能力 と 速度 に よる 変化 率 。 こ の 値 が 良い 程 、 索 敵 能 力 が 高い 。 
⑱ 主 グ 副 師 デ ー タ 

装備 し て いる 主 ノ 副 砲 の デー タ 。【DATA】 を 左 ク リッ ク す る と 、 より 詳し い 
主 プ 副 砲 デー タ が 参照 で きま す (⑭ 以 降 を 参照 )。 主 副 爺 を 持っ て いな い 車 
軸 に は 表示 され ませ ん 。 
(3 装甲 了 一 夕 

装甲 面 を 構成 する 3 要素 、 装甲 厚 (m)、 装 甲 角 (“ )、 弱 点 (%) の 名 数 値 
デー タ 。 装甲 厚 は 大 きい 程 、 角 度 こ 玉 点 は 小さ い 程 、 防 御 力 が 高い 。 角 度 に 
ある 【R】 こ と は 、 装 甲板 の 形状 が 曲面 で ある も の を 指し て いま す 。 
Q⑭ 主 ノ 副 砲 名 

主 グ 副 介 の 名 前 。 
⑮ 搭 載 砲 の 種別 

搭載 し て いる 砲 の 種類 。『 砲 塔 」 は 旋回 式 の 砲 。『 車体 」 は 旋回 で き な い 砲 
を 表わし て いま す 。 
48 射 程 

人 克 O 射 现 到 去 名 和 范 团 (距離 )。 
(7 装 坊 速 度 

钨 弹 办 装 塌 衣 专 名 速度 。 
(9 旋回 角度 

砲 塔 、 も し く は 砲 自体 の 車体 を 回 転 さ せな いで 射撃 で きる 範囲 (角度 )。 
9 砲弾 数 

保有 し て いる 砲弾 の 種類 と 保有 数 。 


名 贯通 力 了 一 夕 
師 弾 別 の 距離 に よる 師 の 買 通 力 。 


※ デ ー タ に 表記 され て いる アル ファ ベッ ト は 、 そ の デー タ の 性 能 を 表わし て 
いて 、S が 最良 で 、A か ら G こ 段階 的 に 悪く な り ま す 。 


10、 シス テム ボタ ン 
シス テム に 関す る メニ ュー が 表示 され ます 。 





シス テム メニ ュー 
① 
@ 
© 
① セ ー ブ 
現在 進行 し こい る ゲー ム 内 容 を 保存 し ます 。 
@ ロ ー ド 


現在 進行 し て いる ゲー ム を や め て 、 保 存 さ れ て いる ゲー ム デ ー タ を プレ イ 
じ ま す 。 

音楽 

プレ イ 中 に 流れ る 音楽 (BGM) を 設定 し ます 。 
③④ 環境 設定 

『 環 境 設定 メニ ュー」 で 現在 プレ イ し て いる 環境 を 変更 し ます (『 環 境 設 定 』 
に つい て は 、P.24『 環 境 設定 メニ ュー』 を 参照 ) 。 
⑤⑥ ゲ ー ム の 終了 

現在 進行 し て いる ゲー ム を 途中 で や め て 、 ゲ ー ム を 終了 ご させ ます 。 ご この ボ 
タン を 実行 する と 、『 中 隊 ユ ー テ ィ リ ティ ー メ ニュ ー」』 が 表示 され ます 。 
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11. 環境 設定 メニ ュー 


『 シ ステ ム ボ タン 」 の 「 シ ステ ム メ ニュ ー」』」 か ら 【 環 境 設定 】 を 左 ク リッ ク 


し た 場合 に 、 以 下 の メ ニュ ー ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 
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口 環境 設定 メニ ュー 





SO⑩⑥@⑩@⑩⑯⑩O@6 


① 移 動 終了 処理 

自軍 ユニ ッ ト が 指示 され た 目標 地点 に 到達 し た 時 の 画面 処理 の 設定 で す 。 
ら ぢ 英 発見 処理 

自軍 ユニ ッ ト が 敵 ユ ニッ ト を 発見 し た 時 の 画面 処理 の 設定 で す 。 
@ 装 規 終 了 処 理 

自軍 ユニ ッ ト の 装 規 が 終了 し た 時 の 画面 処理 の 設定 で す 。 
@ 故 障 発生 処理 

自軍 ユニ ッ ト が 故障 し た 時 の 画面 処理 の 設定 で す 。 
⑤ 戦 闘 処理 

自軍 ノ 敵 軍 ユ ニッ ト の 射撃 命中 し た 時 の 画面 処理 の 設定 で す 。 
@ 音 楽 設定 

音楽 (BGM) を 『 鳴 ら す 」 か 「 鳴 ら さ な い 」 か の 設定 で す 。 
② 効 果 音 設定 

効果 音 (SE) を 「 鳴 ら す 」 か 「 鳴 ら さ な い 」 か の 設定 で す 。 








[画面 処理 の 設定 項目 】 

『 ユ ニッ ト へ 移動 」 

その 処理 (移動 終了 や 敵 発 見 な ど ) が 発生 し た 場合 、 現 在 、 表 示さ れ て い 
る 硫 域 か ら 、 そ の 処理 が 発生 し た ユニ ッ ト の 和 領域 が 一 瞬 だ け 表 示さ れ ま す 。 
・『 メ ッ セ ー ジ 表示 』 

その 処理 (移動 終了 や 敵 発 見 な ど ) が 発生 し た 場合 、 現 在 、 表 示さ れ て い 
る 領域 か ら 動 か ず に 画面 下部 に 、 そ の 状況 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 

・『 表 示 な し 』 

その 処理 (移動 終了 や 敵 発 見 な ど ) が 発生 し た 場合 、 何 も な か っ た よう に 
ゲー ム が 進行 し ます 。 
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. 中 隊 の 編制 は"? 

中 隊 編 成 と は 、 配 属さ れ た 1B 人 の キャ ラク ター 達 か ら ゲ ー ム (戦場 ) に 投入 
する 1]1? 人 の キャ ラク ター を 選ん で 、 さ ら に 、 そ の 1 人 の キャ ラク ター 達 が 搭乗 
する 戦闘 車輌 を 選択 する こと を いい ます 。 ま た 、 キ ャ ラク ター の 名 前 を 変更 し 
た り 、 ゲ ー ム モー ド の 決定 も 中 隊 の 編成 で 行ない ます 。 


. 中 隊 ユ ー テ ィ リ ティ ー 
『 初 期 メ ニュ ー』」 か ら 『 ゲ ー ム モー ド の 決定 」 ま で の 流れ を 中 隊 ユ ー テ ィ リ 


ティ ー と 呼び ます 。 以 下 で は 、 前 述 の 基本 的 な 流れ に つい て 説明 し ます 。 


|) ゲー ム を 起動 ご せ て オー プ ニ ン グ が 終了 する と 『 初 期 メ ニュ ー』 が 表示 さ 
れ ま す 。 


p) 『 初 期 メ ニュ ー」』」 か ら お 好き な 項目 に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し て 
くき ざい し)。 





口 初期 メニ ュー 
① 
ユー ザー ティス 29 作 記 叶 - 。 


① 中 隊 の 読み 込み 

既に 【 新 中 隊 の 作成 】 で 中 隊 を 作成 し て いる 場合 に 実行 で きま す 。 こ の コ 
マン ド を 実行 し て 作成 し た 中 隊 を 選択 し ます 。 
⑤ 新 中 隊 の 作成 

は じ め て プレ イ す る 場合 は 【 新 中 隊 の 作成 】 を 実行 し こく だ さい 。 
③ ユ ー ザ ー デ ィ ス ク の 作成 

ユー ザー ディ スク を 作成 し て いな い 場 合 は 【 ユ ー ザ ー デ ィ ス ク の 作成 】 を 
実行 し て くだ さい 。 画面 の 指示 に 従っ て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 差し 替え を 行 
J Ne 








3) 【 新 中 隊 の 作成 】 を 選ん だ 場合 は 、 中 隊 の 名 前 を 設定 し ます 。 中隊 名 の 入 
力 は 「 文 字 入 力 ウ ィ ン ド ウ 』 で 入力 し ます 。 お 好き な 文字 を 選ん で 文字 入 
力 部 で 入力 し て くだ さい 。 ご これ で | つの 中 隊 を 設定 し た こと に な り 、 こ れ 
より 【 中 隊 の 読み 込み 】 で 作成 し た 中 隊 を 選択 で きま す 。 


文字 入力 ウィ ンド ウ 





① 決 定 ボ タン © 9 

中 隊 の 名 前 の 入力 が 終了 し た ら 、 こ ご この ボタ ン を 左 ク リッ ク し て くだ さい 。 
ぢ @ 文 字形 態 変更 ボタ ン 

入力 する 文字 形態 の 変更 する ボタ ン で す 。 お 好き ね な 文字 形態 に カー ソル を 
合わ せ て 左 ク リッ ク し て くだ さい 、。 文字 を 入力 する 場合 は 、 事 前 に 入力 し た 
い 文 字形 態 に 変更 し て か ら 文 字 入 力 を 行なっ て くだ さい 。 
③ 文 字 入 力 ボ タン 

文字 を 入力 する ボタ ン で す 。 入力 し た い 文 字 に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リ 
ッ ク し て くだ さい 。 全角 で 10 文 字 ま で 入力 で きま す 。 
④③ バ ックス ペー ス ボ タ ン 

入力 し た 文字 を 後ろ か ら ] 文字 づつ 削除 し ます 。 
⑤ ク リア ボタ ン 

入力 済み の 文字 を 全て 削除 し ます 。 
⑥ ス ペー ス ボ タ ン 

| 文字 分 の 空 日 を 入力 し ます 。 
⑦ 名 前 表示 部 

入力 し た 文字 が 表示 ご され ます 。 
スクロール バー 
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4) 中 隊 名 の 入力 が 終了 する こと 『 中 隊 ユ ー テ ィ リ ティ ー メ ニュ ー」 が 表示 され 
ます 。【 中 隊 の 読み 込み 】 を 実行 し た 場合 も 同じ で す 。 ここ で は 配属 され た 
ID 人 の キャ ラク ター 状況 の 確認 や 名 前 の 変更 な ご ど が で きま す 。 ま た 、 ゲ ー 
ム モ ー ド の 選択 も 、 こ の 画面 で 行ない ます 。 


口中 隊 ユ ー テ ィ リ ティ ー メ ニュ ー 





① 中 隊 の 名 前 
© キャ ラク ター 名 の 変更 

配属 され た 16 人 の キャ ラク ター に は 最初 か ら 名 前 が 設定 され て いま す が 
【 キ ャ ラク ター 名 の 変更 】 を 実行 すれ ば 名 前 を 変更 で きま す 。 
③ 中 隊 名 の 変更 

中 隊 の 名 前 を 変更 し た い 場 合 は 【 中 隊 名 の 変更 】 を 実行 し こく だ さい 、。 
④③ 中 隊 の 消去 

削除 し た い 中 隊 が ある 場合 は 【 中 隊 の 読み 込み 】 で 、 そ の 削除 し た い 中 隊 
を 読み 込み ます 。 そ し て 【 中 隊 の 削除 】 を 実行 する と 、 そ の 中 隊 の デー タ は 
消去 され ます 。 

この ゲー ム で は 中 隊 名 の 入力 し た 段階 で 、 そ の 中 隊 の デー タ が 保存 され る 
よう に な っ て いま す 。 ご この コマ ンド を 実行 する と 、 そ の 保存 され た デー タ も 
消去 ご され る の で 注意 し て くだ さい 。 
⑤ キ ャ ン ペ ー ン の 開始 

【 キ ャ ン ペ ー ン の 開始 】 を 実行 する と 『 中 隊 ユ ー テ ィ リ ティ ー」』」 が 終了 し 
て て キャンペー ン ゲ ー ム の 中 隊 編 成 へ 移行 し ます 。 
⑥ シ ョ ー ト ゲー ム の 開始 

【 シ ョ ー ト ゲー ム の 開始 】 を 実行 する と 『 中 隊 ユ ー テ ィ リ ティ ー」』 が 終了 
し て ショ ー ト ゲー ム の 中 隊 編 成 へ 移行 し ます 。 





⑦ 対 戦 ゲ ー ム の 開始 

対戦 ゲー ム の 開始 】 を 実行 する と 『 中 隊 ユ ー テ ィ リ ティ ー』 が 終了 し て 
対戦 ゲー ム の 中 隊 編 成 へ 移行 し ます 。 
キャ ラク ター リス ト 

配属 され た キャ ラク ター 達 に は 、 そ れ ぞ れ に 戦闘 車輌 を 操縦 する 技能 数 値 
が 設定 され て いま す 。 デ ー タ を 参照 する 場合 は 、 こ の リス ト か ら 参 照 し た い 
キャ ラク ター に カー ツル を 合わ せ て クリ ッ ク し て くだ さ し \'。。 する と 、 さめ 
に 「 キ ャ ラク ター デー タウ ィ ン ド ウ 」 が 表示 され ます 。 充 分 に デー タ を 確認 
し 法 ら 、 クリ ツク で の 戻り ます 2 


キャ ラク ター デー タタ ウィンド ウ 





(① キ ャ ラク ター 名 
⑤ キ ャ ラク ター 能力 値 
キヤ ラク ター の 能 値 で す 。 
③ 撃 破 数 
全て の ゲー ム モ ー ド で 撃破 し た ユニ ッ ト 数 で す 。 
②③ 経験 値 
キャ ン ペ ー ン ゲー ム で 得 た 経験 値 で す 。 


次 に ゲー ム モ ー ド 列 の 中 隊 編 成 に 移り ます の で 、 以 下 を 参照 し て くだ さい 。 
・ キ ャ ン ペ ー ン ゲー ム の 開始 (P.30 「 キ ャ ン ペ ー ン ゲー ム の 中 隊 編 成 」) 


・ シ ョ ー ト ゲー ム の 開始 (P.36 『 シ ョ ー ト ゲー ム の 中 隊 編 成 」) 
・ 対戦 ゲー ム の 開始 (P.49「 対 戦 ゲ ー ム 」) 
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3. キャ ン ペ ー ン ゲー ム の 中 隊 編 成 

この キャ ン ペ ー ン ゲー ム は 、 複 数 の ゲー ム マ ッ プ を 連続 し て プレ イ す る モー 
ー ド で す 。「『 タ クティ カル タン クコ ー プ ス 」 で は 、 1 つの キャ ン ペ ー ン が 楽し め 
ます 。 以下 か ら キ ャ ン ペ ー ン ゲー ム の 流れ を 説明 し ます 。 


1) 『 中 隊 ユ ー テ ィ リ ティ ー メ ニュ ー』 の 【 キ ャ ン ペ ー ン の 開始 】 に カー ソル 
な 合 ね せ で クリ ツク で て くださ ts 


p) 「 キ ャ ン ペ ー ン 選択 メニ ュー』 が 表示 され ます 。 表 示さ れ て いる キャ ン ペ 
ー ン 名 か ら プ レイ し た い キ ャ ン ペ ー ン を 選択 し て くだ さい (本 製品 で は 、 
キャ ン ペ ー ン は | つ し か あり ませ ん )。 キャ ン ペ ー ン の 選び 万 は 、 プレ イ し 
た い キ ャ ン ペ ー ン 名 に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク す れ ば 0K で す 。 


ロロ キャンペ ー ン 選択 メニ ュー 
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3) 選 ん だ キャ ン ペ ー ン の 1 つめ の ゲー ム マ ッ プ が 表示 され ます 。 こ の まま キ 
ャ ン ペ ー ン を プレ イ す る な ら 【0K】 に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し て 
くだ さい 。【N0】 な ら キ ャ ン ペ ー ン の 選択 に 戻り ます 。 


キャ ン ペ ー ン 決定 ウィ ンド ウ 








① ゲ ー ム マッ プ © 
⑧【OK】 ボ タン 
③【N0】 ボ タン 
③④ ゲー ム マ ッ プ 名 
⑤ 制 限 時 間 

選ん だ ゲー ム マ ッ プ で 行動 (戦闘 ) で きる 時 間 で す 。 ご この 制限 時 間 内 に 雌 
雄 を 決し な けれ ば な り ま せん 。 
トー タル 車輌 ユニ ッ ト ポ イン ト 数 

選ん だ ゲー ム マ ッ プ で 費 や せ る トー タル の 車輌 ユニ ッ ト の ポイ ント 数 で 
す 。 
⑦ 車 輌 ユニ ッ ト ポ イン ト 数 

選ん だ ゲー ム マ ッ プ で 1] 輌 の 車輌 ユニ ッ ト に 費 や せ る 車輌 ユニ ッ ト の ポイ 
ント 数 で す 。 
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4) 『 中 隊 編 成 メ ニュ ー」』」 が 表示 され ます 。 こ こ で は プレ イヤ ー の 率い る 部 隊 


(中 隊 ) の 搭乗 貞 及 び 搭 乗車 輌 ユニ ッ ト を 設定 し ます 。 こ の 画面 に 到達 す 
る と 、 既 に 、 こ の ゲー ム マ ッ プ に 合わ せ た 部 隊 が 編成 され て いま す が 、 定 
め ら れ た 車輌 ポイ ント 内 で 自由 に 変更 で きま す 。 中隊 編 成 メ ニュ ー」 の ユ 
ニッ トリ スト か ら と 変更 し た い ユ ニッ ト に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し 
て くだ さい 。 す る と 『 変 更 メ ニュ ー』 が 開か れる の で 、 変 更 し た い 項 目 に 
カー ゾル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し て くだ さい (変更 メニ ュー の 項目 に つい 
て は P.34『 変 更 メ ニュ ー」 を お 読み くだ さい )。 


キャ ン ペ ー ン で プレ イ す る ゲー ム マ ッ プ に は 、 そ れ ぞ れ 車 輌 ユニ ッ ト の ポ 
イン ト 制 限 と トー タル ポイ ント 制限 が あっ て 、 そ れ を 一 定 の ポイ ント 数 で 
設定 し て いま す 。 ポ イン ト こ と は 、 車 輌 ユニ ッ ト | 軸 づ つ に 設定 され て いる 
強 べ の 値 で 、 そ の 値 が 大 きい 程 、 そ の 車輌 ユニ ッ ト が 強い こと を 表わし て 
いま す 。 例え ば 、 最大 車輌 ユニ ッ ト ポ イン ト 数 が (400) で トー タル 車輌 ユ 
ニッ ト ポ ボイン ト 数 が [40UU] の 場合 、 設 定 の 例 は 以下 の ひよ うに な り ま す 。 


[4000] 兰 《980》 x10+ (100〉 x2 


設定 する 場合 、 そ れ ぞ れ の 制限 ポイ ント を 全て 費やす 必要 は あり ませ ん 。 
も ちろ ん 、 戦 闘 (ゲー ム ) に 参加 させ る 車輌 数 を 最大 の 18 還 に し な く て も 
構い ませ ん 。 定 め ら れ た ポイ ント 内 で 有効 に 車輌 ユニ ッ ト を 編成 し て くだ 
ra 





口中 隊 編 成 メ ニュ ー 





© 
① 
① ユ ニッ トリ スト 9 © 9 
操作 対象 に な っ て いる ユニ ッ ト の リス ト で す 。 
© ユニ ッ ト 


ユニ ッ ト は 、 キ ャ ラク ター ノ 車 輌 ユニ ッ ト プ コー ド ネ ー ム で 構成 され 、 ゲ 
ー ム が 開始 され た 時 の 操作 対象 に な り ま す 。 
③ 残 り 使用 車輌 ポイ ント 数 

現在 使用 で きる 車輌 ユニ ッ ト ポ イン ト 数 で す 。 車輌 ユニ ッ ト を 交換 し た 場 
合 な ご に 値 が 変動 し ます 。 
③④【 ゲ ー ム 開始 】 ボ タン 

中 隊 の 編成 が 終了 に な っ て 、 ゲ ー ム が 開始 され ます 。 
⑤【 中 止 】」 ボ タン 

この 中 隊 の 編成 は 、 初 期 の 状態 に 戻っ て 、 ゲ ー ム マッ プ の 選択 まで 戻り ま 
す 。 
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① コ ー ド ネー ム 

この コマ ンド を 実行 する と 選ん だ ユニ ッ ト の コー ド ネ ー ム を 変更 で きま 
の 6 
⑧ ユ ニッ ト 

その ユニ ッ ト の 車輌 ユニ ッ ト を 変更 する 場合 は 、 こ の コマ ンド を 実行 し て 
EK 
③ キ ャ ラク ター 

中 隊 を 作成 する と 15 人 の キャ ラク ター が ガ 配属 され ます 。 実際 、 操 作 対 象 ユ 
ニッ ト と し て ゲー ム に 参加 する の は 186 人 な の で 、 残 り 4 人 の キャ ラク ター は 、 
控え 隊員 に な り ま す 。 そ の 控え 隊員 と 操 作 対象 ユ ニッ ト の 隊員 と を 交換 する 
場合 に 、 こ の コマ ンド を 実行 し て くだ さい 。 
②③ 設定 取消 

この コマ ンド を 実行 する こ 、 操 作 対象 ユニ ッ ト か ら 外 すこ と が で きま す 。 
も し 、 | つの ユニ ッ ト を 【 設 定 取 消 】 し て ゲー ム を 開始 させ る と 、| 1 の ユニ 
ッ ト で 戦闘 し な けれ ば な り ま せん 。【 設 定 取消 】 し た ユニ ッ ト を 中 隊 に 戻す 場 
合 は 、 【 設 定 取 消 】 を 実行 し た ユニ ッ ト に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し て 
くだ さい 。 『 車 輌 ユニ ッ ト 一 覧 , が 表示 され る の で 、 お 好き な 車輌 ユニ ッ ト に 
カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク す る と 、 新 た に ユニ ッ ト が 編成 され ます 。 





5) 部 隊 編 成 が 完了 する と 、 い よい よ 最 後 の 設 定 で す 。 メ イン 画面 (フィ ー ル 
ド マ ッ プ 画 面 ) が 表示 され て いま す 。 編成 し た 部 隊 の ユニ ッ ト | 輌 づつ を 
フィ ー ル ド マ ッ プ の 四角 で 囲 わ れ た 地点 内 に 配置 し こく だ さい 。 マ ウス カ 
カー ソル で 配置 し た い 地点 を 左 ク リッ ク 、 さ ざら に 車輌 の 向 か せ た い 亡 向 に 
ある 地形 を 左 ク リッ ク し て くだ さい 。 これ で | 輌 の ユニ ッ ト 配 置 は 完了 し 
まし た 。 こ の よう な 手順 で 残り の ユニ ッ ト を 配置 し て くだ さい 。 全 て の ユ 
ニッ ト の 配置 が 完了 『 し た ら 、 画 面 下 部 右 隅 の 【 決 定 】 に カー ソル を 含 わ せ 
で て で 存 ダ リツ ウマ す る と 、 ゲ ケ ゲーム 囲 始 で すず 。 


これ で 『 キ ャ ン ペ ー ン ゲー ム の 中 隊 編 成 」 は 終了 で す 。 実際 の ユニ ッ ト の 動 
か し 方 や メイ ン 画 面 メ ニュ ー の 使い 方 は 、 以 下 の 項 を お 読み くだ さい 。 


・ ユ ニッ トコ マン ド 関 連 (P56『 ユ ニッ トコ マン ド メ ニ ュ ー」) 
・ メ イン 画面 メニ ュー 関連 (P.IB『 メ イン マッ プ 画 面 の 操作 」) 
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4. ショ ー ト ゲー ム の 中 隊 編 制 
この ショ ー ト ゲー ム は 、 ゲ ー ム マッ プ を 選択 し て プレ イヤ ー の 自由 な 設定 の 


基 に プレ イ で きる 画 期 的 な モー ド で す 。 以下 か ら シ ョ ー ト ゲー ム の 流れ を 説明 
し ます 。 
1) 『 中 隊 ユ ー テ ィ リ ティ ー メ ニュ ー』 の 【 シ ョ ー ト ゲー ム の 開始 】 に カー ソ 
ル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し て くだ さい 。 


2) 「 ゲ ー ム マッ プ 選 択 メ ニュ ー」』 が 表示 され ます 。 表示 され て いる ゲー ム マ 
ッ プ か ら プ レイ し た い ゲ ー ム マッ プ を 選択 し て くだ さい 。 ゲ ー ム マッ プ の 
選び 方 は 、 プレ イ し た い マ ッ プ 名 に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク す れ ば 
0K で す 。 


ゲー ム マ ッ プ 選択 メニ ュー 


WN 
人 


| ,六 Ra 

| 和 | 时 
1 1 ba 
和 


| A 
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3) 選 ん だ ゲー ム マ ッ プ が 表示 され ます 。 表 示さ れ て いる ゲー ム マ ッ プ で プレ 
イ す る 場合 は 【OK】 に カー ソル を 合わ せ て を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
【NO】 な ら ゲ ー ム マッ プ の 選択 に 戻り ます 。 


ゲー ム マ ッ プ 決定 ウィ ンド ウ 





① ゲ ー ム マッ プ 
【0OK】 ボ タン 
③【N0】 ボ タン 
②③ ゲー ム マ ッ プ 名 
6 制限 時 間 
選ん だ ゲー ム マ ッ プ で 行動 (戦闘 ) で きる 時 間 で す 。 こ の 制限 時 間 内 に 睦 
雄 を 決し な けれ ば な り ま せん 。 
⑥ 最 大 ポイ ント 数 
ショ ー ト ゲー ム で は 適用 され な い の で 表示 され ませ ん 。 
⑦ 車 輌 ユニ ッ ト 最 大 ポイ ント 数 
ショ ー ト ゲー ム で は 適用 され な い の で 表示 され ませ ん 。 
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4) 『 英 部 隊 設 定 メ ニュ ー」 が 表示 され ます 。 こ こ で は 英 の 部 隊 (ユニ ッ ト ) 
を 設定 し ます 。 こ の 画面 に 到達 する と 、 既 に 、 こ の ゲー ム マ ッ プ に 合わ せ 
た 敵 部 隊 が 編成 され て いま す が 、 目 由 に 変更 で きま す 。 


英 ユ ニッ ト の 変更 は 、 車 輌 ユニ ッ ト を 一 還 づ つつ 交換 す る 形 で 行ない ます 。 
『 敵 部 隊 設 定 メ ニュ ー」 の 敵 ユ ニッ トリ スト か ら 変 更 し た い 車 輌 ユニ ッ ト 
に カー ソ ゾル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し て くだ さい 。 す る と 選ば れ た ユニ ッ ト 
は 変更 準備 状態 に な る の で 『 散 部隊 設定 メニ ュー」 の 車輌 ユニ ッ ト チ ャ ー 
ト か ら お 好き な 車輌 ユニ ッ ト に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し て くだ さ 
い 。 これ で ] 輌 の 変更 は 完了 で す 。 この 手順 の 繰り 返し で 他 の 敵 ユ ニッ ト の 
変更 が で きま す 。 編成 が 終了 し た ら 【 決 定 】 に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リ 
02 し GS SU 


口 敵 部 隊 設 定 メ ニュ ー © 













を 硬 ん で くだ さい 。 
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選ん だ ゲー ム マ ッ プ に 登場 する 敵 ユ ニッ ト の 一 覧 で す 。 
@ ぢ 車輌 ユニ ッ ト チ ャ ー ト 
変更 で きる 車輌 ユニ ッ ト の 一 覧 で す 。 
③ 総 敵 部 隊 ユ ニッ ト 車 輌 ポイ ント 数 
敵 部 隊 の 全て の ユニ ッ ト の 車輌 ポイ ント の 総計 ( 値 が 大 きい 程 強い )。 
④【 決 定 】 ボ タン 
⑤【 中 止 】」 ボ タン 





5) 中隊 編成 メニ ュー』」 が 表示 され ます 。 こ こ で は プレ イヤ ー の 率い る 部 隊 
(中 隊 ) の 搭乗 貞 及 び 搭 乗車 輌 ユニ ッ ト を 設定 し ます 。 こ の 画面 に 到達 す 
る と 、 既 に 、 こ の ゲー ム マ ッ プ に 合わ せ た 中 隊 が 編成 され て いま す が 、 目 
由 に 変更 で きま す 。 


ユニ ッ ト の 変更 は 、 『 中 隊 編 成 メ ニュ ー』 の ユニ ッ ト リ スト か ら 変 更 し た い 
ユニ ッ ト に カー ソル に 合わ せ て 左 ク リッ ク し て くだ さい 。 す る と 「『「 変 更 メ 
ニュ ー」 が 開か れる の で 、 変 更 し た い 項 目 に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ 
ク し て くだ さい (変更 メニ ュー の 項目 に つい て は P.4[ 変更 メ ニュ ー」』 を 参 


pa | 
昭 )。 


口中 隊 編 成 メ ニュ ー 








① ユ ニッ トリ スト 9 の © 
操作 対象 に な っ て いる ユニ ッ ト の リス ト で す 。 
© ユニ ッ ト 


ユニ ッ ト は 、 キ ャ ラク ター ノ 車 輌 ユニ ッ ト ン コー ド ネ ー ム で 構成 され 、 ゲ 
ー ム が 開始 され た 時 の 操作 対象 に な り ま す 。 
③ 総 部 隊 ユ ニッ ト 車 輌 ボイン ト 数 

現在 使用 し て いる 部 隊 の 全て の ユニ ッ ト の 車輌 ポイ ント の 総計 で す 。 車軸 
ユニ ッ ト を 交換 し た 場合 な ご に 値 が 変動 し ます 。 
④③【 ゲ ー ム 開始 】 ボ タン 

中 隊 の 編成 が 終了 に な っ て 、 ゲ ー ム が 開始 され ます 。 
© [中止] ボタン 

この 中 隊 の 編成 は 、 初 期 の 状態 に 戻っ て 、 ゲ ー ム マッ プ の 選択 まで 戻り ま 
す 。 
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① コ ー ド ネー ム 
ご の コマ ンド を 実行 する と 選ん だ ユニ ッ ト の コー ド ネ ー ム を 変更 で きま 


その ユニ ッ ト の 車輌 ユニ ッ ト を 変更 する 場合 は 、 こ の コマ ンド を 実行 し て 
< くだ し 
③ キ ャ ラク ター 

中 隊 を 作成 する と 15 人 の キャ ラク ター ガ 配 属さ れ ま す 。 実際 、 操 作 対象 ユ 
ニッ ト と し て ゲー ム に 参加 する の は 15 人 な の で 、 残 り 4 人 の キャ ラク ター は 、 
控え 隊員 に な り ま す 。 そ の 控え 隊員 と 操作 対象 ユニ ッ ト の 隊員 と を 交換 する 
場合 に 、 こ の コマ ンド を 実行 し て くだ さい 。 
③④ 設定 取消 

この コマ ンド を 実行 する と 、 操 作 対 象 ユ ニッ ト か ら 外 すこ と が で きま す 。 
も し 、 | つの ユニ ッ ト を 【 設 定 取 消 】 し て ゲー ム を 開始 させ る と 、]1 の ユニ 
ッ ト で 戦闘 し な けれ ば な り ま せん 。 【 設 定 取 消 】 し た ユニ ッ ト を 中 隊 に 戻す 場 
合 は 、 {設定 取消 】 を 実行 し た ユニ ッ ト に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し て 
くだ さい 。 『 車 輌 ユニ ッ ト 一 覧 」 が 表示 され る の で 、 お 好き な 車輌 ユニ ッ ト に 
カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク す る こと 、 新 た に ユニ ッ ト が 編成 され ます 。 





B) 部 隊 編 成 が 完了 する と 、 い よい よ 最 後 の 設 定 で す 。 メ イン 画面 (フィ ー ル 
ド マ ッ プ 画 面 ) が 表示 され て いま す 。 編成 し た 部 隊 の ユニ ッ ト ] 輌 づつ を 
フィ ー ル ド マ ッ プ の 四角 で 囲 わ れ た 地点 内 に 配置 し こく だ さい 。 マ ウス カ 
カー ソル で 配置 し た い 地 点 を 左 ク リッ ク 、 さ ら に 車輌 の 向 か せ た い 方 向 に 
ある 地形 を 左 ク リッ ク し て くだ さい 。 ご これ で 1 還 の ユニ ッ ト 配 置 は 完了 し 
まし た 。 ご の よう ね な 手順 で 残り の ユニ ッ ト を 配置 し て くだ さい 。 全 て の ユ 
ニッ ト の 配置 が 完了 し た ら 、 画 面 下 部 右 隅 の 【 決 定 】 に カー ソル を 合わ せ 
で な リック する と 、 グ ー ム 開始 の す 。 


これ で 「 シ ョ ー ト ゲー ム の 中 隊 編 成 」 は 終了 で す 。 実際 の ユニ ッ ト の 動か し 
万 や メイ ン 画 面 メ ニュ ー の 使い 方 は 、 以 下 の 項 を お 読み くだ さい 。 


・ ユ ニッ トコ マン ド 関 連 (P556『 ユ ニッ トコ マン ド メ ニ ュ ー」) 
・ メ イン 画面 メニ ュー 関連 (P.IB5『 メ イン マッ プ 画 面 の 操作 』) 
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1 . 対戦 ゲー ム の 準備 

1 タク ディ カル タン ソノ クニ ヨー ブス の 対戦 グ ー ム を プレ イ す る に は ほ 、 と の 
ゲー ム の 動作 環境 に 準じ た パソ コン が ? 台 と 、 そ の 6 台 を 繋ぐ RS-P3PC の クロ 
スケ ー ブ ル (スト レー ト ケ ー ブ ル で は 動作 し ませ ん ) が 必要 で す 。 


2 。 対戦 ゲー ム 開 始 前 の 設 
以下 か ら "対戦 ゲー ム 」 の 基本 的 な 操作 の 流れ を 説明 し ます 。 


IJRS-282C グ ロス ケー フル で EE 佑 の パ ジ ヨ ジン を 腎 い で ぐだ さい 5 
Pp) お 互い の バ ソ コン で ゲー ム を 起動 させ て くだ ざい 。 


3) ど ちら も 「 中 隊 ユ ー テ ィ リ ティ ー」』」 の 「 中 隊 ユ ー テ ィ リ ティ ー メ ニュ ー』 
まで 進め て くだ さい 


4) ご ちら が 親 に な る か を 決め て 、 親 側 は 【 対 戦 ゲ ー ム の 開始 】 に カー ソル を 
叶わ CFE リリ VV CECE 


5) 子 側 は 親 側 が 【 対 戦 ゲ ー ム の 開始 】 を 実行 し た こと を 確認 し た ら 、 同 じ よ 
うに [対戦 プレ イ の 開始 に カー ソル を 合わ せ て だ クリ ッ ク じ て くだ さい 。 


5) 子 側が 【 対 戦 ゲ ー ム の 開始 】 を 実行 する こと 、 親 側 の 画面 に は 『 ゲ ー ム マッ 
プ 選 択 メ ニュ ー」 が 表示 され ます 。 


の ー バ マソ ツク な を カーン ルル で 音羽 し て と カク リッ ク し て で てく だ さしも) 
8) 選 ん だ ゲー ム マ ッ プ が 親 側 の 画面 に 表示 され ます 。 お 互い に 、 表 示さ れ て 


いる ゲー ム マ ッ プ で プレ イ す る こと を 同意 し た な ら 【O0K】 に カー ソル を 合 
わ 選 で クリ ッ ク し くく だ さい しい 
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9) 親 側 の 画面 に は 『 ゲ ー ム 条件 設定 メニ ュー」 が 表示 され ます 。 


ログ ゲー ム 条 件 設定 メニ ュー © 





⑦ © 


① 親 側 ト ー タ ル 車 輌 ユニ ッ ト ポ イン ト 【 変 更 】 ボ タン 

親 側が 使用 で きる 車輌 ユニ ッ ト の ポイ ント を 【 変 更 】 す る ボタ ン で す 。 ご 
の ボタ ン を 左 ク リッ ク す る と 「『 数 字 入 力 ウ ィ ン ド ウ 」』」 が 表示 され る の で 電卓 
で 数 字 を 入力 する よう な 要領 で ポイ ント を 設定 し て くだ さい >。 
⑧ 親 側 ト ー タ ル 車 輌 ユニ ッ ト ポ イン ト 表 示 

設定 (変更 ) し た 親 側 の 車輌 ポイ ント が 表示 され ます 。 
③ 子 側 ト ー タ ル 車 輌 ユニ ッ ト ポ イン ト 【 変 更 】 ボ タン 

子 側 が 使用 で きる 車輌 ユニ ッ ト の ポイ ント を 【 変 更 】 する ボタ ン で す 。 
②③ 子 側 ト ーー タル 車輌 ユニ ッ ト ポ イン ト 表 示 

設定 (変更 ) し た 子 側 の 車輌 ボ ポイ ント が 表示 され ます 。 
⑤ キ ャ ラク ター 能力 効果 【 設 定 】 ボ タン 

対戦 ゲー ム の 各種 判定 に キャ ラク ター 能力 を 『 影 響 さ せる (【 有 効 】)」 か 、 
「『 べ せな い 人 (【 無 効 ])」 か を 設定 する ボタ ン で す 。 
⑥ 経 験 値 効果 【变更 】 ボタ ン 

対戦 ゲー ム の 各種 判定 に キャ ン ペ ー ン で 鍛え られ た (経験 値 ) キャ ラク タ 
ー の 能力 を 『 影 響 さ せる (【 有 効 】)」 か 、『 さ せな い (【 無 効 】)」 か を 設定 する 
ボタ ン で す 。 キ ャ ラク ター 能力 を 【 無 効 】 に 設定 し た 場合 は 、 経 験 値 も 【 無 
効 】 に なり ます 。 
⑦【0K】 ボ タン 
【CANSELL】 ボタ ン 


I0) ゲ ー ム 条件 を 設定 し て くだ さい 。 「 ゲ ー ム 条件 設定 メニ ュー』 に ある 変更 し 


た い 項 目 に カー ソル を 合わ せ て 友 ク リッ ク し て くだ さい 。 設定 が 終了 し た 
ら 【OK】 ポ タン に カー ソル を 合わ せ て を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
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11) 壬 例 世 仿 一 人 条 件 四 设 定 杰 终了 才 名 十、 子 侧 O 男 面 亿 伍 设 定 立 机 大 分 一 人 
柔 件 が ウィ ンド ウ で 表示 され ます 。 


ロ ゲ ー ム 条件 ウィ ンド ウ 





① 親 側 ト ー タ ル 車 輌 ユニ ッ ト ポ イン ト 表 示 
設定 (変更 ) され た 親 側 の 使用 で きる 車輌 ポイ ント で す 。 
@ 子 側 ト ー タ ル 車 輌 ユニ ッ ト ポ イン ト 表 示 
設定 (変更 ) され た 子 側 の 使用 で きる 車輌 ポイ ント で す 。 
③ キ ャ ラク ター 能力 効果 (有効 無効 ) 
③ 経 験 値 効果 (有効 無効 ) 
⑤ 【0K】 ポ ボタ ン 
⑥ 【NO】 ボ タン 


|2) 親 側 の ゲー ム 条 件 設定 で プレ イ し て も 構わ な いな ら ば 【0K】 ボ タン に カー 
ソル を 合わ せ て を クリ ッ ク し て くだ さい 。 不満 な ら ば 【NO】 ボタ ン を 実行 
し て くだ さい 。 親 側 は 、 も つう 一 度 ゲ ー ム 条件 の 設定 を 行なっ て くだ さい 。 
お 互い が 満足 する まで 設定 を 繰り 返し て くだ さい 。 

13) 子 側が 【OK】 を 実行 し た ら 「 ゲ ー ム 開始 」 で す 。 


以降 は 、 他 の ゲー ム モ ー ド と 同じ よう に 、 自 分 の 中 隊 の 編成 を 行なっ て くだ 
さい (P.B『 中 隊 の 編成 」 を 参照 )。 
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1 ， 工 二 尽 卜 命令 帮 基 本 

ユニ ッ ト に 命令 を 与え る 場合 は 、 命 令 を 与え た い ユ ニッ ト を カー ソル で 指定 
し て 左 ク リッ ク し て くだ さい 。 す る と 、 そ の ユニ ッ ト は 命令 待ち の 状態 に な り 
ます 。 


op,。 ユニ ッ ト の 移動 

ユニ ッ ト の 移動 と は 、 対 象 ユ ニッ ト に 移動 目標 を 指示 ン 設定 (コマ ンド ) し 
て 、 実 際 に 移動 目標 に 向かわ せる こと を いい ます 。 移動 に は 、 各 移動 対象 ユニ 
ッ ト の 速力 (【 移 動 】 形 式 の 選択 )、 地 形 効 果 、 接 地 圧 な ご の 影響 びあ り ま す 。 


|) 移 動 形式 の 種類 
【 移 動 】 の 万 法 (コマ ンド ) に は 以下 の よう な 項目 が あり ます 。 


“全 速 

その ユニ ッ ト の 持つ 最高 速力 で 目標 まで 移動 し ます 。 目標 地点 に 早く 辿り 
着く こと が で きま す が 、 故障 ノノ 宗 敵 ズ 命中 な どの 各 判 定 に 悪影響 を 与え て し 
まう の で 注意 し て くだ さい 。 


.中 束 
その ユニ ッ ト の 最大 速度 の 70% の 速力 で 目標 まで 移動 し ます 。 目標 地点 に 


辿り 着く 速 さ は 、 若 十 遅 く な り ま す が 、 故障 索敵 ノ 命 中 な どの 各 判 定 へ の 
悪影響 は 【 全 速 】 ほど ひど く あ り ま せん 。 


“做 速 

その ユニ ッ ト の 最大 速力 の 30 あ で 敵 の 動き を 警戒 牽制 し な が ら 目 標 まで 
移動 し ます 。 目標 に 到達 する 時 間 は 【 移 動 】 コマ ンド 中 最 遅 で す が 、 移 動 行 
動 コ マン ド の 中 で は 故障 ノノ 索 敵 グ 命中 な どの 交 判定 に 最も 悪影響 が 少な い コ 
マン ド で す 。 
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“停止 

移動 中 の ユニ ッ ト に 対し て 停止 命令 を 与え る コマ ンド で す 。 停止 状態 に あ 
る ユニ ッ ト は 故障 索敵 命中 な どの 各 判 定 に 悪影響 を 与え る 事 は 全く な い 
の で 、 その ユニ ッ ト の 攻撃 能力 を 存 分 に 揮 わ せる こと が で きま す 。【 攻 撃 】 命 
令 を 与え る 場合 は 、【 停 止 】 命令 を 与え て か ら 【 攻 撃 】 命令 を 与え る こと を お 
勧め し ます 。 


“和 后 退 

その ユニ ッ ト の 最大 速度 の 50 あ の 速力 で 目標 まで 【后 退 】 し ます 。 この 【 後 
退 】 こ は 、 車 体 の 後部 を 前 の 状態 で 移動 する こと を いい ます 。 後退 中 で も 前 
進 移動 こと 同様 に 故障 索敵 命中 な どの 各 判 定 に 悪影響 を 与え ます が 【 中 速 】 
より は 若干 少な く な り ま す 。 


・ 車 体 回 転 

その ユニ ッ ト の 能力 に 合わ せ た 車 体 回 転 速力 に よっ て 目標 まで 車体 回 転 行 
動 を し ます 。 車体 回 転 中 で も 前 進 移動 こ 同様 に 故障 索敵 命中 な ご の 癌 判 
定 に 悪影響 を 与え ます 。 そ の 影響 率 は 【 微 速 】 て ほぼ 同じ で す 。 


・ 師 塔 回 転 

その ユニ ッ ト の 能力 に 合わ せ た 砲 塔 回 転 速力 に よっ て 目標 まで 砲塔 回 転 行 
動 を し ます 。 師 塔 回 転 中 で も 前 進 移動 と 同様 に 故障 / ズ 索敵 命中 な どの 各 判 
定 に 悪影響 を 与え ます 。 そ の 影響 率 は 【 微 速 】 こ と ほぼ 同じ で す 。 


5) 移動 形式 に よる 回 避 率 
移動 速力 が 速 け れ ば 速い ほど 敵 弾 か ら の 回 避 率 が 高く な り ま す 。 


3J) ユ ニッ ト の 故障 

対戦 車 旭 以外 の ユニ ッ ト は 故障 する こと が あり ます 。 故障 こ は エ ンジ ン 系 
の トラ ブル を いい ます 。 故障 し て し まっ た ユニ ッ ト は 【 砲 塔 回 転 】 以外 の 【 移 
動 】」 コマ ンド は 実行 で きま な く な っ て し まい ます が (人 【 攻 撃 】 コマ ンド は 実行 で 
さま す ) 時 間 の 経過 に よっ て 修理 され 、 再 び 動 ける よう に な り ま す 。 ご の 故 
障 は ユニ ッ ト の 性 能 こ 速力 の 値 か ら 計 算 ご され 、 判 定 さ れる の で 故障 確立 の 高 
い ユ ニッ ト を 扱う 場合 は 充分 に 注意 し て くだ さい 。 ま れ に 停止 中 の ユニ ッ ト 
が 故障 する こと が あり ます が 、 ご これ は 停止 中 の ユニ ッ ト が エン ジン の アイ ド 
リン ツ グ 状 態 ( 目 動車 な ご を 静止 ご で せ た 状 態 で エン ジン を 空転 させ る 状態 の こ 
こと で す ) の 為 で す 。 
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4) ユ ニッ ト の 牽引 

この ゲー ム に 登場 する 対戦 車 砲 は 、 自分 で 動く こと (移動) は で きま せん 。 
その 為 に 初期 配置 位置 か ら 動 け な い 状態 に な り ま す が 、 牽 引 さ れる ここ と に よ 
っ て 移動 で せる よう に な り ま す 。 こ れ は コマ ンド の 【 牽 引 】 に よる も の で 、 
率 引 し て 貰う 為 に は 対戦 車 如 ユ ニッ ト の 近く に 牽引 ユニ ッ ト が いな けれ ば な 
り ま せん 。 累 引 され た 対戦 車 砲 は 、【 切 り 離 し 】 を され る まで は 牽引 ユニ ッ ト 
の 後 尾 に 接続 され 、 牽 引 ユ ニッ ト の 移動 に 随伴 する 形 で 移動 し ます 。 一般 に 
牽引 と は 、 例 えば 、 動 け な く な っ た 車軸 な ご ど を 動け る 車輌 が ロー プ な ど ご ど で 車 
軸 同 志 を 接続 し て 動け る 車輌 に 引っ 張ら れる 形 で 移動 する こと を いい ます 。 


3。 ユニ ッ ト の 索敵 

索 瑞 こと は 、 ユ ニッ ト が 敵 ユ ニッ ト を 探索 する 行動 を いい ます 。 索敵 は 自動 的 
に 行なわ れる の で 【 索 敵 】 コマ ンド な る も の は あり ませ ん 。 フィー ルド マッ プ 
に 展開 し て いる ユニ ッ ト は 索敵 し な が ら 行 動 を し て いる の で す 。 な お 、 発 見 さ 
れ て いな い 敵 ユニ ッ ト は 、 フ ィ ー ル ド マ ッ プ に 表示 され ませ ん 。 


| ) 索敵 の 各種 効果 

索敵 に は 、 索 敵 し て いる ユニ ッ ト の 現在 の 速度 と 索敵 性 能 、 そ し て 敵 ユ ニ 
ッ ト の シル エッ ト (サイ ズ )、 さら に は 対象 を 隔て る 地形 に よっ て 判定 され ま 
す 。 ユ ニッ ト の 索敵 性 能 に は 、 停 止 状態 で の 索敵 能力 と 移動 に よる 能力 低下 
率 の ?P つが あっ て 、 ご どちら も 良好 で あれ ば 、 索 敵 能力 が 高い こと を 表わし ま 
す 。 例外 と し て 敵 ユ ニッ ト が 直接 射撃 を 行なっ た 場合 は 無 条 件 に 発見 され て 
し まい 、 間 接 射 撃 を 行なっ た 場合 は 発見 され る 確立 が 高く な り ま す 。 ま た 、 
軽 車輌 ユニ ッ ト は 索敵 性 能 が 高く 設定 され て いま す 。 


p) 索敵 レベ ル 

索敵 に は 人 確認 レベ ル が あっ て 、 索 敵対 象 ユ ニッ ト を 確認 し て も 索敵 レベ ル 
が 低い と 、 そ の 敵 ユ ニッ ト は 未確認 扱い と な っ て 、 フ ィ ー ル ド マ ッ プ に は 表 
示さ れる が 英 ユ ニッ ト 情 報 で は 不 確 定 名 で 表示 され ます 。 そ し て 確認 レベ ル 
が 高く な る と 、 英 ユニ ッ ト の 情報 も 正確 な 表示 に な り ま す 。 


3) ユ ニッ ト の 擬装 

ユニ ッ ト が [擬装 】 コマ ンド を 実行 する と 発見 され る 確立 が 低く な り ま す 。 
擬装 は 地形 に よっ て 、 そ の 擬装 効果 が 高低 する の で 隠れ や すい 森林 や 家屋 な 
ご の 地形 で 【 擬 装 】 す る の が 好ま し いで す 。 


ーー 
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. ユニ ッ ト の 攻撃 
ユニ ッ ト に 攻撃 させ る 手段 は 種類 あっ て 、 直接 射撃 する [攻撃 】 と 間接 的 に 


射撃 する 【 介 撃 】」 が あり ます 。 直接 射撃 こ は 直 線 弾道 で 敵 ユ ニッ ト を 攻撃 する 
こと を いい 、 間 接 射 軸 こ は 曲射 弾頭 で 師 弾 を 弓形 に 射撃 する こと を いい ます 。 
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| 直接 射撃 

【 攻 撃 】 は 、 目 標 に 対し て 直接 照準 を し な けれ ば な ら な い の で 、 フ ィ ー ル 
ド マ ッ プ に 攻撃 対象 ユニ ッ ト が 表示 し て いな けれ ば 実行 で を ませ ん 。 な お 、 
攻撃 対象 ユニ ッ ト が フィ ー ル ド マ ッ プ に 表示 され て いて も 、 射 撃 砲 の 射程 よ 
り も 遠い 場合 は 実行 で きま せん 。 


2) 癌 接 射 擎 

【 砲 撃 】 は 、 そ の ユニ ッ ト の 型式 (タイ プ ) が 上 自 走 欄 弾 介 で ある 場合 に 実 
行 で きる 特殊 な コマ ンド で す 。【 砲 撃 )】 は 、 その他 撃 対 象 ユ ニッ ト に 対し て 間 
接 射 撃 を する コマ ンド で 、 フ ィ ー ル ド マ ッ プ に 砲撃 対象 ユニ ッ ト が 表示 され 
て いな く て も 実行 で きま す 。 「 敵 ユニ ッ ト が 隠れ て いる な 7」 と 思わ れる 地点 
を 砲撃 すれ ば OK で す 。 も ちろ ん 表示 され て いる 敵 ユ ニッ ト に 対し て も 【 砲 撃 】 
は で きま す 。 し か し 、 射 撃 砲 の 砲撃 可能 射程 より も 遠い 地点 、 も し く は 近 す 
きる 場合 は 砲撃 で きま せん 。 


3) 間 接 射 撃 の 効果 

【 砲 撃 ] は 、 特 に 攻撃 対象 ユニ ッ ト が 対戦 車 砲 や 軽 車輌 で あっ た 場合 に 大 
き な 効 果 を 与え る 攻撃 方 法 で す 。 特 に 冒 撃 砲弾 が 【 横 弾 ]】 で ある こと 効果 て き 
めん で す 。 また 、【 租 弾 】 以外 の 砲弾 に よる 砲撃 に より 、 攻撃 対 象 ユ ニッ ト を 
一 撃 の も と に 撃破 で きる 場合 (曲射 弾頭 で 射撃 され る 念 弾 は 防御 効果 の 低い 
上 面 装甲 に 命中 する 為 ) も 有り 得 ま す 。 し か し 、 そ の 師 弾 の 命中 率 は 非常 に 
低く 設定 され て いま す 。 


4) 装 環 ご 装 項 時 間 

射撃 する 場合 は 、 必 ず 砲 弾 を 装填 し な けれ ば 射撃 で ご きま せん 。 装 規 と は 、 
砲弾 を 射撃 砲 に 詰め 込む 作業 の こと を いい ます 。 通常 は 【 装 環 】 コマ ンド に 
より 砲弾 を 選ん で 射撃 砲 に 装 才 し て か ら 【 攻 撃 】 を 実行 する の が 望ま し い の 
で す が 、【 攻 撃 】 命令 を 与え れ ば 自動 的 に 装 堀 処理 を 行なっ て 射撃 する よう に 
な っ て いま す 。 し か し 、 実 際 に 射撃 する 時 に 装 吉 時 間 が 加算 され る 為 に 冒 撃 
行動 まで 時 間 が か か っ て し まい ます 。 な お 、 ユ ニッ ト に は 、 そ れ ぞ れ 砲 弾 を 
装 考 する 速度 が 設け られ て いて 、 さ ら に キャ ラク ター 能力 も 加算 ご され 、 装 畑 
か ら 射 撃 す る まで の 時 間 の 差 は 様々 で す 。 


5) 射 撃 砲 の 旋回 (回 転 ) 

同様 に 砲塔 も 攻撃 対象 ユニ ッ ト の 方 角 に 砲塔 を 向け て いな く て も 自動 的 に 
砲塔 を 回 転 さ せ て か ら 射 撃 し ます 。 旋 回 砲塔 を 持た な い ユ ニッ ト に つい て も 
同様 に 車体 を 回 転 し て か ら 射 撃 す る よう に な っ て いま す 。 これ も 射撃 まで の 
時 間 に 多 少 の 影響 を 与え ます 。 


6) 機銃 掃射 

【 攻 撃 】 に は 【 機 銃 】 コ マン ド も あり ます 。 機銃 に よる 攻撃 は 砲塔 を 旋回 
させ る な ご ど ご を し な く て も 全 亡 位 に 射撃 する 事 が で き 、 病 中 率 も 非常 に 高い の 
で す が 、 そ の 威力 は 窮 め て 弱い の で 装甲 防御 力 の 高い ユニ ッ ト に 対し て は 効 
果 が あり ませ ん 。【 機 銃 】 を 使用 する 場合 は 、 装甲 防御 力 の 低い 軽 車輌 や 対戦 
車 包 な ご を 標的 に する の が 良い で し ょ う 。 


/) 命中 判定 

射撃 を 実行 する と 、 次 に 攻撃 対象 ユニ ッ ト へ の 命 中 判定 が 行なわ れ ま す 。 
この 命中 判定 に は 、 攻 撃 対 象 ユ ニッ ト の シル エッ ト サ イ ズ (射撃 され た 向き 
と 地形 効果 か ら 人 算出 され た 値 )、 、 現在 速力 と 射撃 ユニ ッ ト の 射撃 砲 の 性 能 、 現 
在 速 力 、 キ ャ ラク ター 能力 、 そ し て 射撃 ユニ ッ ト こ 攻撃 対象 ユニ ッ ト こ と の 距 
離 が 関係 し て いて 、 こ れ ら の 要素 か ら 基 本 命中 率 が 算出 され ます 。 そ し て 見 
事 、 症 中 する と 、 次 に 命中 箇所 判定 が 行なわ れ 、 四 通 判定 に つなが り ま す 。 
命中 箇所 と は 、 ユ ニッ ト を 構成 し て いる 8 つの 装甲 面 の 事 を いい ます 。 こ ご の 
貸 申 面 に は 、 それ ぞ れ 装甲 厚 (装甲 の 厚 さ )、 装甲 角 (装甲 の 角度 )、 弱点 ( 装 
申 面 の 弱点 ) の 数 値 が 設定 され て いま す 。 特に 弱点 は 、 そ の ユニ ッ ト の 装甲 
面 の 弱い 点 (ボル ト ・ ハ ッ チ な ど ご ど ) を 合計 し た 値 で 、 装 甲 厚 が 幾ら 高く と も 、 
その 値 を 下げ る 効果 を 持っ て いま す 。 


8) 買 通 判定 

介 弾 が 命中 し た ら 、 次 に 攻撃 対象 ユニ ッ ト へ の 貫通 判定 が 行なわ れ ま す 。 
この 貴人 微 判 定 に は 、 攻 撃 対 象 ユ ニッ ト の 合 中 納 所 の 装甲 防御 力 《装甲 厚 定 装 
甲 角 か ら 算 出さ れる 防御 力 ) と 射撃 砲弾 の 入射 角 が 関係 し て いて 、 こ れ ら の 
要素 か ら 総 合 防御 力 が 算出 され ます 。 そ し て 、 こ の 総合 防御 力 の 値 が 射撃 砲 
斉 の 総合 攻撃 力 (命中 箇所 の 弱点 値 と 砲弾 の 基本 貫通 力 か ら 算 出さ れ た 攻撃 
力 ) より も 小さ か っ た ら 綱 通 成功 こ な る 訳 で す 。 買 通さ れ た ユニ ッ ト は 、 次 
に 損害 判定 が 行なわ れ ま す 。 


通常 は 師 弾 が 貫通 する こと 撃破 こ な り ます が 、 状 況 に よっ て は 撃破 され な い 
で 助かる 場合 も あり ます 。 最良 が 撃破 と し て 、 命 中 箇所 に よっ て は 損傷 で 留 
まる こと も あり ます 。 例え ば 、 車 体 下 部 の キャ タビ ピラ な ど ご に 命中 する と 移動 
不可 と な っ て 、 人 砲塔 回 転 以外 の 【 移 動 】 コマ ンド が 実行 で を な く な り 、 照 準 
機 に 命中 する と 命中 修正 に 多大 な 悪影響 が あり 、 射 撃 砲 に 命中 する と 、 そ の 
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射撃 介 は 射撃 不可 こと なっ て 【 攻 撃 】 コマ ンド が 実行 で を な く な り ま す 。 な お 、 
これ ら の 損傷 は 、 エ ンジ ン 故 障 こ は 異な り 、 修 理 は され ませ ん 。 


伺 弹 入射 角 记 命中 简 所 外 装 芭 转 骨 天 保 忆 伺 漳 力 跳 漠 以 忆 U 示 场合 も あ 
り ま す 。 跳 理 と は 、 充 分 に 砲弾 買 通 が あっ て も 傾 冬 の 良い (角度 が 浅い ) 
装甲 板 に 命 中 する と 買 通 すず に 弾 か れ て し まう 効果 の こと を いい ます 。 


粗 申 防 件 力 は 、 ユ ニッ ト の 各 装 甲 面 の 装甲 厚 ご 弱点 に よっ て 算出 され る こ 
こと は 前 述 し まし た が 、 同 じ ユ ニッ ト の 同じ 装甲 面 に 命中 弾 を 続け れ ば 続け る 
ほど 、 そ の 装甲 面 の 弱点 が 大 きく な っ て 買 通さ れ や すく な り ま す 。 








5 。 人 码 弹 中 种 类 

砲弾 こ は 、 攻 撃 対象 ユニ ッ ト の 装甲 板 を 買 く 為 の いわ ゆる 鉄 の 塊 の 筒 の よう 
な も の で す 。 こ の ゲー ム に は 、 選 べ る 砲弾 種類 が 幾つ か あり ます 。 こ れ は ユニ 
ッ ト の 種類 や 国籍 、 年 代 な ど に よっ て 保有 し て いる 砲弾 は 様々 で す 。 ま た 、 ユ 
ーッ ト の 保有 し て いる 砲弾 に は 限り が あり 、 無 く な る と 、 そ の 砲弾 は 射撃 で き 
な く な り ま す 。 ご この ゲー ム に 登場 する 砲弾 に は 以下 の よう な 種類 が あり ます 。 


・ 徹 甲 弾 (AP 弾 ) 


一 ぐ  d 古く か ら 使 用 され て いる 硬度 の 高い 材質 (合金 ) 
で 造ら れ た 基本 的 な 砲弾 で す 。 こ の ゲー ム に お ける 


傅 甲 漳 【高 速 微 甲 暗 】 [特殊 徹 甲 弾 】 を 除い た 運動 
エネ ルギー を 利用 し て 装甲 を 貫通 させ る 砲弾 の こと 
を 指し て 【 徹 甲 弾 】 と 読ん で いま す 。 


・ 高 速 徹 甲 弾 (APCR/HVAP 弾 ) 

| 弾 忌 を 徹 甲 詳 よ り も 便 い 材質 で 造り 、 0 
周囲 を 軽 合金 で 造ら れ た 装弾 筒 で 包み 込ん で 、 
の 【 徹 甲 弾 】 よ り も 軽量 化し た 砲弾 で す 。 の に 
近 距離 で の 買 通 威力 が 通常 の 【 徹 甲 弾 】 よ り も 80% 
以上 増加 し て いま す 。 し か し 、 砲弾 重量 が 【 徹 甲 弾 】 
より 軽い 為 に 遠 距 離 で は 、 そ の 威力 命中 率 の 低下 
率 は 著しく な り ま す 。 


・ 特 殊 徹 甲 弾 (APDS 弾 ) 
に 発射 後 も 装弾 筒 部 が 付属 し て 飛翔 する 【 高 速 徹 甲 
届 に 対し て 、 発 負 後 に 弾 芯 部 か ら 装 弾 筒 部 が 分 離 
、 弾 芯 部 の み が 目 標 に 対し て 飛翔 する 砲弾 で す 。 
A 口 球 微 甲 沽 ) よ 
り も 改善 され て いま す 。 


* 成 形 炸 荣 弹 (HEAT 弾 ) 


= 逆 コ ー ン 状 に 成形 され た 燈 薬 の 高温 高速 ジェ ッ ト 
NE = で 装甲 板 を 侵 徹 する 特殊 な 砲弾 で 、 射 程 距 離 に よっ 


て 綱 通 力 が 変化 し な いと いう 特性 を 持っ て いま す 。 
“ 榴弹 (HE 弾 ) 

て  ” 品 地面 、 も し く は 装甲 板 に 命中 し た 時 に 弾 殻 の 破片 
効果 に よっ て 敵 に 被害 を 与え る 砲弾 で す 。 こ の ゲー 
ム で は 、 装 申 の 薄い 車輌 に 絶大 な 効果 を 与え ます 。 
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B. キャ ラク ター 

中 隊 を 作成 する と 1B 人 の 隊員 が 配属 され ます 。 そ れ ぞ れ の 隊員 に は 以下 の よ 
うな パラ メー タ が 設定 され て いて 、 各 判定 に 影響 を 与え ます 。 ま た 、 こ ご の パラ 
メー タ が 変化 する こと は あり ませ ん 。 

・ 判 断 力 : 命中 率 に 影響 し ます 。 

・ 冷 静 さ : 命中 率 に 影響 し ます 。 


力 : 装 露 速 度 に 影響 し ます 。 


四 


・ 根 性 : 装 規 速 度 に 影響 し ます 。 


キャ ン ペ ー ン ゲー ム を プレ イ す る こと に よっ て 、 キ ャ ラク ター 達 は 経験 を 積 
お むこ と が で きま す 。 経験 を 積ん だ キャ ラク ター 達 は 、 能 力 値 以上 の 働き を を する 
こと で し ょ う 。 キ ャ ラク ター が 負傷 し た り 死 亡 す る こと は あり ませ ん が 、 撃破 
され る こと に よっ て 、 あ る 一 定 の 経験 値 を 失う よう に な っ て いま す 。 


7. 各 車 輌 の 特徴 
この ゲー ム に は 、 6 種類 の 車輌 タイ プ が 登場 し ます 。 中隊 (部 隊 ) を 編成 す 
る 時 に は 、 各 車輌 の 特徴 を 活か し た 構成 を し て くだ さい 。 


・ 戦 车 
史実 で も 陸上 部 隊 の 中 核 を 成 し て いた の が 戦車 で す 。 攻撃 力 及 
Ep び 防 御 力 と も 優れ て いて バラ ンス の 良い 車輌 で 、 旋 回 砲塔 を 搭載 
し て いる の で 車体 を 回 転 さ せな いで 、 全 方 位 に 射撃 が で きま す 。 





・ 駆逐 戦車 
一 般 に 駆逐 戦車 と は 、 突 撃 爺 か ら 発展 し た タイ プ で 従来 の 用 人 
r は 歩兵 支援 用 と し て 開発 され 、 固定 式 の 砲 拾 に より 威力 の 高い 砲 
を 搭載 し 、 ま た 、 比 較 的 低 姿 勢 の フォ ルム の 車輌 を いい ます 。 固 
定式 の 砲塔 な の で 前 方 向 に し か 射撃 で きま せん 。 


・ 対 戦車 目 走 師 
その 名 の 通り 、 自 走 (自力 移動 ) 可能 な 対戦 車 氏 を いい ます 。 
F " 一 般 に 戦車 や 駆逐 戦車 な ど に 比べ て 火力 が 大 きい が 、 装 甲 防御 力 
に 関し て は 無き に 等 し い 車 輌 で す 。 ま た 、 次 力 の 大 きい 但 を 搭載 
し 、 加 えて 操作 性 も 重視 する 為 に 比較 的 シル エッ ト (サイ ズ ) は 
天 き ぐ で な っ で て いま す 。 





“ 目 走 榴弹 得 
移動 後に 迅速 な 砲撃 を 可能 に する 為 、 車 還 に 槽 弾 介 を 搭載 し た 
車輌 を いい ます 。 こ の ゲー ム で は 間接 射撃 を 目的 こし た 車輌 で 、 
車 還 の 特徴 は 対戦 車 目 走 刀 こ 大差 あり ませ ん 。 


・ 軽 車輌 


主 に 装 輪 及 び 半 装 軌 (車輌 と キャ タビ ピラ で の 機動 を 目的 ) 車輌 
の こと を いい ます 。 機 動力 は 高い が 攻撃 力 及 び 装 甲 防御 力 は 低い 
の で 主 に 偵察 や 牽引 な ど に 利用 する の が 良い で し ょ う 。 





・ 対 戦車 師 
戦車 の 破壊 を 目的 と し て 開発 され た 火砲 の こと を いい ます 。 そ 
一 和 0 时 代 OD 最 高 水 淮 0D 攻 击 力 在 论 > 忆 名 志 ODOD、 目 走 能 力 久 作 防 
御 力 全 最 低 尼 、 榴 弹 泵 忆 OD 攻 刺 忆 简单 伺 贡 人 破 裤 机 CL 未 上 未 引 。 
し か し 、 元 来 、 低 姿勢 な の で 擬装 する こと に よっ て 発見 され る 人 確 
立 は 、 か な り 低く な り ま す 。 移動 させ る 場合 は 、【 牽 引 】 が 必要 に 
な り ま す 。 
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1 . 命令 を 与え た い ユ ニッ ト を 左 ク リッ ク 

フィ ー ル ド マ ッ プ に 表示 され て いる 「『 自 軍 ユ ニッ ト 」』」 は 、 全 て 命令 対象 ユニ 
ッ ト で す 。 そ の ユニ ッ ト の 中 か ら 命 令 を 与え た い 【 ユ ニッ ト 】 を 選ん で くだ さ 
い 。. で し て 、 ぞ の ヨー ニッ ト に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク す る と 、 そ の 所 ば 
れ た ユニ ッ ト は 病 令 待ち の 状態 に な り 、 画 面 に は 、 そ の 『 ユ ニッ ト 状 態 ウ ィ ン 
ドウ 』 が 表示 され 、 さ ご さら に ユニ ッ ト 行 動 に つい て の コマ ンド メニ ュー が 表示 さ 
れ ま す 。 


ユニ ッ ト 状 態 ウ ィ ン ド ウ 
① コ ー ド ネー ム 名 

@ 車 輌 ユニ ッ ト の 名 前 
③ 搭 乗 キ ャ ラク ター 名 

④ 車 輌 ユニ ッ ト の 行動 状態 





コマ ンド メニ ュー 
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2. 移 動 

選ん だ ユニ ッ ト に 移動 命令 を 与え た い 場 合 は 、『 コ マン ド メ ニ ュ ー」 の [移动 】 
に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し ます 。 す る こと 【 移 動 】 コマンド の メニ ニュ 
ー が 開か れ 、 ご どの よう な 移動 の 命令 を 与え る か を 選び ます 。 

移動 命令 を 与え る 手順 は 以下 の よう に な り ま す 。 


|) 命 令 を 与え た い ユ ニッ ト に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し て 命令 待ち の 
状態 に し ます 。 


pj ! コ マン ド メ ニ ュ ー」 の 【 移 動 】 に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し て く 
だ さい )。 


3) "移動 コマ ンド メニ ュー」 が 開か れ ま す 。 


4)『 移 動 コ マン ド メ ニ ュ ー」』 の 中 か ら 移 動 の 形式 を 選ん で 左 ク リッ ク し ます 
(移動 形式 の 説明 は 、P.45『 ユ ニッ ト の 移動 」 を 参照 )。 


口 移 動 コマ ンド メニ ュー 





5) 移動 で せ た い 目標 地点 及び 移動 経路 を カー ソル で 指定 し て くだ さい 。 最大 
で 5 上京 まで 設定 で きま す 。 設定 が 終了 し た ら 【O0K】 に カー ソル を 合わ せ て 
を クリ ッ ク し て くだ さい 。 ご これ で 移動 命令 は 終了 し まし た 。 


5) 目標 を 指定 され た 対象 ユニ ッ ト は 、 自 己 の 移動 性 能 (移動 性 能 は 、 速 力 と 
接地 圧 か ら 算 出さ れる ) を 活か し た 移動 を 開始 し ます 。 
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[移动 】 人 会 【全 速 】 [中 速 】 [ 微 速 】 (后退) [停止 】 [車体 回 転 】【 砲 塔 回 転 
の 7 つの コマ ンド が あっ て 、 基 本 的 に は 【 停 止 】 [車体 回 転 】【 砲 塔 回 転 】 を 除 
き 、 目 標 に 到達 させ る まで の 課程 を 5 点 以内 で 指定 で きま す 。 そ れ 以 外 の コマ 
ンド は 向 か せ た い 方 向 に ある 地形 を 指定 すれ ば 良い の で す 。 


移動 地点 の 指定 は 「 こ の 地点 に 向かっ て 進み な さい / 」 の よう な 感覚 で 設定 
し て くだ さい 、。 移動 経路 の 指定 は 最後 に 指定 し た ポイ ント が 最終 到達 地点 に な 
り 、 最 終 目 標 地 点 に 到達 し た ユニ ッ ト は 停止 し ます 。 


また 、 経路 設定 を 途中 で 間違え た 場合 は 【CANSELL】 で 設定 し て いな い 状 態 に 
戻り 、 右 クリ ッ ク で | つ 前 の 状態 (指定 ) に 戻す こと が で きま す 。 移動 行動 中 
の ユニ ッ ト を 左 ク リッ ク し 、【 移 動 】 コマ ンド を 実行 する こ 、 前 回 に 写 え られ た 
指定 ポイ ント が 表示 され ます 。 


移動 行動 中 の ユニ ッ ト は 、 砲 塔 を 進行 万 向 に 向け て 移動 する よう に な っ て い 
ます 。 そ の 為 、 砲 塔 を 一 定 亡 向 に 固定 し た 状態 で の 移動 は で きま せん 。 但 し 、 
移動 行動 中 の ユニ ッ ト で も 攻撃 命令 を 与え る こと は で きま す 。 そ の 場合 、 移 動 
し な が ら 攻 撃 目標 に 砲塔 を 回 転 し て 射撃 し ます 。 ま た 、 移 動 行 動 中 の ユニ ッ ト 
に 【 砲 塔 回 転 】 命令 を 与え る と 移動 命令 は 解除 され 、 停 止 し て 砲塔 の 回 転 を 開 
始 し ます 。 


移動 行動 中 の ユニ ッ ト の 移動 方 向 に 侵入 不可 能 地形 が 存在 し 、 接 触 し て いる 

場合 、 も し く は 移動 方 向 に ユニ ッ ト が 存在 し 、 接 触 し て いる 場合 に は 、 そ の 移 
動 行 動 中 の ユニ ッ ト は 、 そ の 移動 命令 で 与え られ た 移動 形式 の まま で 動け な く 
な っ て じまい ます 。 
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3. 攻撃 

選ん だ ユニ ッ ト に 攻撃 命令 を 与え た い 場 合 は 、『 コ マン ド メ ニ ュ ー」 の 【 攻 撃 】 
に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し ます 。 す る と 【 攻 撃 】 に つい て の メニ ュー 
が 開か れ 、 どの よう な 形式 の 攻撃 命令 を 与え る か を 選び ます 。 な お 、 【 攻 撃 】 は 、 
ユニ ッ ト の 射程 内 に 発見 し て いる 敵 ユ ニッ ト が いな けれ ば 実行 で きま せん 。 


射撃 砲 の 準備 か ら 実 際 に 射撃 する まで の 手順 は 以下 の よう に な っ て いま す 。 


]) 命 令 を 与え た い ユ ニッ ト に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し て 命令 待ち の 
状態 に し ます 。 


2) 「 コ マジ ン ド メニ ーーj』 の 攻撃} に だ カー ツル を 含 わ せ て グリ ッ ク し で て < く 
だ さる し 'e 


3) 射撃 砲 選択 メニ ュー が 開か れ ま す 。 射 撃 に 使用 する 砲 を 選ん で くだ さい 。 


口 射撃 砲 選択 メニ ュー 









ww 


Ne | 








① 主 砲 名 
@ 装 規 状 況 
③ 〇 機銃 ボタ ン 





4) 射撃 砲弾 選択 メニ ュー が 開か れ ま す 。 射 撃 に 使用 する 砲弾 を 選ん で くだ さ 
い 。 事 前 に 【 装 規 】 を し て いる 場合 や 射撃 手段 が 【 機 銃 】 の 場合 は 、 人 砲弾 
の 選択 は あり ませ ん (砲弾 の 説明 は 、P.50 「 ユ ニッ ト の 攻撃 」 を 参照 )。 


口 射撃 砲弾 選択 メニ ュー 


QD 友 弹 名 
旭 码 弹 数 
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5) フ ィ ー ル ド マ ッ プ に 表示 され て いる 敵 ユ ニッ ト の 1 つ に カー ソル を 合わ せ 
て で クリッ ク し て くだ さじ 


5) 射撃 対象 ユニ ッ ト こ と 射撃 砲 の 確認 を し て 、 問 題 が な な けれ ば 【0K】 に カー 
ル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し て くだ さい 。 こ れ で 【 攻 撃 】 命 令 は 終了 し まし 
JE 


口 射撃 目標 確認 ウィ ンド ウ 





① 射 撃 目 標 の ユニ ッ ト 名 @ 
@ 射 撃 目 標 まで の 距離 

9 射撃 目標 の 現在 速力 

② 射 撃 克 

射撃 決定 ノ 中 止 ボ タン 


/) 攻撃 命令 を 与え られ た 対象 ユニ ッ ト の 砲塔 が 自動 的 に 回 転 (車体 に 搭載 し 
て いる 師 を 選ん だ 場合 は 車体 を 回 転 し ます ) し 、 射 撃 対象 ユニ ッ ト に 照準 
を 合わ せ 、 使 用 介 弾 を 事前 に 装 環 され て いな い 場 合 は 装 環 処 理 を 開始 し 、 
全て の 準備 が 整う と 射撃 し 、 病 中 し た 場合 の み 、 射 撃 結果 表示 ウィ ンド ウ 
が 表示 され ます 。 


口 射撃 結果 表示 ウィ ンド ウゥ | 
中 命中 简 所 义 立 七 一 > Oa: 
@ 命 中 砲弾 の 貫通 力 下 
四 命中 简 所 四 装甲 防御 力 ”后 1 
③④ 命中 結果 メッ セー ジ | 


③ 
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4. 装 二 

選ん だ ユニ ッ ト に 装 寺 命 令 を 与え た い 場 合 は 、『 コ マン ド メ ニ ュ ー」 の 【 装 堀 】 
に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し ます 。 す る こと [装填 】 了 六 RNOX 二 了 一 
が 開か れ 、 ど の 砲弾 を 装 幸 する か 選び ます 。 


使用 する 砲弾 の 選択 か ら 実 際 に 装填 する まで の 流れ を 以下 で 説明 し ます 。 
]) 命 令 を 与え た い ユ ニッ ト に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し て 命令 待ち の 
状態 に し ます 。 

2) 「 コ マン ド メ ニ ュ ー」 の 【 装 規 】 に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し て さく 
だ た で も し 


d) 装填 を 行ない た い 砲 に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し て くだ さい 。 


4) 装 坊 す る 砲弾 を 選ん で くだ さい 、。 事前 に 【 装 環 】 を し て いる 場合 は 、 装 畑 
され て いる 答 弾 を 排出 し て 、 新 た に 指定 し た 砲弾 を 装 環 し ます 。 装 畑 砲弾 
の 選択 は 【 攻 撃 】 の 和 砲弾 選択 と 同様 の 手順 で 行ない ます 。 


5. 所 装 

選ん だ ユニ ッ ト に 擬装 命令 を 与え た い 場 合 は 、『 コ マン ド メ ニ ュ ー」 の [装填 】 
に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し ます 。 す る と 移動 行動 中 の ユニ ッ ト は 停止 
し 、 停 止 し て いる ユニ ッ ト は 、 そ の まま 【 擬 装 】 行動 を 開始 し ます 。 


一 
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56、 デ ー タ 

選ん だ ユニ ッ ト の 現在 の 状態 を 参照 し た い 場 合 は 、『 コ マン ド メ ニ ュ ー」 の 【 デ 
ー タ 」 に カー ソル を 合わ せ て 友 ク リッ ク し ます 。 する と 、 そ の ユニ ッ ト の 現在 
状態 を 表わし た ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。, こ の 画面 で ご は ユニ ッ ト の 状態 を 確 


認 す る こと だ け で な く 、 そ の 選ん だ ユニ ッ ト の 基本 性 能 (デー タ ) も 参照 で き 
ます 。 そ の 場合 は 【 基 本 性 能 】 を 左 ク リッ ク し て くだ さい 。 


に 


| 


曽田 衣 
福引 





① 現 在 の 主 ノ 副 砲 の 装 堀 状況 

⑤ 現 在 の 主 副 砲 の 残 弾 状況 
③ 現 在 の 損害 状況 

②③ 英 車輌 ユニ ッ ト の 撃破 数 

⑤ 英 車輌 ユニ ッ ト の 撃 破 ボイン ト 
⑥ 基 本 性 能 参照 ボタ ン 
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7. 砲 撃 

選ん だ ユニ ッ ト に 砲撃 命令 を 与え た い 場 合 は 、『 コ マン ド メ ニ ュ ー」 の 【 和 砲撃 】 
に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し ます 。 す る と 【 人 砲撃 】 に つい て の メニ ュー 
が 開か れ 、 ど の よう な か な 形式 の 砲撃 命令 を 与え る か を 選び ます 。 な お 、『 コ マン ド 
メニ ュー」』」 に 【 砲 撃 】 コ マン ド が 表示 され る の は 、 選 ん だ ユニ ッ ト が 自 走 机 弾 
介 (間接 射撃 車輌 ) の 場合 に 限り ます 。 


師 撃 砲 の 準備 か ら 実 際 に 砲撃 する まで の 手順 は 以下 の よう に な っ て いま す 。 


| ) 命令 を 与え た い ユ ニッ ト に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し て 策 令 待ち の 
状態 に し ます 。 


5)『 コ マン ド メ ニ ュ ー」 の 【 砲 撃 】 に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し て く 
だ ささ ke 


3) 砲撃 砲 選択 メニ ュー が 開か れ ま す 。 


4) 砲撃 但 弾 選択 メニ ュー が 開か れ ま す 。 師 撃 に 使用 する 倫 弾 を 選ん で くだ さ 
い 。【 師 撃 】 の 場合 は 、【 簡 弾 】 を 選ぶ ここ を お 勧め し ます 。 ま た 、 事 前 に 
師 弾 を 【 装 斑 】 し て いる 場合 は 、 師 弾 の 選択 は あり ませ ん 。 


5) 師 撃 し た い フ ィ ー ル ド マ ッ プ の 地点 を を クリ ッ ク し て くだ さい 。【 砲 撃 】 は 、 
砲撃 対象 ユニ ッ ト が フィ ー ル ド マ ッ プ に 表示 され て いな く て も 実行 で きま 
す 。 ま た 、 人 砲撃 目標 こと し て ユニ ッ ト を 指定 し て も 構い ませ ん 。 


6) 師 撃 目標 を 指定 する と 、 人 砲撃 目標 位置 に マー キン グ が 現われ ます 。 人 砲撃 指 
定位 置 に 問題 が な けれ ば 【O0K】 に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し て くだ 
さい 。 ご これ で 【 抱 撃 】 命令 は 終了 し まし た 。 


/) 砲撃 命令 を 与え られ た 対象 ユニ ッ ト の 人 砲塔 が 自動 的 に 回 転 (旋回 砲塔 を 持 
っ て いな い 車 輌 は 車体 を 回 転 し ます ) し 、 人 砲撃 指定 位置 に 照準 を 合わ せ 、 
使用 砲弾 を 事前 に 装 規 され て こい な い 場 合 は 装 玉 処 理 を 開始 し 、 和 全て の 準備 
が 整う と 砲撃 し 、 着弾 位置 で 効果 が あっ た 場合 の み 、 結果 が 表示 され ます 。 


砲撃 目標 の 指定 は 「 こ の 地点 に は 、 お そら く 対 戦車 氏 が 潜ん で いる / 」 の よ 
うつ な 感覚 で 設定 し て くだ さい 。 
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8. 牽引 

『 コ マン ド メ ニ ュ ー」 に 【 牽 引 】 コマ ンド が 表示 され る の は 、 選 ん だ ユニ ッ 
ト が 対戦 車 多 の 場合 に 限り ます 。 選 ん だ ユニ ッ ト に 十 引 命 令 を 与え た い 場 合 は 
『「 コ マン ド メ ニ ュ ー」 の 【 牽 引 】 に カー ソル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し ます 。 す 
る と 【 牽 引 】 に つい て の メニ ュー が 開か れ 、 ご の よう な 形式 の 牽引 命令 を 与え 
る か を 選び ます 。 


牽引 され た ユニ ッ ト に は 、 命令 対象 ユニ ッ ト か ら 人 除外 され る 為 、 牽 引 さ れ て 
いる ユニ ッ ト に 命令 を 与え る こと は で きま せん 。 有 再び 、 牽 引 さ れ て いる ユニ ッ 
ト に 命令 を 与え た い 場 合 は 、【 切 り 離 し 】 コマ ンド を 実行 し て くだ さい (【 切 り 
享 し 】 に つい て は 、P.65『「 切 り 離 し 」 を 参照 )。 


対戦 車 介 が 実際 に 牽引 ご べ れ る まで の 流れ は 以下 の よう に な っ て いま す 。 


1 牽引 命令 を 与え た い ユ ニッ ト の そば に 牽引 可能 ユニ ッ ト (対戦 車 砲 以外 の 
ユニ ッ ト な ら 可 能 ) が 表示 され て いる か を 確認 し ます 。 牽引 対象 ユニ ッ ト 
の 50m 以 内 に 牽引 ユニ ッ ト が 表示 され て いた な ら 、 累 引 対 象 ユ ニッ ト に カ 
ー ソ ル を 合わ せ て 左 ク リッ ク し て 命令 待ち の 状態 に し ます (牽引 ユニ ッ ト 
が 50m 以 内 に 存在 し な い 場 合 は 、 牽 引 ユ ニッ ト を 牽引 対象 ユニ ッ ト の 近く 
まで 移動 させ て くだ さい ) 。 


コマ ンド メニ ョ ー」 の 「[ 春 引 に カー ソル を 合わ せ て を クリ ッ ク し て く 
だ さい 、。 


3) 牽引 させ た い 牽 引 可 能 ユ ニッ ト を カー ソル で 指定 し て 左 ク リッ ク し て くだ 
MM 


4) 牽 引 ご せる ユニ ッ ト の 人 確認 を し て 、 問 題 が な けれ ば 【0K】 に カー ソル を 合 
49K だ 2 バク リッ ク し て くだ さり 、 


5) 卒 引 対 象 ユ ニッ ト は 、 雪 引 可能 ユニ ッ ト の 後 尾 に 接続 され た 状態 に な り ま 
す 。 これ で [牽引 】 命令 は 終了 し まし た 。 


牽引 され た ユニ ッ ト は 、 牽 引 し て いる ユニ ッ ト の 後 尾 に 接続 され 、 牽 引 し て 
いる ユニ ッ ト の 移動 行動 に 随伴 する よう な 形 に な り ま す 。 
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d. 切り 離し 

【 切 り 離 し 】 は 対戦 車 砲 を 牽引 し て いる ユニ ッ ト の 『「 コ マン ド メ ニ ュ ー」』 に 
表示 され ます 。 こ の コマ ンド を 実行 する と 【 牽 引 】 され て いた 対戦 車 爺 を 切り 
離し ます 。 
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ここ で は 『 タ クティ カル タン クコ ー プ ス 」』 に 登場 する 各国 の 有名 車 還 を 特 出 
し て 解説 し ます 。 


1. ドイ ツ 還 

ベル サイ コ ユ 半 約 を 破 葉 し 、 兵 力 増強 を 始め た ドイ ツ 軍 は ポー ラン ド 侵 攻 を 開 
始 。 そ し て ヨー ロッ パ 諸 国 を 忠 喘 する ドイ ツン 軍 の 中 で 一 堅 注目 すべ き は 、 や は 
り 鋼鉄 の 負 を 纏っ た 戦車 」、 で あっ た 。 第 2 次 世界 大 戦中 、 飛 躍 的 進化 を 遂げ 
た 戦車 の 中 に あっ て ドイ ツ 軍 の 戦車 は 火力 、 装 甲 防御 力 、 機 動力 こ 優 れ た 性 能 
を 持つ て いた 。 多 数 の 傑作 戦闘 車輌 を 開発 ・ 生 産 し 、 戦 車 大 国 の 名 を 欲し いま 
ま に し て いた ドイ ツ 。 ご ここ で 給 介する 戦車 は 、 ご れ も ド イツ の 中 で も 数 多 の 功 
績 を 残し た ドイ ツ 戦 車 の 顔 こ と 云 つ べき 戦車 達 で ご ある 。 


口 II 号 戦車 系 列 

第 | 次 世界 大 戦 の ベル サイ ユ 条 約 に より 兵器 開発 及び 兵力 増強 を 禁じ られ 
た ドイ ツ が 、 そ れ を 一 万 的 に 破棄 し 、 再 軍備 を 府 っ た 後に 初め て 開発 ・ 配 備 
され た の が 1 号 戦車 で ご あっ た 。 ご この 1 号 戦車 は 、 機 甲 部 隊 の 育成 の 為 の 訓練 
用 と し て 開発 され た 車輌 で 諸々 の 事情 に より 武装 ・ 装 申 と も 葛 弱 で あっ た 。 
その 為 に 後継 と な る 中 戦車 クラ ス の 訓練 に は 不適 当 で ある こと 判断 され た ここ と 
に より II 号 戦車 が 開発 され た 。 そ の 目的 は 、 訓 練 も さる こと な が ら 生 産 が 遅 
れ て いる 忠 /M 号 戦車 の 繋 ざ の 役目 に あっ た 。 II 号 戦車 は 実戦 を 目的 と し た 
車軸 で ご は な か っ た が 、 そ の 性 能 は 機械 的 信頼 性 の 高い 、 戦 車 こ し て も 充分 に 
利用 で きる 車輌 で あっ た 。 以降 、 大 量 に 生産 され た II 号 戦車 は 、 各 部 改良 強 
化 さ れ L 型 まで 生産 され た 。 フ ラン ス 電 撃 戦 な ご で 活躍 し た II 号 戦車 も 中 期 以 
降 は 、 第 一 線 か ら は 退 い た も の の 火力 強化 を 施さ れ て 対戦 車 自 走 奄 (マー ダ 
ーII) に 転用 され る な ご 、 各 種 派生 型 も 存在 する 。 
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口 李 号 戦車 系 列 

II 号 戦車 は 、 ド イツ 機甲 師団 の 主力 戦車 こし て 大 戦前 か ら 期 待 さ ご れ て いた 
戦車 ご あっ た が 、 生 産 が 遅れ 、 ソ ビエ ト の 重 装甲 戦車 の 出現 も か ご なっ て 期 
待 に 添え る 程 の 功績 を 残せ な か っ た 戦車 で あっ た 。 

II 号 戦 車 は A 型 か ら D 型 まで 増加 試作 型 で 基本 フォ ルム が 決定 し た の が E 
型 、 本 格 量産 が 開始 され た の は F 型 か ら で あ る 。 も っ こと も 装備 し て いた 37mm 
奄 が 時 代 遅 れ に な っ て し まっ て いた の で 、F「『 型 の 後期 生産 型 か ら 50Umm 人 砲 に 換 
装 ご れ 、H 型 より 標準 に な っ た 。 し か し 、 短 介 映 で あっ た 為 に ロシア 軍 の T-34、 
KV- 1 に 対し て は あま り 効 果 が な か っ た 。 その 後 、 長 砲 身 に 換装 は し た も の の 
J 型 で も 互角 こま で は いか な か っ た 。 し か し 、 ド イツ 戦車 兵 の 技能 の 高 さ は 、 
それ を 充分 に 補え る も の で あっ た 。 後 に L プ M ン N 型 に 至る まで 火力 、 装 甲 な ご ど 
が 集 々 に 強化 され 、 ア フリ カ 戦 線 な ご 幅広 く 使用 され る 。 し か し 、 こ の 頃 に 
は 既に 75mm 砲 が 主流 と な っ て いた こと も あっ て I 号 戦車 は 相当 な 苦戦 を 強 
いら れる 。 大 戦 末 期 で も タイ ガー 戦車 の 生産 数 の 少な さか ら か 小隊 規模 で 日 
式 化し た 皿 号 戦車 が 配備 され る 場合 も 少な く な か っ た 。 

同様 に 旋回 砲塔 を も た な い 、 従 来 の 戦車 と は 一 線 を 画す る 奇抜 な フォ ルム 
外 步兵 文 援 由 突击 寺 用 由 号 战 熙 、 山 号 突撃 介 が 開発 され た 。 皿 号 突撃 砲 は 低 

姿勢 と 高 起 動力 か ら ド イツ 歩兵 の 頼も し い 味 方 で あっ た 。 火力 は 、 初期 生産 
型 か ら 24 口 径 の 75mm 砲 を 搭載 し 、 以後 、 A 型 か ら E 型 と 数 々 の 強化 が 施さ れ た 
が 、 世 に 云う “T-34 シ ョ ッ ク ” に より 4 口径 の 75mm 砲 は 時 代 遅 れ と な っ て し 
まい 、 以 後 、 ド イツ 技術 陣 は 、 主 砲 の 長 砲 身 化 、 大 口径 化 、 装 甲 の 強化 に 努 
め る よう に な っ た の で ある 。 机 号 突 撃 砲 も F 型 で 43 口 径 75mm 砲 を 積み 、 最 終 
生産 型 の G 型 に な る と 48 口 径 75mm 砲 で 武装 され る 。 総 生産 数 も 皿 号 戦車 を 上 
回 り 、 大 戦 終 了 ま で 活躍 し た 車輌 で ある 。 
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LV 号 戦車 系 列 

1 プログ I 号 戦車 に 続く 第 4 の 戦車 で ある MM 号 戦車 は 、 本 来 、 歩兵 支援 用 と 
し て 開発 され た の だ が 、 ロ シア の 重 装 甲 戦 車 の 前 に 全く 効果 が な か っ た 相 号 
戦車 に 変わ っ て 、 ド イツ 機甲 師団 の 主力 戦車 に 抜 所 され た 。 

I939 年 まで に 生産 され た AB ン C ノ D 型 (本 格 量 産 は D 型 より ) は 火力 (24 口 
径 75mm 砲 ) 、 防 御 力 (最大 装甲 厚 3Dmm) こも 主力 戦車 と 呼ぶ に は や や 相応 し 
か ら ぬ も の で あっ た が 、 G 型 に 43 口 径 75mm 砲 、H 型 に 48 口 径 75mm 砲 と 長 砲身 
化 さ れ 人 徐々 に 強化 され た 。 同様 に 装甲 強化 され 、 初 期 と 後期 生産 型 で は 3 倍 
弱 の 装 申 厚 開 が か あっ た 。 か くし て 最終 生産 型 の J 型 に 至っ た IMV 号 戦車 は 、 火 力 、 
防御 力 と も 優れ た 性 能 を 有 し 、1944 年 6 月 か ら 45 年 3 月 まで ]758 輌 が 生産 さ 
れ 、 ド イツ 帝国 敗北 まで 機甲 師団 の 中 核 を 担う 存在 で あっ た 。 

また 、W 号 戦車 の 車体 を 利用 し た 駆逐 戦車 (ラン グ ) や 対戦 車 自 走 砲 ( ナ 
ス ホ ル ン ) な ご 強力 な 支援 車輌 も 実戦 化 さ れ 、 派 生 型 の バリ エー ショ ン に 於 
て は 他 の ドイ ツ 戦 車 を 凌 信 し て お り 、 あ ら ゆ る 戦域 で 活躍 し て いる 。 
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T-34、KV- I を 主力 と し た ロシア 機甲 師団 の 攻勢 に より 劣性 を 強い られ た ド 
イツ 軍 は 、I ル / 号 の 火力 、 防 御 力 強 化 を 急 が せる と と も に T-34 を 凌 能 する 新 
型 中 戦車 、V 号 戦車 の 開発 が 開始 され た 。 そ の 仕様 は T-34 を ベー ス に し た こと 
も あっ て 傾斜 装甲 で 被弾 径 始 の 良い フォ ルム に な っ て お り 、T-34 の 前 屈み の 
フォ ルム に 比べ 、 シ ル エ ッ ト 的 に も 大 型 で は ある が バラ ンス の 良い 戦車 と し 
て 仕上 が っ て いる 。 武装 は 、 新 型 の 70 口 径 75mm 砲 を 搭載 し 、 装 甲 も 最大 で 
10Umm と 重厚 で あっ た 。 先行 量産 型 は 、 D 型 か ら で A プ B ン CC 型 は 正式 化 さ れ な 
か っ た 。 初期 生産 型 は 駆動 系 な ご 様々 な 問題 が あめ っ た も の の 、 後 の 生産 型 に 
な る ほど ご 処 々 の 問題 は 改善 され 、1943 年 以降 の ドイ ツ 機 甲 師団 の 中 軸 こ と し て 、 
その 役目 を 担っ た 。 さら に G 型 に 至っ た V 号 戦車 は 、 そ の 後継 と し て 砲塔 を 小 
型 化 し た F 型 及び II 型 も 計画 され た が 試作 車輌 さえ 完成 し な いま ま 敗 戦 を 迎 
え 、 生 産 が 行なわ れる こと は な か っ た 。 し か し 、 そ の 技術 は 大 戦後 の 戦車 開 
発 に 大 きく 貢献 する こと に な る 。 

同様 に 7] 口径 BB8mm 砲 を 搭載 し た ヤー クト パン サー な る 重 駆逐 戦車 も 生産 
され た 。 後期 型 の 走行 装置 を 積ん で いた こと も あっ て 、 機 械 的 信頼 性 は 良好 
で 高 性 能 ・ 重 武装 の 優秀 な 駆逐 戦車 で ご あっ た と 云え る 。 
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一 般 に タイ ガー 戦車 と 称 さ れる 号 戦 車 は 、 ド イツ 戦車 技術 の 集大成 で あ 
り 、 第 二 次 世界 大 戦中 、 最 強 に し て 最後 の 戦車 で あっ た と 云え る 。 テ ィ ー ガ 
一 戦車 は 、 正 式 化 さ れ た 純粋 な 戦車 の バリ エー ショ ン と し て は 、 最 も 少な か 
っ た 。 量産 型 の i 型 と II 型 で は 同じ MI 号 戦車 (W 号 自 走 砲 は 除く ) で あっ て 
も 全く 異 する 戦車 で ご ある と 云っ て も 良い で あろ う 。 ティーガー I 型 は 、WV 号 
戦車 か ら の 純粋 な 新型 と し て 開発 され た も の で 高射 砲 の 発展 型 の 強力 な 56 口 
笠 BB6mm 砲 を 備え 、 最 大 装甲 厚 10Umm の 重 装甲 重 武装 戦車 で ご ある 。 

その 重 装 申 は 連合 軍 側 の 括 火 を 弾き 飛ば す に 充分 な 強度 を 誇っ て いた が 、 
その 重 装 甲 宣 武装 か ら な る 56t も の 重量 は 、 路 外 機動 力 を 貧弱 に し 、 燃料 消費 
も 高い も の に し て いる 。 テ ィ ー ガ ー II 型 は 、 1 型 よ りさ ら に 強力 な 71 日 径 
88mm 砲 を 装備 し 、 被 弾 径 始 の 良い フォ ルム に 加え 最大 装甲 厚 ]50mm の 鎧 を 統 
い 、 連 合 国軍 を 実 怖 ご せる に 充分 な 風貌 と 能力 を 有 し 、 ま さ に 世界 最強 と 呼 
ぶ に 相応 し い 戦車 だ っ た と 云え る だ ろう 。 し か し 、 I 型 か ら の 処 々 の 問題 は 
解決 され て お ら ず 、 強 化 の 結果 、 さ ら な る 機動 性 と 燃料 消費 の 悪化 に 繋が っ 
た 。 ま た 、TII 型 の 制作 に 要する 資材 は パン ター 戦車 より 膨大 で 製造 行程 に 至 
っ て は パン ター 戦車 の ? 倍 以上 を 要する と 云う 問題 も あっ て 、 実 際 に 生産 さ 
れ た TII 型 は 試作 を 含め 4B0 還 に 過ぎ な か っ た 。 

派生 型 に 自 走 爺 タイ プ の フェ ルディ ナン ト 重 駆逐 戦車 が ある 。II 型 に 比べ 
機動 力 は 劣っ た も の の 71 口 径 BB8mm 砲 の 強力 な パン チカ と 最大 で 00mm に 達 
する 装甲 は 脅威 の 産物 で あっ た 。 し か し 、 車 載 機銃 が 無かっ た こと か ら 歩 兵 
の 肉薄 攻撃 な ど に 悩ま され 、 後 に 機銃 を 搭載 し た エレ ファ ント に 改装 され 、 
その 性 能 を 充分 に 発揮 し 得 た の で あっ た 。 ま た 、1828mm 砲 を 積ん だ ヤー クト 
ティーガー な る 怪物 駆逐 戦車 も 存在 し た が 、 小 回 り の 利 か な い 鈍 重 な 車 体 は 、 
英 戦車 に 装甲 の 薄い 側 後 面 に 回 り 込 まれ 撃破 され る 場合 も 少な く な か っ 
た 


= 
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口 35(t) ノ 38B(t) 戦車 系 列 

チェ コス ロバ キア に は 、 多数 の 優れ た 戦車 が あっ た 。 それ が 35 (t) 38 (⑪ 
戦車 で 、 ド イツ は チェ コス ロバ キア 占領 後 、 そ の 戦車 こそ の 生産 設備 を 接収 
し 、 機 甲 師団 の 定数 不足 の 解消 も あっ て 両 車輌 を 機甲 師団 で 使用 され る こと 
に な っ た 。 両 車輌 の 起 装 能力 は 、 当 時 の 1 II 号 戦車 を 上 回 る も の で あっ て 
機甲 師団 こし て 編成 され た 両 車輌 は 、 後 の ポー ラン ド 侵 攻 及 び フ ラン ス 戦 で 
i 

5 (t) 戦車 は 、37mm 砲 を 搭載 し た 軽 戦車 で で 、 こ の 砲 は ドイ ツ の 37mm 砲 よ 
人 し か し 、 ロシア 侵攻 時 に は 、 そ の 寒気 に 
よる ステ アリ ング 系 の 故障 が 相次ぎ き 、 そ の 機構 の 改善 も 試行 され た が 成功 し 
な か っ た 。 48 年 以降 は 、 第 一 線 を EE 告 さ れ 、35 (1) は 戦場 
か ら 姿 を 消し て いっ た 。 

38 (t) 戦車 は 、 真 の 意味 で チェ コス ロバ キア を 占領 し た 価値 を 新た に 認識 
させ る ほど ご どの 高 性 能 戦車 ご あっ た と 云え よう 。 事実 、 占 領 後に 量産 され た 数 
量 は 、194 年 まで に |410 軸 。 以後 も 38 (t) の 車体 を 利用 し た 自 走 車輌 が 数 多 
く 生 産 さ れ 、 特 に 名 を 馳せ た の が ヘッ ソ ツァ ーー 駆逐 戦車 や マー ダーII で 、 大 戦 
末期 まで 非常 に 重用 され た の で ある 。 








p。 アメ リカ 軍 

第 一 次 世界 大 戦 末 期 の イギリス や フラ ンス に 條 っ て 戦車 大 隊 編 成 を 画策 し て 
いた アメ リカ で あっ た が 第 一 次 世界 大 戦 の 終結 に と も な っ て 、 こ の 計画 は 保留 
と され 、1940 年 に 至る まで 本 格 的 な 戦車 部 隊 の 編成 は な され な か っ た 。 初期 の 
戦車 部 隊 の 編成 は 、 師 団 の 中 核 を 軽 戦車 と し て いた が 、 ア フリ カ 戦 線 で の 軽 戦 
車 の 能力 限界 か ら 後期 か ら は 中 戦車 を 中 核 と する 編成 に 改変 され る 。 戦 車 開発 
は 古く か ら 試 行 さ れ 、 大 量 生産 を 意識 し た 造り が アメ リカ 戦車 の 特徴 こと 云え る 。 
また 、 膨 大 な 工業 力 を 駆使 し 、 大 戦中 に 約 90,00U 輌 の 戦車 が 生産 され 、 ド イソ 
を 圧倒 し 、 つ い に は 連合 国 側 に 勝利 を も た ら す の で あっ た 。 こ こ で は アメ リカ 
の 特徴 的 な 戦車 を 紹介 し た い 。 ] 


LM3/M5 軽 戦車 系 列 

初期 型 の M9 軽 戦車 は 、 旧 式 化 し た MZ 軽 戦車 に 手 を 加え た だ け な の で 車体 こ 
砲塔 は リベット 接合 で 被弾 径 始 な ど は 考慮 され て いな か っ た 。 武 装 な ども 貧 
弱 で あっ た が 量産 性 に 優れ て いた こと な ども あっ て 正式 化 さ れる に 至る 。 以 
後 、 リ ベッ ト 接 合 で あっ た 砲塔 は 、 量 産 型 か ら 鋳 造 ご 溶接 を 組み 合せ た 形式 
に 変更 され 、 車 体 も 同様 に 溶接 構造 へ と 変更 され た 。 さら に MG3 軽 戦車 は 前 ノ 
中 後期 型 と 徐々 に 内 部 構造 も 変更 強化 され て いっ た 。 

本 車 は 、 各 国 に も 供与 され 、 特 に イギリス で は ジェ ネ ラ ル ・ ス チュ アー ト 
と 呼ば れ 、 巡 航 戦 車 こ と し て 優れ た 実用 性 を 持つ 車輌 で ある こと 絶 賛 さ れ た 。 ま 
た 、 ア メリ カ 製 戦車 の 中 で は じ め て 実戦 を 経験 し た 車輌 で も ある 。 し か し 、 
43 年 以降 、 大 口径 砲 の 搭載 が 不可 能 な こと に 加え 、 履 帯 幅 が 狭く 接地 圧 が 高 
いな ご の 理由 か ら 第 一 線 か ら 退 く 理 由 こ と な っ た 。 

また 、 MG 軽 戦車 の 発展 型 の M5 軽 戦車 は 、 一 見 、 M3 軽 戦車 と 変わ ら な いよ う 
な フォ ルム だ が より 強力 な エン ジン に 換装 し 、 被 弾 径 始 の 考慮 ご これ た 車体 な 
ご 数 多 の マイ ナー チェ ンジ を 施さ れ た 車輌 で あっ た 。 

以後 、M3/M5 軽 戦車 系 列 は 、 M4 中 戦車 に 置き 換え られ 、 主任 務 を その 高速 
走行 性 能 を 活か し た 偵察 な ど に 利用 され る 。 また 、 M3/M5 軽 戦車 系 列 の 車体 
を 利用 し て の 派生 型 も 幾つ か 存在 し 、75mmM1A1] 棋 弾 砲 を 装備 し た M8 自 走 棋 
弾 多 な ご が ある 。 
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LM3 中 戦車 系 列 

当時 、 アメリカ 機甲 師団 の 中 核 の 戦車 が 搭載 し て いた 37mm 砲 で は 、 ドイ ツ 
OIL MV 号 戦車 と 対抗 する に は 、 い ささ か 貧弱 で あっ た 。 そ の 為 、 軍 首脳 間 
は 、 急 憶 、75mm 砲 の 開発 を 要請 する が 、 当 時 、 大 口径 砲 の 搭載 可能 な 旋回 砲 
塔 は 開発 段階 で あっ た 為 、 応 急 の 策 と し て 車体 搭載 限界 旋回 砲 案 が 試行 され 、 
T5Ee の 堅 定 な 車体 を ベー ス に 開発 が 進め られ 、M3 中 戦車 と し て 制式 化 さ れ 
る 。 車体 側 部 に 設け られ た 75mm 砲 は 、 当時 と し て は 強力 な 火力 性 能 を 備え て 
いる 画 期 的 な 主砲 で あっ た が 、 機 動 戦 で 要求 され る 全 周 方 向 射撃 が で き な い 
こと いう 欠 点 か ら 主 と し て 陣地 制圧 支援 用 と し て 用 いら れる 傾向 が 強い も の で 
国志 大 5 

性 能 的 に は 決し て 充分 で は な か っ た 、 この 車輌 も M4 中 戦車 の 量産 が 軌道 に 
の る 48 年 後期 まで に 665B 還 も 出荷 され 、 イ ギリ ス や ロシア な どの 連合 国 に も 
供与 され た 。 し か し 、 前線 の 兵士 達 に は 、 い ささ か 不評 で あっ た と 云わ れる 。 
それ で も アフ リカ 戦線 に 於 て ドイ ツ 機 甲 師団 の 侵攻 を 阻止 で きた の は M3 中 
戦車 の 存在 で あっ た こと を 忘れ て は な ら な い 。 


口 M4 中 戦車 系 列 

当時 、 ア メリ カ 機 甲 部 隊 の 主力 と し て 配備 され た M3 中 戦車 は 、 大 口径 砲 の 
旋回 砲塔 の 開発 が 困難 で あっ た 為 、 当 時 と し て は 窮 め て 強力 な 75mm 師 を 車体 
右側 に 搭載 し た 。 結果 、 主 砲 の 旋回 は 制限 され 、 機 動 戦 で 要求 され る 全 周 万 
向 射撃 に 対応 で き な い 構造 か ら 多分 に 苦戦 を 強い られ る こと に な っ た 。 実 際 、 
M3 中 戦車 は 、“ 本 命 " の 実用 化 ま で の 繋ぎ ざ に 過 ぎ ざ な い 。“ 本 命 " は 無論 、 後 の 連合 
国 側 の 勝利 の 原動力 に も な っ た M4 中 戦車 シャ ー マ ン で ある 。 その 大 量 生産 性 
を 重視 し て 開発 され た M4 中 戦車 系 列 の 総 生 産 は 、 数 量 に し て 4P, 953 軸 ( 自 走 砲 
な ご ど は 除く )。 こ の 頃 か ら ア メリ カ 軍 の 物量 の 神話 な る も の が 形成 され た の で 
あろ うか 。 シ ャ ー マ ン は 、 こ の 大 量 生 産 数 か ら も 当時 の アメ リカ の 主力 戦車 
で ある 事 に 間違い は な い 。 さ ら に は 各 連 合 国 に も 供与 され 好評 で あっ た 。 当 
時 、 戦 車 不 走 の イギリス に 公 っ て は 自国 戦車 より 性 能 の 良い シャ ヤー マン ( フ 
ァ イ ヤ フラ イ ) を 主力 戦車 ( 遺 憎 な が ら ) と し て 抜 手 さ れ る 程 で あっ た 。 

こう 絶賛 され る シャ ー マ ン だ が 列強 の 戦車 に 比べ て 、 走 (機動 力 ) 攻 ( 火 
力 ) 守 (装甲 防御 力 ) と も 特に 推 ん で る 性 能 は 無かっ た 。 武装 は 75mm 砲 (后 
に 765.mm 奄 に 換装 ) で あっ た が 当時 の ドイ ツ と 比べ る と や や 威力 不足 で あ 
り 、 装 甲 庄 、 機 動力 と も 標準 で あっ た 。 ま た 、 和 被弾 する と 炎上 し や すい と 云 
う 欠 点 も あっ た (様々 な 試行 錯誤 の 未 、 改 善 さ れ な か っ た )。 し か し 、 シ ャ ー 
マン が アメ リカ を 代表 する 中 戦車 ご あっ た 理由 は 、 カ タロ グ ス ペ ッ ク か ら は 
語れ な い 優 を も っ て いた か ら で あ っ た 。 広い スペ ー ス で 乗員 の 疲労 を 抑え る 
レイ アウ ト 、 初 弾 か ら 次 弾 装 環 の 速 ご で 、 兵 器 管制 シス テム の 精度 な どの 機械 
的 な 信頼 性 に 加え 、 自 動車 同様 の 開発 理念 を 取り 入れ られ 、 故 障 も 少な く 、 
操縦 及び 整備 も 容易 で 誰 で も 短期 間 で 習得 で きる 点 で 秀 で て いた か ら で あ 
る ys 

シャ ー マ ン の バリ エー ショ ン は 特殊 で 、 初 期 量産 段階 で 同じ 車体 に 違う エ 
ンジ ン を 積ん だ タイ プ ブ が 並行 に 生産 され 、 そ の エン ジン の 違い が 、 そ の まま 
型式 の 違い と な っ て いる 。 ご これ は 大 量 生産 性 を 考慮 し て の 計画 的 な も の で 後 
に 、 そ の パリ エー ショ ン ご と に 武装 や 数 々 の 内 部 機構 の 改良 が 施さ れる の で 
ある 。 
_ 実際 、 シャー マン に は 大 戦 末期 か ら 投入 され た ドイ ツ の 新型 重 戦車 に 対抗 
で きる だ け の 能力 を 有 し て いな か っ た 。 し か し 、 そ れ で も 活躍 で きた 理由 に 
は 、 や は り 大 戦 末 期 の ドイ ツ に は 反撃 示 力 が 残っ て いな か っ た こと が 挙げ ら 
れる で あろ うつ 。 も し 、 ド イツ に 反撃 の 余力 が 残っ て いた と し た ら ア メリ カナ 戦 
車 部 隊 の 主力 を シャ ヤーマン が 勤め て いた か は 定か で は な い 。 
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3. イギリス フス 軍 

戦車 の 可能 性 を 他国 より も 先 に 認め 、 世 界 最初 の 戦車 を 開発 し た の は 、 イ ギ 
リス で あっ た 。 そ の 戦車 の 先駆 的 イギリス に あっ て 戦車 開発 の カテ ゴリ ー は 一 
買 し た も の で あっ た 。 そ れ は 高速 機動 性 を 重視 し た 「 人 巡航 戦車 」 と 敵陣 地 突 破 
を 主 こ し た 重 装甲 の 「 歩 兵 戦 車 」 の ? 種 ご ある 。 こ の 開発 理念 は 、 大 戦 を 通し 
て 実施 され 、 イ ギリ ス 戦 車 を 駄目 に し た と 云っ て も 良い だ ろう 。 当時 、 走 攻守 
こと も バラ ンス の 取れ た 中 戦車 が 一 番 有 用 で ある 事 を ドイ ツ 軍 が 教え てこ くれ た に 
も 抱 ら ず 、 こ の 理念 を 押し 通 そ うと し た ば か り に 、 結 局 、 両 者 の “本命” を 大 
戦中 に 送り 出す こと が で き な か っ た 。 こ うし た イギリス の 頑固 さ の 象徴 で ある 
一 部 の イギリス 戦車 達 を 紹介 し た い 。 


口 MK.I II 歩兵 戦車 マチ ル ダ 

B 一 次 世界 大 戦時 に マー ク (菱形 ) 戦車 な ご 数 多 の 名 戦車 を 生ん だ イ ギ リ 
ス が 次 大 戦 に 備え る べく 、 歩 兵 戦車 の 開発 を 急 が せ た 。 歩 兵 戦車 と は 、 歩 兵 
と 共に 敵陣 地 を 突破 する 目的 の 戦車 で ご ある 。 要 する に 重厚 な 装甲 を 有 し た 歩 
兵 支援 用 の 戦車 の こと を 云う 。 そ し て 完成 し た の が 歩兵 戦車 マチ ル ダ で ある 。 
し か し 、 初 期 の マチ ル ダ I 戦車 (All) は 、 主 武装 が . 303 機 銃 の み で さら に 
速度 も 16km と 遅い 、 何 が 近代 化 新型 戦車 な の か 解ら な い 戦 車 で ご あっ た 。 
前 述 を 踏ま えて 新た な 設計 理念 の 基 に 開発 され た の が 前 者 より も 大 型 で 強 
力 な 8 ポン ド 砲 で 武装 し た マチ ル ダ TII (Al1P) で あっ た 。 大 戦 の 当初 は 、 機 動 
力 は や や 貧弱 だ っ た も の の 、 そ の 重厚 な 装甲 は ドイ ツ 等 の 砲弾 を 弾き 飛ば し 、 
ほん の 一 時 期 だ け 優 位 を 保っ た 。 し か し 、 桶 弾 を 発射 で き な い マチ ル ダ I は 、 
88mm 対 戦車 砲 の 餌食 に な る の で あっ た 。 し か し 、 その 重厚 な 装甲 は 依然 優位 
を 保ち 、M4 中 戦車 (ファ イヤ フラ イ ) が 供与 され る まで な が き に わた っ て 、 
イギリス 歩兵 の 防御 役 を 担っ た 。 第 一 線 を 退 い た 後 も 様々 な 用 途 に 利用 され 、 
イギリス に 於 て 戦前 か ら 終 戦 ま で 使用 され た 唯一 の 車輌 で あっ た 。 





LIMK.I 歩 兵 戦車 バレ ンタ イン 

歩兵 戦車 バレ ンタ イン は 、 巡 航 戦車 MK.II (AlU) の 後継 的 な 理念 で 開発 ご 
れ た 戦車 で ある 。 そ の 特徴 (悪い 意味 で ) と し て 小型 の 砲塔 を 搭載 し て いる 
事 が 挙げ られ る 。 こ の 小型 の 砲塔 に は 軍 も いや いや だ っ た と 云わ れ 、 フ ラン 
ス 戦 線 で 受け た 打撃 は 予想 以上 で 「 戦 車 が な い 以 上 は …」 と 敢えて 採用 し た 
車輌 で あっ た 。 し か し 、 機 械 的 信頼 性 は 最良 で あっ た こと か ら 、 当 時 、 機 械 
的 な 故障 に よる トラ ブル が 深刻 で あっ た イギリス 戦車 の 中 に あっ て バレ ンタ 
イン は 好評 で あっ た 。 し か し 、6 人 用 の 小型 砲塔 の 操 砲 性 は 最悪 で 、 後 に 3 
人 用 の 砲塔 に 改造 され る が 5 ポン ド (50mm) 砲 に 換装 され る と 、 また 人 の 
用 砲塔 に 戻さ れ 、 結 局 は 改善 され な か っ た 。 と は 云わ れる も の の 大 戦中 で 最 
も 多い 11 型 も の バリ エー ショ ン が 生産 され 、 第 一 線 を 授 い た 後 も 17 ボ ポン ド 
(7Bmm) 砲 を 搭載 し た アー チャ ー 自 走 砲 や 85 ポ ンド (BBmm) 砲 を 搭載 し た 
ビシ ョ ッ プ 上 自 走 砲 な どの 車体 に 利用 され る に 至っ た 。 ロ シア な ご に も 供与 ご 
れ 連 合 国 か ら 供 与 さ れ た 戦車 の 中 で も 優秀 な 戦車 で ある と 好評 で あっ た こと 坪 
Do 


口 MK.M 歩兵 戦車 チャ ー チ ル 

歩兵 戦車 マチ ル ダ の 後継 と し て の AP0 が 開発 され て いた が 、 性 能 が 貧弱 だ 
っ た 事 も あっ て 、 よ り 高 性 能 な 新型 戦車 と し て A22 が 開発 され た 。A22 は 歩兵 
戦車 チャ ー チ ル と 命名 され 、 この 呼称 は 、 AP の 制式 化 を 推進 し て いた 当時 の 
英和 首相 チャ ー チ ル に ちな ん で つけ られ た 。 

歩兵 戦車 チャ ー チ ル は 、 充 分 な 開発 期間 を 弄 せ ず に 量産 され た 車輌 で 初期 
の 量産 型 は 機械 的 信頼 性 は 皆無 で あっ た 。 武装 は 初期 型 で 当時 、 イ ギリ ス 戦 
車 の 標準 で あっ た 8 ボン ド 砲 (エグ II 型 ) が 搭載 され 、 後に 5 ポン ド 砲 (IELA 
IM 型 )、75mm 砲 (WW 中型 ) て バリ エー ショ ン を 追う さと に 強化 され た 
(V 型 は 95mm 簡 弾 砲 を 搭載 )。 任 務 は 、 も っ ぱら 歩兵 支援 で 戦車 戦 に 投入 さ 
れる 事 は まれ で あっ た 。 ま た 、 本 車 は 重厚 な 装甲 で 車体 上 面 が 平面 だ っ た こ 
こ か ら 特 殊 車 輌 の 車体 と し て 広く 利用 され た 。 

後継 歩兵 戦車 と し て ブラ ッ ク プ リン ス が 開発 され た が 同時 期 に 重 巡 航 戦車 
こし て 開発 され た セン チュ リオ ン よ りあ ら ゆ る 面 で 劣っ て いた 事 も あっ て 制 
式 化 は され な か っ た 。 こ の こと に より 実 錦 、 チ ャ ー チ ル が 歩兵 戦車 の 最後 の 
車輌 と な る わけ で ある 。 以 後 は セン チュ リオ ン の 様 な 歩兵 戦車 の 重厚 さと 巡 
航 戦 車 の 高速 性 能 を 活か し た 汎用 戦車 が 主流 と な っ た 。 


ACT.11 世界 の 戦闘 車輌 75 





70 


DMK.R 巡航 戦車 クル セイ ダー 

巡航 戦車 クル セイ ダー (Al5) を 語る に は 、 ま ず 、 巡 航 戦車 の 開発 理念 と 、 
クル セイ ダー に 至る まで の 巡航 戦車 の 歴史 を 語ら ね ば な る まい 。 巡航 戦車 と 
は 、 低 速 で ある が 重 装 甲 の 歩兵 戦車 と は 違い 、 軽 装甲 だ が 高速 機動 性 能 を 有 
し た 戦車 の こと で ある 。 そし て 完成 第 一 号 の MK. I (Ad) の 登場 に な る が 懸架 
装置 の 不良 や 銃 塔 に 挟ま れ た 操縦 席 は 視界 が 狭い な ど 出 来 は けっ し て 良く な 
か っ た よう だ 。 続い て MK.II (A10) が 歩兵 支援 型 戦 車 と し て 開発 され る も 歩 
兵 支 援用 に は 不 充分 で あっ た こと か ら MK. 1 の 支援 用 の 「 重 巡航 戦車 」 こ し て 
限定 的 に 生産 され る こと に な る 。 さらに 進化 は 進み 、MK.III (A13) の 登場 と 
な る 。MK.II は クリ ステ ィ ー 方 式 を 用 いた イギリス 初 の 戦車 で 巡航 戦車 の 基 
本 形態 を 確立 し た 車輌 で も あっ た 。 以降 、 MK.IV (Al3II) は 、 MK. 邊 の 装甲 強 
化 版 こ と し て MK.V (Al3) は 、 巡 航 戦車 と し て 初め て カカ ヴ ェ ベ ナン ダー と 去 
う 名 を 貰う も 、 信頼 性 は 最悪 で 実戦 に 投入 され ず 、「 イ ギリ ス 戦 車 の 汚点 」 と 
まで 云わ れ 、 専 ら 訓 練 用 こし て 使用 され た 。 ま た 、 武 装 は クル セイ ダー II ま 
で 2? ボ ポンド 砲 で ある 。 

以上 の 経過 に より 巡航 戦車 MK.M ク ル セ イ ダー (A15 系 列 ) に 至る 訳 だ が 、 
これ まで の 巡航 戦車 は 性 能 的 、 機 械 的 信頼 性 は 低かっ た ここ と が 特徴 で あっ た 
が 以降 の 巡航 戦車 が その 6 点 を 克服 し てい た か どう か は 疑問 で ある 。A]5 系 
中 は 大 本 的 に MK.VI の 強化 発展 型 で 軽 巡 航 戦車 (Al3 系 列 ) を 支援 する 為 に 装 
申 を 強化 し た 重 ダ 巡航 戦車 と し て 開発 され た 車輌 で ある 。A]3 系 列 の 機械 的 欠 
陥 を 多く 引き 継い だ AI5 系 列 は 、 機 械 的 信頼 性 が 最悪 で 初陣 で ある 北ア フリ 
カカ 戦線 で は エン ジン トラ ブル に より 鎮座 する 車輌 が 多発 する 。 開発 を 推進 し 
て いた 技術 陣 で さえ も 欠陥 品 で ある と 指摘 する ほど で あっ た 。 さ ら に 、 そ の 
トラ ブル が 改善 され る 頃 に は 第 一 線 で は 通用 し な く な っ て いた の で ある 。 ま 
た 、 初 期生 産 型 に は 車体 前 部 に 銃 溢 が 設け られ て いた が 不評 で 実戦 で は 撤去 
され る 例 が 多く 、 後 の 生 産 型 か ら は 銃 塔 は 廃止 され た 。 A15 は 1I II ン 皿 タイ 
プ こ と 強化 が 施さ れ 、 武 装 は 1 II 型 が 6 ポン ド 砲 で 皿 型 か ら は 5 ポン ド 砲 に 
強化 され た が 無理 に 積ん だ 砲 で あっ た 為 に 砲塔 内 は 3 名 か ら 名 に 軽減 さ 
れ 、 火力 は 増し た が 攻撃 力 は 低下 し た 。 II 型 か ら は 装甲 も 強化 され 、 5Umm と 
され た 。 悪い 点 ば か り の 特徴 が 取り ざた され て し まう A]5 系 列 で は ある が 日 
巡航 戦車 に 比べ れ ば 群 を 抜い た 存在 で あり 、 ア フリ カ 戦 線 の 第 7 機甲 師団 の 中 
核 と し て エル ・ ア ラメ イン 戦 ま で は 主役 で あっ た 。 以後 、Md グ ラン ト と M4 フ 
ァ イ ア フラ イ な どの アメ リカ 戦車 の 配備 が 進み 。 アフ リカ 戦線 の 終結 と 共に 
クル セイ ダー の 歴史 も 終り を 告げ る の で あっ た 。 


口 巡 航 戦車 クロ ムウ ェ ル 

クル セイ ダー に 至る まで の 巡航 戦車 は 砲塔 が コン パク ト 化 され て いる こと 
か ら 5 ポン ド 人 砲 へ の 換装 は 容易 で ご は な か っ た 。 ま た 、 こ の 頃 と も な る と ドイ 
ツ の 中 MV 号 戦車 の 短 砲 身 5Dmm 砲 に 対抗 し える よう な 重厚 な 装甲 が 必要 と 
な っ た 。 そ し て 、 そ の 要求 に 答え る べく 、 ク ル セ イ ダー の 後継 改良 型 と し て 
MK. キ ャ バリ エ (AZ4) が 生産 され た 。 こ の キャ バリ エ は 同時 期 に 戦闘 機会 
社 が 企画 し た 車 還 の 繋ぎ 的 戦車 と し て 生産 され た 車輌 で 装甲 強化 と 共に エン 
ジン 出力 も 増大 し 、6 ポン ド 砲 を 標準 で 装備 で きる 車輌 で あっ た が 機動 性 は 
條 巡航 戦車 の 中 で 最悪 だ っ た 。 ま た 、 依 然 と し て 機械 的 信頼 性 は 低かっ た 。 
この こと か ら 繋 ざ を 担える 戦車 と し て は 性 能 不 足 だ っ た キャ バリ エ は 、 早 々 
ご 巡航 戦車 セン トー (AZ27L) へ と 更新 され る こと と な っ た 。 こ の セン トー は 
エン ジン を 換装 さえ すれ ば クロ ムウ ェ ル (AZ7M) に 改造 が 容易 で あっ た こと 
か ら 制 式 化 さ れる 。 以 上 の 経過 に より クロ ムウ ェ ル に 至る 訳 だ が 、 前 述 し た 
キャ バリ エ も セン トー も 、 そ の 呼称 が 充て られ る まで 、 そ れ ぞ れ ク ロム ウェ 
ル エ ン TI 型 と 呼ば れ 、 AP7M は クロ ムウ ェ ル の 皿 型 に 相当 する 。 新型 エン ジン 
に 換装 し 、 ク ロム ウェ ル こ と な っ た 車輌 は 、 機 動 性 能 は 旧 巡 航 戦車 を 凌 句 し 、 
最高 速力 64km と 高速 で あっ た 。 し か し 、 ク ロム ウェ ル が 第 一 線 に 登場 する 頃 
に は 、 兵 器 技 術 が 進歩 し て いた 為 に 武装 や エン ジン 、 懸 架 装置 、 空 気 取 入 れ 
中 な ご 数 々 の 改新 が 重ね られ 、 タ イプ と マー ク を 組み 合せ た バリ エー ショ ン 
の 数 は ]10 種 類 に も 及 ん だ 。 そ の バリ エー ショ ン を 単純 に 別け る と AP7L か ら 
ミー ティ イア エ ンジ ン を 換装 する と クロ ムウ ェ ル II、 6 ポン ド 砲 か ら 75mm 砲 に 
換装 する と クロ ムウ ェ ル KM、 近 接 支 援 強 化 の 為 に 95mm 橘 弾 砲 を 積む と クロ ム 
ウェ ル VWV リ グズ VI と な る わけ だ 。 また 、 75mm 砲 は イギリス 初 の 箇 弾 が 使用 で きる 
06 の あら つた だ 。 

こん な バリ エー ショ ン の 多かっ た クロ ムウ ェ ル も 、 実際 は ドイ ツ の 新型 車 
軸 [ に 対抗 で きる 車輌 で は な か っ た 。 懸 架 装置 の 改良 や 新型 エン ジン の 搭載 に 
より 機械 的 信頼 性 は 向上 し た が 、 そ の 頃 に は 車体 自体 が 老朽 下 し て お り 、 主 
師 性 能 も 依然 と し て 威力 不足 で あっ た 。 事実 、 ク ロム ウェ ル は 速く て 故障 の 
少な い 戦車 ご し か な か っ た の で ある 。 

以後 、 巡 航 戦車 に は ]/ ポ ンド 砲 を 搭載 し て 武装 を 強化 し た が 自 走 砲 以下 の 
性 能 で あっ た チャ レン ジャ ー や 前 者 の 改良 版 で そこ そこ の 性 能 で あっ た コメ 
ッ ト 、 そ し て 戦後 制式 化 さ れ 、 世 界 的 な ベス ト セ ラー 戦車 な っ た セン チュ 
ノリ オン こ 歴 史 は 続く わけ で ある 。 だ が 、 そ の 歴史 は 、 必 要 な 頃 に は まとも な 
巡航 戦車 が 稼動 せ ず 、 大 戦 の 未 期 の 未 期 と な っ て よう や く 使 える 巡航 戦車 が 
売 成す る と 去っ た 頭 の 堅い 軍官 僚 達 の 思慮 不足 と 愚 弄 さ が 招い た 史上 最低 最 
悪 の 大 戦 期 の 歴史 だ っ た と 云え よう 。 


= 
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. フラ ンス 軍 
フラ ンス は イギリス こと 同様 に 戦車 開発 の 先駆 的 な 存在 で あっ た 。 戦車 の 実用 


化 は イギリス が 多少 速かっ た が 、 戦 車 の 発展 や 技術 的 な 面 は フラ ンス の 万 が 優 
れ て いた こと 云え る 。 第 1 次 世界 大 戦後 も 、 そ の 優れ た 技術 を 駆使 し て 数 々 の 優れ 


た 
た 
な 





個性 ある 兵器 を 開発 し て いっ た フラ ンス 。 し か し 、 用 兵 に 重大 な 問題 が あっ 
が 為 に 第 6 次 世界 大 戦 の ドイ ツ の 電撃 戦 に て 敗北 を 岬 し て し まう 。 そ ん な 不幸 
フラ ンス の 戦車 達 を 揺 い 摘ん で まとめ て 紹介 し た い 。 


ロフ ラン ス の 素敵 な 戦車 達 

フラ ンス の 戦車 を 語る に は 、 第 1 次 世界 大 戦 の 戦車 先駆 時 代 か ら 語ら ね ば な 
る まい 。 当 時 の 有名 戦車 と 云え ば 、 庁 抜 な 菱形 の 重量 感 の ある フォ ルム 、 そ 
の 存在 自体 が 脅威 と も な っ た イギリス の マー ク 戦 車 こ と 、 当 時 で は 画 期 的 な 旋 
回 式 の 砲 培 と 高速 走行 能力 を 有 し 、 戦 場 を 軽快 に 踏襲 し た 後 の 近 代 戦 車 の 原 
形 と も な っ た と 云え る フラ ンス の ルノーFT の 2 車輌 が 挙げ られ る 。 そ の | 车 
軸 を 担っ た ルノーFT を 大 量 に 配備 し た フラ ンス は 第 ] 次 大 戦時 に お ける 戦車 
王国 で ある たと 到 え る 6 

第 ] 次 大 戦後 の フラ ンス で は 、 兵 器 の 余剰 か ら 戦 車 の 開発 を スト ッ プ し て 
いた が 1]930 年 以降 、 国 力 の 回 復 と 既存 車輌 の 旧式 化 に も 相成っ て 新型 車輌 の 
開発 が 開始 され た 。 ま ず 、FT の 強化 版 が 幾 輌 か 開発 され る と 近い 将来 を 考慮 
し 、 サ ン シ ャ モン 突撃 戦車 の 後継 と も 云え る 重 装甲 宣武 装 の シャ ー ル B | 重 
戦車 が 開発 され た 。 主 武装 は 37mm 砲 と 、 当 時 で は 大 口径 の 75mm 砲 と 強力 で 
装甲 も 65Umm と 重厚 、 速 力も dkm と 充分 な 走行 性 能 で あっ た 。 後 に 後継 の Blbis 
が 生産 され 、 武装 を 47mm 砲 と 強化 され る 。 この BI シリ ー ズ は イギリス の 歩兵 
戦車 と 同様 の 歩兵 随伴 支援 用 が 主任 務 だ つた 。 

Bl] に 続き 、 ル ノーFT の 後継 と な る ルノーR35 が 開発 され た 。 独特 の 奇抜 で ユ 
ー モ ラス な フォ ルム の R35 は 、 装 甲 40mm と 当時 の 軽 戦車 と し て は 重厚 ご あっ 
た が 速力 は PHkm と 鈍重 で あっ た 。 後に 懸架 装置 を 改良 し た R40 も 生産 され た 
が 求め うる 軽快 走行 性 は 実現 し な か っ た 。 同 時期 に R35 と ほぼ 同 規格 の ホ チ 
キス H35 も 開発 され て いた 。H35 は R35 よ り 走 行 性 能 は 高かっ た も の の 路 外 機 
動 能力 や 懸架 装置 の 信頼 性 の 低 さ な ご どか ら 歩 兵 支援 戦車 の 役 を 人 貰え な か っ た 
が 機械 化 崎 兵部 隊 に 拾わ れ 、 そ の 高 機動 力 を 活か す 事 こ な る 。 後 に エン ジン 
高 出力 の も の に 換装 し 、 装 甲 の 上 で も R35 と 同等 と な っ た ホチキス 戦車 は 、 
R35 と 同様 の 任務 に 使用 され る よう に な る 。 し か し 、 当 時 中 途 半端 な H35 を 利 
用 し て いた 機械 化 騎兵 部 隊 は 、 部 隊 の 要 的 な 戦車 を 欲し て いた 。 そ し て 開発 
完成 し た 戦車 が ソリ ミュ ア S35 で ある 。 騎兵 部 隊 の 要求 を ほぼ ば クリア し て いた 
Sd35 は 走 攻守 を 兼ね 備え た フラ ンス 最高 性 能 の 戦車 で 騎兵 部 隊 の みな ら ず 、 
歩兵 支援 な ど 広 い 用 途 で 使用 され 、 後継 の S40 も 生産 され た 。 以後 、 ド イツ に 
占領 され た フラ ンス で は 終戦 まで 戦車 開発 は 行なわ れ な か っ た 。 当時 、 両 外 
と も ドイ ツ を 上 回 っ て いた フラ ンス が 、 な ぜ 敗 北 を 喫し た の だ ろう か 。 まず 、 
考え られ る 点 と し て お 国柄 か ら か 防御 力 を 重視 する あま り 、 フ ラン ス 機 甲 部 


隊 は 防御 主体 の 軍隊 と な っ て し まい 攻める” こと を 忘れ て し まっ た 。 そ の 
た め 典 攻 不 落 、 無 敵 を 誇っ て いた マジ ノ 線 を 越え られ た フラ ンス 機甲 部 隊 は 、 
ドイ ツ の 功名 な 機動 戦 に より 脆く も 撃破 され て し まう 。 ま た 、 防 御 を 重視 し 
過ぎ た 結果 、 砲塔 は 小型 化 さ れ 、 装 雷 か ら 射撃 に 至る まで 1] 人 で 兼任 し な けれ 
ば な ら な か っ た 為 に 本 来 の 火力 性 能 を 充分 に 発揮 で き な か っ た 事 に 加え 、 無 
線 機 の 配備 の 遅れ な ご か ら の 組織 戦 の 未熟 さ な ご が 挙げ られ る 。 フ ラン ス は 、 
戦車 の 想像 性 に は 秀 で る も の を 持っ て いな が ら も 、 そ の 運用 性 な どの 想像 性 
に 欠け て いた こと か ら 、 そ の 個性 ある 数 々 の 戦車 の 能力 を 充分 に 発揮 で き な 
いま ま 、 ド イツ に 忠 喘 され て し まう の で あっ た 。 
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イタ リア 軍 
第 一 次 世界 大 戦中 、 ド イツ の お 和 荷物 だ っ た と 現在 まで 散々 云わ れ た イタ リア 


で ある が 実際 は ご う で あっ た の だ ろう か 。 確か に イタ リア 兵器 (特に 戦車 ) は 
お 世辞 に も 優秀 で あっ た と は いい 難い 。 特 に 北ア フリ カ 戦 域 で の ふ が い な さ に 
は 同情 こ 涙 を 誘う っ 。 こ れ は 全て 早期 に 開始 され た 第 二 次 世界 大 戦 の 煽り 、 充 分 
な 準備 も ご できない まま 戦争 の 渦 へ と 身 を 投じ な けれ ば な ら な か っ た 悲劇 の 結果 
A 
の 内 情 を 設 明 し た い 。 
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イタ リア の 悲し き 戦 車 達 

当時 の イタ リア は 、 世 界 大 直 慌 の 煽り を 喰らっ て アメ リカ や イギリス な ご 
諸 外国 と 同様 に 戦車 開発 の 予算 は 不定 が ち で あっ た 。 当初 、 イ キリ ス 製 の カ 
ル ロ ・ ベ ロー チェ 戦車 を 主力 こし て 配備 し て いた が 、 機 読 し か 装備 し て いな 
い カ ル ロ ・ ベ ロー チェ 戦車 で は 、 本 格 的 な 戦車 戦闘 は 到底 不可 能 で あっ た 。 
その 為 に カル ロア ル マ ー ト な る 次 期 主 力 戦 車 が 開発 され た の で ある 。 ブ ロト 
タイ プ が 1936 年 に ロー ル ダ ウ ン さ れる が 武装 変更 な どの 理由 に より 設計 変更 
が な され た 結果 、 制 式 化 が 39 年 と 3 年 も の 期間 が カル ロ ・ ア ル マ ー ト 軽 戦 車 
(LB ン 40=Light6 ト ング 40 年 制式 化 ) に 費やさ れ て し まう 。 さら に M11 ノ 389 中 
戦車 が 制式 化 さ れる が 限定 旋回 式 の 奄 替 が 嫌 わ れ 、 少 量 生 産 に 匂 ま っ た 。 ま 
た 、 両 戦車 と も 武装 的 に も 装甲 的 に も 不 充分 で 、 よ り 強 力 な 中 戦車 が 必要 こ 
され た 。 こ こ で イタ リア 唯一 の 大 量 生産 中 戦車 MI3 糸 列 が 開発 され る の で あ 
っ た 。 武装 強化 の 為 に 47mm 介 が 装備 され 、 全 周旋 回 が 可能 に な っ た MI3/40 
は 、 イ タリ ア 軍 の 主力 戦車 と し て アフ リカ 戦線 な ど 各 戦線 に 投入 され る 。 し 

し 、 強 化 さ れ た 諸々 の 箇所 は 生産 が 遅れ た こと も あっ て 活躍 する 場 は 次 無 
で あっ た 。 問題 で あっ た エン ジン パワ ー も M14 ノ 4] で は 145HP に 、M15 ノ 42 で 
は 192gHP ま で 強化 され る が “時 既に 遅し "で ある 、 後 に M13 ノ 系列 の 車体 を 流 
用 し た 突撃 砲 ス タイ ル の セ モ ベン テ 系 列 が 生産 され 、 そ の 強力 な 75mm の 武義 
連合 軍 側 の 田 威 と も な っ た 。 大 戦中 の イタ リア 戦闘 車輌 は 、 軽 武装 グズ 弦 

装甲 ノ 低 機動 力 と 悪い イメ ー ジ で し か な か っ た が セ モ ベン テ 系 列 は 、 予 想 に 
反し て 活躍 し た 兵器 で ある と 云え る 。 最後 に M13 系 列 と は 別 系 列 で 75mm 砲 を 
搭載 し た P40U な る 重 戦車 (他国 レベ ル で は 中 戦車 で し か な い ) が 開発 され た が 
実戦 配備 は され て いな い 。 

P40 重 戦車 の 開発 を 最後 に イタ リア は 降伏 する わけ だ が 、 こ うし て 各 車 輌 の 
能力 を 当時 の 敵国 で ある イギリス や アメ リカ な ご の 車輌 こ 比 べた 場合 、 や は 
り 走 攻守 と も 劣っ て いた よう だ 。 唯 一 、 明 る い 材 料 と し て セ モ ベン テ 系 列 が 
頑張 っ た ぐら いで あろ うか 。 し か し 、 そ ん な 使え な い 戦 車 達 で 各 戦 線 を 戦い 
抜 こ うと し た 所 こそ 評価 し た い 。 ド イツ 機甲 師団 の 名 将 ロ ン メ ル も 同じ ここ 
を 評価 し て いた こ 云 つ 。 


6 . ハン ガリ ー 軍 

第 一 次 世界 大 戦 終 結 後 の ハン ガリ ー は 国家 間 の 争い が 絶え な か っ た 。 そ の 国 
家 紛 争 は 、 後に 勃発 する 第 二 次 世界 大 戦 の 波 に 呑み 込ま れ 、 "三国 同盟 」 の 参加 
に 繋が っ た の で ある 。 ハ ン ガ リー は ドイ ツ と 共に ロシア と 戦火 を 交え 、 ド イツ 
宙 国 の 崩壊 まで 稚 闘 する の で あっ た 。 そ の ハン ガリ ー 部 隊 の 中 核 と な っ た 戦車 
達 は 、 そ の ほとん ご を 独自 の 発展 を 遂げ た ライ セン ス 生 産 戦車 ご まかなっ て い 
た だ た 。 こ ご こ で は ハン ガリ ー の ライ セン ス 生 産 戦車 の 発展 こそ の 経過 を 説明 し た い 。 


ロロ ハンガリー の ライ セン ス 生 産 戦車 

人 ハンガリー 機甲 部 隊 の 戦車 達 は 、 ラ イセ ンス 権 を 取得 し た 車輌 を 独自 に 改 
良し た も の が 主 で あっ た 。 ま ず 、 ス ウェ ー デ ン 製 の L650B 軽 戦車 を 改良 し た 38M 
トル ディ 1 型 軽 戦車 が ハン ガリ ー 機 甲 部 隊 初 の 主力 戦車 と し て 配備 され た 。 
機械 的 故障 を 除け ば 良質 だ っ た トル ディ 軽 戦車 も 武装 と 装甲 の 貧弱 さか ら 41 
年 以降 は 、 そ の 使用 目的 を 偵察 や 警戒 な ど に 振分け られ こと に な っ た 。 つ い 
で チェ コス ロバ キア 製 の T-e 戦 車 (35(t) の 輸出 改良 型 ) を 改良 し た 4HM ト ゥ ラ 
ー ン 中 戦車 が 配備 ご され 、 大 戦中 期 ま で 主力 と し て 活躍 する 。 さら に スウ ェ ー 
デン 製 の LVKV40 対 空砲 を 自 走 砲 に 改良 し た 40M ニ ムロ ー ド 自 走 砲 が 配備 さ 
れ 、 ハ ン ガ リー 機甲 部 隊 の 兵力 は 増強 され た が スタ ー リ ング ラー ド 戦 線 に 於 
て ロシア の 強力 な 戦車 の 前 に 無惨 に も 撃破 され る て し まう 。 以降 、 戦 車 の 強 
化 を 示 儀 な くさ れ た ハン ガリ ー 軍 は 、 ロ シア 戦車 に 対抗 する べく 、 自 走 砲 タ 
イプ の ズリ イィ ー ニ TI 型 (75mm 砲 タイ プ ) と 樋 弾 砲 タイ プ の ズリ ィ ー ニ I 型 

(105mm 砲 タイ プ ) や 長 砲身 75mm 砲 を 搭載 し た 43M ト ゥ ラーン II 型 中 戦車 が 
開発 され た が 戦況 悪化 な ど ご に よる 諸々 の 事情 に より ズリ イー ニ I 型 と トゥ ラ 
ー ン 還 型 は 生産 され ず 、 ズ リィ イー ニ TII 型 も 僅か し か 生産 され な か っ た 。 大 戦 
未 期 とこ なっ て 、 戦 車 の 生産 は スト ッ プ し 、 戦 車 の 供給 が 無く な っ た ハン ガリ 
ー 機 中 部 隊 は 、 各 戦線 で の 戦車 消耗 も 重なり 、 そ の 活動 は 窮 め て 小さ さく な っ 
て いっ た の で ある 。 
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7. ロシア 車 

快 進撃 を 続け る ドイ ツ 軍 に 「 待 っ た /」 を か けた の が ロシア の T-34 中 戦車 で 
あっ た 。T-34 は 、 その 傾斜 の 良い 重厚 な 装 中 に より ドイ ツ の 師 弾 を 跳ね 返し 、 そ 
の 強力 な 火砲 で ドイ ツ 戦 車 の 撃破 し て いっ た 。 以降 ロシア と ドイ ツ の 戦車 開 
発 競走 は 激化 、 様 々 な 強力 な 戦車 が 次 々 こ 開 発 さ れる に 全 る 訳 で ある 。 ド イツ 
の 戦車 に 比べ る と フォ ルム 的 に は 不細工 な も の が 多い よう に 感じ る ロシア 戦車 
は 戦闘 性 能 に 於 て は ドイ ツ 戦 車 を 凌い で いる と も 云わ れる 。 こ こ で は ロシア 戦 
車 部 隊 伐 っ て の 戦車 達 を 紹介 し た い 。 


口 T -34 中 戦車 系 列 

第 2 次 世界 大 戦中 の 戦車 開発 に 大 きく 真 献 し た 戦車 を 挙げ る な ら 、 や は り 
T-34 中 戦車 は 外せ な い 。 そ の 被弾 径 始 の 良い 傾 欠 し た 重厚 な 装甲 と 高い エン 
ジン パワ ー と 低い 接地 圧 か ら な る 路 外 で の 機動 性 能 、 そ し て 強力 な 火砲 を 備 
えた 車輌 で あっ た 。 当 時 、 快 進撃 を 続け て いた ドイ ツ 機 甲 部 隊 も T-34 の 出現 に 
より 、 モ スク ワ 侵 攻 は 困難 と な り 、 兵 器 開 発 に 安穏 で あっ た ドイ ツ 兵 器 技術 
省 に 潟 を いれ る 形 と な っ た 。 事 実 、 以 降 の ドイ ツ 戦 車 は 、 ロ シア 戦車 を ベー 
ス に 独自 の 新型 戦車 が 開発 され て いる (V 号 戦車 は T-34 を 参考 に 開発 され た 
の は 有名 )。 大 戦中 期 か ら 未 期 ま で に 7[U,0UU 還 (派生 型 も 含む ) も の T-34 が 大 
量 に 生産 され 、 実質 的 ロシア 機甲 部 隊 の 中 軸 で あっ た 。 また 、 T-34 は 、 敗色 濃 

- か っ た 戦局 を 好転 させ 、 そ の 猛威 は ベル リン 最終 決戦 まで 衰え る 事 な く 、 大 
祖国 防衛 戦争 に 勝利 を も た らし た の で あっ た 。 そ の 功績 か ら 「 モ スク ワ の 救 
世 主 (守護 神 )」 こ とも 呼ば れ た 。 

T-34 中 戦車 は アメ リカ の クリ ステ ィ ー 方 式 の 務 動 系 を 有 し た 快速 戦車 BT シ 
リー ズ の 発展 型 と し て 誕生 し た も の で あっ た 。 こ の BT シリ ー ズ は 、 前 述 し た 
よう に 快速 性 能 が 売り で 7Ukm 以 上 の 高速 走行 が 可能 で あっ た 。 し か し 、 そ の 
速力 を 維持 する に は 装甲 及び 武装 な ご ど を 軽減 せ ね ば な ら な か っ た 。 実戦 に 投 
入 さ れ た BT シリ ー ズ は 、 そ の 弱 装 甲 か ら ス ペイ ン 内 戦 な ど で は 苦戦 を 強い ら 
れる 。 ご この こと か ら 攻 撃 カ ン 防 御 カ ノ 機 動力 の 相互 の バラ ンス の これ た 中 戦 
車 が 開発 され た 。 そ れ が T-34 中 戦車 で ある 。 武装 は 初期 型 に 30.5 口 径 の 76. 
pmm 人 砲 と 短 砲 身 で ご あっ た が 後に 46.5 口 径 と 長 人 砲身 化 さ れる 。 当 時 こし て は 強 
力 な 砲 を 装備 し て いた こと に な る 。 装甲 は 45mm と 重厚 で 、 さら に 被弾 径 始 の 
良い 傾斜 装甲 に より 、 そ の 防御 効果 を 優れ た も の に し て いる 。 エ ンジ ン に つ 
いて も 5I 有 馬力 の 強力 な ディ ー ゼ ル エ ンジ ン を 搭載 し 、 低 燃費 、 高 出力 こ 画 期 
的 な も の で あっ た 。 し か し 、 そ の 優秀 な 性 能 の 影 に は 動力 系 の 故障 の 多発 こ 
云う 重大 な 欠点 が 存在 する 。 こ れ は T-34 の 大 量 生産 の 為 に 設備 拡大 な ご に よ 
り 熟 練 工 や 経験 者 な ご が 不足 し た 為 で あっ た 。 

T-34 に は バリ エー ショ ン が 幾つ か あっ て 、 そ れ を 分 類する の は 容易 で は な 
い 。 分 類 方 法 に は AB ノ /C 型 一 な ご ど ご の アル ファ ベッ ト パ タ ー ン こと 1940 ン 
1941 1948 型 一 な どの 年 式 パ ター ン の ? 種類 ある 。 し か し 、 同 じ 年 代 や 型式 
で あっ て も 生産 工場 に よっ て 細部 が 異な る 場合 も 多々 存在 する の で や や こし 
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いこ と この うえ な い 。 詳し い 事 に つい て は 、 申 し 訳 な い が 別 の 文献 で お 願い 
し た い 。 個 々 の バリ エー ショ ン の 性 能 は 、 前 述 し た 其 本 性 能 を 徐々 に 向上 さ 
せ た も の で 外観 的 に も 居住 性 に も 多分 に 改良 され て いる 。 さ ら に 大 戦 末期 、 
T-34 標 準 装備 の 76.Pmm 砲 の 火力 不足 補 つ 為 に 大 口径 介 の 85mm 砲 を 搭載 し た 
T-34 プ HB5 な る 強力 な 火力 を 備え た タイ プ も あっ た 。 また 、T-34 車 体 を 流用 し た 
SU-B5/100/160 な ご の 目 走 介 も 存在 し 、 そ の T-34 の 性 能 の 優秀 さか ら 各 戦線 
で 活躍 する 。 

こう し て 発展 を 遂げ た T-34 中 戦車 糸 列 は ベル リン 陥落 まで ドイ ツ ソ 戦 車 達 こ 
死闘 を 繰り 広げ 、 多 大 な 功績 を 残す の で ある 。 大 戦 終結 後 も 各 紛 争 な ご で 使 
用 され 、 数 々 の 功績 を 残し 、 驚 く 事 に 現在 で も 各 戦 線 で 稼動 し て いる T-34 ノ 85 
が 見 られ る 。 これ は T-34 が いか に 優れ て いた か の 証明 に 他 な ら な い 。 ま さ に 最 
高 の 戦車 だ っ た と 云え よう 。 
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LIKV 重 戦車 系 列 

ロシア 侵攻 作戦 時 、 ド イツ 機甲 師団 に と っ て T-34 中 戦車 系 列 の 存在 と 並ん 
で 田 威 で あっ た の が KV- I 重 戦車 系 列 で あっ た 。 走 攻 守 、 全て に 於 て 優れ た 性 
能 を 有 し て いた T-34 中 戦車 に 比べ 、 大 型 の シル エッ ト に 強力 な 砲 を 搭載 し 、 重 
厚 な 装 申 を 有する KV- I 重 戦 車 は 、 敵陣 突破 用 に 開発 され た 、 まさ に 動く 要塞 
的 存在 で あっ た 。 KV- I 重 戦車 を 語る に は 、 ます ず 、 前 述 し た 敵陣 突破 用 戦車 の 
開発 経過 を 語ら ね ば な る まい 。 時 を 遡る こと 1930 年 初頭 、 ロ シア は 前 述 し た 
陣地 攻略 用 の 突破 と 破壊 に 重点 を 置い た 重 戦車 が 開発 され た 。 T-35 や T-]10U な 
ご の 多 砲 塔 重 戦車 が そう で ある 。 こ れ ら の 多 砲 塔 重 戦 車 は 、 重 量 軽 減 (機動 
力 維 持 ) の 為 に 装 甲 が 貧弱 で 、 し か も 鈍重 、 多 砲塔 の 為 に 車体 は 大 型 で あっ 
た ここ と で 格好 の 標的 で あっ た 。 後 の SMK 多 砲塔 重 戦車 は 、 そ の 火力 と 装甲 防御 
力 を 強化 し 、 高 い 評価 を 受け いた が 、 問 題 の 機動 力 は 散々 で 、 不 整地 で の 稼 
動 は 最悪 で ど あ っ た 。 こ の よう な 欠点 を 克服 する の は 容易 で ご は な いと 云う こと 
か ら 多 人 砲塔 方 式 の 重 戦 車 の 開発 は 中 止 さ れ 、 一 般 的 な 単 一 砲塔 の KV- 重 戦 車 
に 芋 る 訳 で ある 。 

KV- I 重 戦車 は 、 車 体 、 砲塔 と も に T-34 中 戦車 同様 、 被弾 径 始 の 良い 傾 余 装 
申 で 、 装甲 厚 は 最大 75mm と 重厚 な も の で あっ た 。 その 重厚 な 装甲 は 、 当 時 の 
ドイ ツ 戦 車 の 標準 砲 で 買 通 する こと は 時 わ ず 、 唯一 、 88mm 対 戦車 砲 の 水平 射 
撃 の み 撃 破 で ご きた こと 云 う 。 武 装 も 若干 威力 不足 で ある が 短 砲 身 の 76 .pmm 砲 を 
搭載 する が 後に 長 砲身 の 砲 に 換装 され 問題 は 解消 され る 。 機動 力 は 35km と T- 
34 こ 比べ 若干 劣る も の の その 重厚 な 装 申 か ら も 充分 で あっ た と 云え る 。 し か 
し 、T-34 同 様 に 機械 的 信頼 性 が 低かっ た こと が 指摘 され 、 こ の 点 を 充分 克服 し 
て いれ ば 、 さらなる 活躍 が 望め た の で は な いか と 残念 で ある 。 KV- I は 、 後に 
装用 ? や エン ジン な ご が 強化 改良 され 、 装 甲 に 至っ て は 最大 13Umm ま で 強化 さ 
れ た が 装甲 の 強化 は 、 そ の まま 機動 力 の 低下 に 繋が っ た 。 後 の 量産 型 に は 機 
動力 を 重視 し た KV- 1 S も 開発 され た が 、 そ の 機動 力 を 維持 する 為 に 装甲 を 軽 
減 し な けれ ば な ら な か っ た 。 ま た 武装 も 75.Pmm 砲 で は 戦力 的 に は 不 充 分 な こ 
こも あっ て 、KV- I S は JS- I 用 の 85mm 砲 装備 砲塔 を 搭載 し た KV-85 に 更新 され 
る 。 

派生 型 に つい て も 砲 塔 を 超 強 力 な 桶 弾 砲 (188pmm/ ズ 158mm) 装備 の 大 型 砲 
塔 に 損 装 し た KV-II も 生産 され た が 、 人 砲塔 重量 の 増大 か ら 戦 闘 重量 が 53t と 不 
整地 で の 機動 性 能 は 最悪 で 、 さら に 全 周 旋回 砲塔 を 装備 し た は 良い が 4.6m と 


- 衣 の 高い 外観 は 、 遠 万 か ら も 容易 に 発見 され て し まう 傾向 が 強かっ た 為 に ド 





84 


イソ ツ の TIM 号 突撃 代 に な ら っ て 低 姿勢 の SU-158 重 駆逐 戦車 の 生産 に 移行 され 
ee 

重 装 甲 で 重 武 装 の KV- 1 は 、 そ の 強力 な 火力 と 重厚 な 防御 力 か ら ド イツ 戦車 
部 隊 の 脅威 とこ な り 得 た が 、 そ の 機動 性 能 に 於 て は T-34 に 及ば な か っ た 。 そ の 
為 、 KV- 1 は 、 その 主力 と し て の 性 能 を 充分 に 有 し て いな が ら も ロシア 機甲 部 
隊 の 主力 を 担う こと は 叶わ な か っ た の で ある 。 





口 JS 重 戦車 系 列 

当初 、T-34 中 戦車 と KV- I 重 戦 車 に より ドイ ツ 機 甲 部 隊 を 圧倒 し て いた ロ シ 
ア 機 四部 隊 も ドイ ツ の 新型 重 戦車 ティ ー ガ ー 1 の 出現 に より 、 そ の 優勢 は 
徐々 に 崩れ つつ あっ た 。 ロ シア 軍 は T-34 と KV- 1 に B5mm 砲 を 搭載 し 、 こ れ に 対 
抗 す る 。 し か し 、 この 頃 に は T-34 の 車体 は 旧式 化し て お り 、 充分 な 装甲 強度 で 
ある と は 云え な か っ た 。 また 、 KV- | に つい て は 、 当初 か ら の 問題 で ご あっ た 機 
動力 に 、 その B5mm 師 装備 の 重い 砲塔 の 搭載 に よっ て 、 さら な る 機動 力 の 低下 
を 招い た 。 し か し 、 こ の 砲塔 は 、 元 来 、 新 型 JS 重 戦車 の 生産 に 時 間 が 必要 で 
あっ た 為 に 応急 の 策 で し か な か っ た 。 ま た 、 こ の 砲塔 も 新型 JS 重 戦車 搭載 用 
こし て 考案 され た も の で あっ た が 、T-34 に 搭載 が 実用 化 さ れ た こと の 問題 ( こ 
の 頃 の ロシア 戦車 に は 、 政 治 家 の 名 前 を つけ る 習慣 が あっ た 為 、 こ の 新型 重 
戦車 も JS こ 当時 の 書記 長 ス ター リン に 因 ん で つけ られ 、 そ の 為 、 こ の JS 重 戦 
車 は ロシア 戦車 中 最 半 で な く て は な ら な か っ た 。 そ れ が T-34 に 搭載 され た 砲 
塔 を 積ん だ JS 重 戦車 が 最強 と 云う の は メン タル 的 に 問題 で あっ た 。 し か し 、 
85mm 師 搭載 の JS-B5 な る 重 戦車 も 生産 され て いる ) か ら JS 重 戦車 の 武装 は 新 
た に 変更 され る こと に な っ た 。 候補 と し て 、 新 型 の 対戦 車 和 師 と し て 優秀 だ っ 
た 100mm 砲 と 既に 戦場 で 実績 の ある 15pmm 砲 の 2 種 が あっ た が 、 結 局 、 処 々 
の 問題 か ら 188gmm 砲 を 搭載 する 事 に 決定 し 、 新 型 JS-18P 重 戦車 の 誕生 に 至っ 
こ 訳 で ある 。 後に JS- II と 命 名 され 、 以前 の B5mm 砲 装備 型 の JS-B5 は JS- 1 と な 
っ た 。 こう し て 前 線 に 投入 され た JS- II は 、 主 に T-34 や KV- 1 が 手 に 追え な い ド 
イツ 戦車 、 特 に ティ ー ガ ーー 戦車 や 新型 パン ター 戦車 を 相手 に 奮闘 し 、 そ の 動 
物 の 克 称 を 持つ ドイ ツ 戦 車 達 の 掃除 屋 と し て 異名 “アニ マル ハン ター” と 呼 
は れれ て いた 。 

JS 重 戦車 こ 同様 に ティ ー ガ 一 戦車 を 撃破 で きる 大 口径 砲 を 搭載 し た 突撃 砲 
タイ プ の 重 駆逐 戦車 の 開発 も 同時 に 命じ られ て いた 。 当 時 、KV 車 体 の SU-]5p 
重 突 撃 介 が 生産 され て いた が 、 基 本 車体 の 生産 が JS に 移行 され た こと に よっ 
て 、JS 車 体 を 利用 し た JSU-158、1P と 次 ん 々 と 重 突撃 念 が 生産 され る よう に な っ 
た 。 ご の 重 突撃 介 は 、 そ の 性 能 を 充分 に 活か し 、 ド イツ 重 装甲 重 武装 戦車 群 
を 撃破 する の で あっ た 。 ドイ ツ も 、 これ に 対抗 し て ティ ー ガ ー II 型 重 戦車 ( ケ 
ー ニ ビス ティ ー ガ ー) を 前 線 に 投入 し 、 ロ シア 重 戦車 を 迎え 撃つ が 、 皮 上 肉 に 
も 逆 に ロシア 兵器 の 強化 に 繋が っ た の で ある 。 

さら に JS 重 戦車 系 列 は 進化 を 遂げ 、JS-III な る 大 戦 最強 最後 の 重 戦車 が 開発 
され る 。 武装 は 旋回 式 の 砲塔 に 1PPmm の 強力 な 主砲 を 搭載 。 被 弾 径 始 を 充分 
に 考慮 され た 半球 状 の 特異 な 砲塔 。 車体 に つい て も 傾斜 が キ を つく な り 、 側 面 
に は 成形 姓 薬 弾 対策 に スペ ー ス ドア ー マ ー ま で 採用 され て いる 。JS-I は 終戦 
まで 3d350 軸 ほ ご 生産 され た 。 実戦 を 経験 し た か どう か は 、 資料 が な い の で 解ら 
な い が 実 戦 テ スト と し て ベル リン 包囲 戦 に 参加 し て いた の か も し れ な い 。 

JS-II の 存在 を 明か に し た の は 終戦 後に ベル リン で 開催 され た 戦勝 記念 パ 
レー ド で 、 戦 勝 列 国 は 、 そ の 特異 な フォ ルム の 重 戦 車 を 拝 ま され る こと に な 
る 。 これ に よっ て 西側 諸国 は 、 JS-II に 対抗 する 重 戦車 の 開発 を 余儀 な くさ れ 
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る の で あっ た 。 終戦 後 も JS- の 生産 は 継続 され 、 ロ シア 以外 の 国 で も 多く 使 
用 され 、 問 種 改良 型 や 発展 型 も 多数 生産 され る の で あっ た 。 
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8 .日 本 帝国 军 

第 | 次 世界 大 戦 に 於 て 「 タ ンク 」 と 呼ば れる 新兵 器 が 投入 され た 。 日 本 も こ 
れ を 研究 し 、 独 自 の 戦車 を 開発 し 、 戦 車 隊 を 編制 する に 至っ た 。 し か し 指導 者 
の 愚 弄 か ら 戦 車 の 開発 は 、 そ の 発展 の 可能 性 を 慮 げ ら れ 、 能 逐 さ れる 。 ま た 、 
首脳 部 の 無能 さか 、 プ ライ ド の 高 さ か 知れ ぬ が 後世 に 残さ れる 資料 さえ も 焼 広 
され る 始末 。 開 発生 産 さ れ 、 戦 線 に 投入 され た 戦車 達 は 、 列 強 の 戦車 と 渡り 合 
い 、 慮 し くも 撃破 され て いっ た 。 そ ん な 日 本 戦車 に あっ て 知名 度 の 高い 戦車 達 
を まとめ て 紹介 し た い 。 


口 九 五 式 軽 戦車 と その 仲間 達 

当時 、 八 九 式 中 戦車 ( イ 号 ) が 中 核 で あっ た 機甲 師団 は 包囲 戦 及 び 追 撃 戦 
に 於 て 、 イ 号 は 鈍 足 (最 大 20km/h) で あっ た 事 か ら 随 伴 す る 軍用 トラ ッ ク ( 平 
均 50Ukm/h) な ど に 追い 越 さ れ 孤 立 し て し まう と 云う 問題 が か 生じ て いた 。 この 
こと か ら 軍 用 トラ ッ ク と 共に 行動 で きる イ 号 の 後継 の 九 五 式 軽 戦車 ( 八 号 ) 
が 誕生 する こと に な る 。 八 号 は 騎兵 用 及び 機動 戦車 と し て は 速力 (40km/h) 、 
武装 (3/mm 砲 ) と も 実用 的 で 機械 的 信頼 性 も 高かっ た こと で 満足 し た も の で 
あっ た が 、 装甲 防御 力 は 最大 18mm と いさ さか 貧弱 で あっ た 。 装甲 に つい て は 
戦車 隊 か ら 機 動力 を 殺し て も 装甲 は 重厚 に する べき だ こ て 意 見 する が 、 騎兵 
用 機動 戦車 と し て は 機動 性 能 を 重視 する こと が 必須 で ある こと 序 下さ れ た 。 

後に 騎兵 支援 用 と し て 、 そ の 任 に 就 い た 九 五 式 軽 戦車 は 、 ノ モン ハン 事件 
や 太平 洋 戦域 へ と 投入 され 、 そ の 機動 力 を 駆使 し て 活躍 する が 、 そ の 貧弱 な 
装甲 と 非力 な 武装 で は 重厚 な 車輌 ご 強力 な 武装 で 構成 され た アメ リカ 機甲 部 
隊 な ご どこ と 互角 に 戦え る 筐 も な か っ た 。 大 戦後 期 に 於 て 、 八 号 は 南 万 戦域 の 各 
島々 に 派遣 され 、 機 動 反撃 部 隊 こ と し て 配備 され る が 敵 の 終 潜 の 如き 上 陸 作 戦 
の 前 に 各個 撃破 され 、 反 撃 部 隊 は 玉砕 され る の で あっ た 。 

他 の 軽 戦車 と し て 八 号 の 後継 の 九 八 式 軽 戦車 ( ケ ニ ) が 開発 され る 。 ケ ニ 
は 、 八 号 の 欠点 な ご ど を 充分 に 考慮 し て 開発 され 、 被 弾 径 始 の 良い コン パク ト 
な 車輌 に 仕上 が っ て いる 。 また 、 装甲 も 最大 16mm と 厚く な り 、 機 動力 も 向上 
し て いた が 、 実戦 に 投入 され る こと は な か っ た 。 以降 も ケ ニ の 改良 型 の 二 式 
軽 戦車 や 八 号 の 改修 ・ 強 化 型 の 三 式 / 四 式 軽 戦車 な ど が 次 々 と 開発 され る が 、 
当時 、 他 国 で は 既に 軽 戦車 " の 第 一 線 で の 必要 性 が 希薄 ご で あっ た こと や こ 
れ ら の 軽 戦車 の 相手 が アメ リカ の M4 中 戦車 ら で は 役 不 定 だ っ た と 云え よう 。 

第 P 次 世界 大 戦時 に 使用 され た 日 本 の 戦車 に つい て 御存知 の 万 は ドイ ツ や 
ロシア の 列強 の 戦車 に 比べ 殊 の 外 少 な いよ うだ が 、 当 時 、 九 五 式 軽 戦車 は 九 
七 式 中 戦車 と 同様 に 最も ポピュラー な 戦車 で 生産 台数 も 日 本 戦車 の 中 で は 最 
多 を 誇っ て いる 。 
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口 九 七 式 中 戦車 と その 仲間 達 

八 九 式 中 戦車 ( イ 号 ) の 機動 力 不足 な どか ら 九 五 式 軽 戦 車 ( 八 号 )、 九 七 式 
軽装 甲 車 ( テ ケ ) な ご の 高速 走行 の 軽 戦車 系 列 が 続々 と 開発 され る と と も に 
新型 中 戦車 の 開発 も 進め られ て いた 。 こ の 新型 中 戦車 は 、 他 国 で は 珍し くも 
な い が 競 合 試作 に より 開発 され 、 三 菱 重工 製 の チ 八 と 大 坂 砲兵 工 成 の チ ニ の 
間 で 競 わ れ た 。 両者 と も 充分 な 機械 的 信頼 性 と 性 能 を 有 し て いた が 、 支 那 事 
変 が 勃発 し た 事 に よる 軍事 予算 の 増加 に と も な っ て 、 高 価 で ある が 性 能 的 に 
優れ て いた チ 八 が 採用 され 、 九 七 式 中 戦車 と し て 制式 化 さ れる 。 エ ンジ ン も 
同様 に 競合 され 、 こ れ も 三 菱 重工 製 を 採用 。 武 装 に つい て は 、 当 初 、 威 力 の 
ある 主 信 を 搭載 する 案 が 施行 され た が 、 戦 車 用 法 か ら イ 号 の 57mm 砲 で 充分 で 
ある と 変更 は な され な か っ た ( イ 号 の 90 式 57mm 砲 より は 幾 分 改良 され 強化 さ 
れ て いる )。 チ 八 初期 生産 型 の 基本 性 能 で ある が 、 武装 は 前 述 し た よう に イ 号 
捨 載 介 の 改良 型 57mm 砲 を 装備 し 、 装 甲 も 65mm と 僅か だ が 重厚 で 機動 力も 充 
分 で あっ た 。 ま た 、 パ ノラ マ 眼 鏡 や 反射 展望 鏡 、 無 線 通 信 機 の 装備 な ご ど 近代 
化 さ れ 、 各 国 の 評価 も 当時 で は 高かっ た と いう 。 

チ 八 に は 、 細 か な 改良 な ご を 含め る こと 膨大 な バリ エー ショ ン が ある 。 増加 
装甲 、 強 化 装 申 、 ア ン テ ナ 増設 、 冷 却 装置 改良 、 泥 除け 変更 型 … な どの 改良 
に よっ て 個別 の パリ エー ショ ン こ と し て 区 別 さ れる 。 ま た 、 大 き な 変 更 と し て 
弱体 化し た 57mm 砲 の 換装 に と も な う 和 砲塔 自体 の 換装 で 一 般 に チ 八 改 と 呼称 
され る バリ エー ショ ン も あり 、 換 装 し た 人 砲 培 に 積ま れ た 長 砲 身 の 47mm 砲 の 威 
力 は 格段 ( 短 但 身 57mm 砲 の 約 @ 倍 ) に 向上 し て いた 。 同時 に 長 砲身 の 57mm 砲 
も 検討 され た が 、 威 力 的 に は 前 者 を 優る も の の 重量 過多 か ら 不 便 で ある と 不 
採用 こ な っ た 。 他 に も チ 八 車体 を 利用 し た 自 走 砲 ら も 各種 生産 され 、 75mm 砲 
や 1]05mm 砲 な ど を 積ん だ 自 走 砲 は 、 強 力 な 支援 兵器 と な っ て 各 戦 線 で 火力 不 
足 な ご か ら 苫 戦 する 兵士 (特に 歩兵 ) に こと っ て 心強い 味方 と な っ た 。 

この よう に 改良 こ 進 化 を 遂げ た チ 八 は 各 戦 線 に 投入 され る が 、 初 期 の 支那 
事変 と こと マレー 作戦 で は 期待 以上 の 戦果 を 挙げ 活躍 する も 、 以 降 、 そ の 火力 不 
定 こ 黄 弱 な 装甲 防御 力 の 限界 に 仔 っ て も 第 一 線 で 故 闘 せ 失 ば な ら な い 現 実 が 
そこ に あっ た 。 無論 、 結 果 は 悲惨 な 玉砕 で ある 。 昭和 PU 年 、 比 島 及び ビル マ 
戦線 ご アメ リカ の M4 中 戦車 シャ ー マ ン と 対 財 する が チ 八 改 の 新型 47mm で は 
シャ ー マ ン の 正面 装 申 の 足 令 は 不可 能 で 僅か に 側面 装甲 な ら 貫 徹 可能 で あっ 
た が 、 側 面 に 皇 る まで に 撃破 され る 事 も 少な く な か っ た 。 ま た 、 成 功 し た と 
し て も 軽快 な 旋回 砲塔 の シャ ー マ ン で ある 、 即 座 に 撃ち 返さ れ 、 相 打ち が い 
いこ ころ で あっ た 。 

第 次 世界 大 戦中 、 比 較 的 地味 な イメ ー ジ の 強かっ た 日 本 戦車 で ご あっ た が 
チ 八 に 関し て は 他国 に も 知ら れ た 戦車 ご あっ た 。 昭 和 13 年 に 配備 が 開始 以来 、 
約 2UOU 軸 も の 生産 数 を 誇り 、 大 日 本 帝国 陸軍 機械 化 師 団 の 中 核 と し て 太平 洋 
戦 手 全 期間 を 通し て 蒼 戦 し た 日 本 戦車 キ っ て の 傑作 中 戦車 で あっ た と 云え よ 
Do 


ロー 式 中 戦車 と その 発展 

ノモンハン 事件 に よっ て ロシア 戦車 部 隊 の 猛攻 を 受け た 日 本 帝国 陸軍 は 、 
その 戦 訓 を 活か し 、 従 来 の 歩兵 直 協 主体 の 戦車 用 法 を 対戦 車 戦 を 主体 と し た 
用 法 に 改め られ た 。 ま た 、 九 七 式 中 戦車 ( チ 八 ) に 搭載 する 新型 砲 の 研究 も 
始め られ 、 優 れ た 性 能 と 他国 の 同級 砲 よ り も 0 史 程 度 威力 が 高い 一 式 47mm 砲 
が 完成 する 。 し か し 、 搭 載 す る チ 八 車体 で は 操作 性 に 若干 の 問題 が 残っ た 。 
そこ で チ 八 を 性 能 的 に 向上 させ た 一 式 中 戦車 ( チ へ ) の 開発 が 始め られ 、 撃 
ざと し て 新型 47mm 砲 を 装備 し た チ 八 改 が 配備 され る に 至っ た 。 し か し 、47mm 
師 を 装備 し た チ 八 改 は 意外 に 有用 で あっ た こと と 生産 ライ ン の 変更 の 時 間 を 
惜しん だ こと も あっ て 一 式 中 戦車 の 量産 は 見 送ら れる 結果 と な っ た 。 後に 新 
型 戦車 の 希求 が 高まっ た こと も あっ て 量産 が 開始 され る も 三 式 中 戦車 ( チ 双 ) 
の 存在 に より 少量 の 生産 に 留まっ た 。 

生産 ・ 配 備 さ れ た チ へ は 、 そ の まま ルソン 島 及び レイ テ 島 な どの 南洋 諸島 
の 防衛 て と し て チ 八 改 こ と も に 戦線 に 投入 され 、Md 軽 戦車 な ど に 対抗 する が M4 
中 戦車 の 出現 に よっ て 、 よ り 周 酷 な 状況 へ と 追い 込ま れる の で あっ た 。 

この よう に M4 中 戦車 な ご どこ 対等 に 渡り 合え る 対戦 車 車輌 と 戦車 砲 の 開発 
は 日 本 陸軍 に と っ て 急務 (責務 ) と 云え た 。 こ の 人 頃 に は 四 式 中 戦車 (チト ) 
と 五 式 中 戦車 (チリ ) の 開発 が 開始 され て いた が 実用 化 に は 至ら ず 、 新 型 火 
師 の 開発 で ご さえ も 時 間 的 余裕 が な か っ た 。 そ の 為 、 新 型 戦 車 は 車体 を 一 式 中 
戦車 の 改良 型 に 既存 の 75mm 野 砲 を 改良 し て 装備 させ る こと に 決定 し た 。 試 行 
鉛 誤 の 未 、 完 成 し た 車輌 は 、 射 撃 性 能 及び 主砲 威力 と も 従来 の 戦車 搭載 砲 に 
比べ れ ば 格段 に 向上 し 、 装甲 防御 力も 最大 50mm と 重厚 に な り 、 機動 力も 申し 
分 な か っ た 。 ご こう し て 日 本 戦車 の 中 に 本 格 戦車 戦闘 に 耐え 得る 三 式 中 戦車 が 
誕生 する の で あっ た 。 三 式 中 戦車 は 本 土 決戦 用 に 各地 域 に 配備 され 、 そ の 対 
戦車 戦闘 能力 を 期待 され た が 、 本 土 決戦 が 実現 し な か っ た ここ と か と 実戦 に 参 
加 す る ここ と なく 、 終 戦 を 迎え る 。 

有 前述 し た よう に 三 式 中 戦車 と 同様 の コン セプト の 基 、 ま た 、 ド イツ 軍 の テ 
ィ ー ガ ー 重 戦車 の 示唆 を 受け 、 さ ら に は 回 天 の 勝 機 を も た ら す 使者 と し て 新 
型 中 戦車 四 式 中 戦車 と 五 式 中 戦車 が 開発 され た 。 し か し 、 対 戦 末 期 、 戦 局 は 
過酷 な 程 に 切迫 し 、 資 材 は 枯 湯 状態 に あっ た 為 に 、 そ の 生産 数 は 、 四 式 中 戦 
車 が 6 軸 、 万 式 中 戦車 に 全 っ て は 完全 な 試作 車輌 すら 完成 し な いま ま 終 戦 を 
迎え て いる 。 両者 こも 列国 の 戦車 に 優る こと も 劣ら な い 性 能 で あっ た と 伝え ら 
れる 。 も し 、 チ ト 及 び チ リ を 充分 に 生産 ・ 配 備 さ れ て いれ ば 敗戦 は 免れ な い 
まで も 日 本 帝国 陸軍 に 華々 し い 戦 果 を 残せ た の か も し れ な い 。 
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LMkIWV・ チ ャ ー チ ル M・NA75 | Ag8・MkW・VNA75 | 52 |clole| 战 车 | 
| MkIW・ チ ャ ー チ ル V 型 。 |A8erMkWV.V | 104 |sS|D|El 戦 車 | 
| MkIW・ チ ャ ー チ ル MI 型 。 |A8erMkW・W | 775 |ClB|El 戦 車 | 
歩兵 戦車 バリ アン ト A38  "  。 。 | 60 |ClIDlE| 戦 車 | 
| プ ブラック プリ ンス 。 |A43 | 177 |SlBlFl 戦 車 | 
| 巡航 戦車 MKI  。 。 。 。 |A8 | 15 |DlelDl 戦 車 | 
| 巡航 戦車 Mkil・Al3・1 |Al83 が I | 86 |DlGlBl 戦 車 | 
| 巡航 戦車 MkWAI3・IT |Al3rI | 27 |OlelBl 戦 車 | 
Mk V ・Al3 叩 ・ カ ヴェ ナン ター |Al3 | eg |DIF|ICI| 戦 車 | 
LMkVI・Al5 ! 型 ・ ク ウル セイ ダー |AI5・! | 08 |DlFlDl 戦 車 | 
LMkVI・AI5T 型 ・ ク ウル セイ ダー |AlI5 | 54 |DlIFlDl 戦 車 | 
| MkVI・AI5 帆 型 ・ ク ウル セ イダ ー |A5WMm | 465 |ClIFlDl 戦 車 | 
MkW・Ae4・ キ ャ バリ アー |A84 | 489 |ClE|DI| 戦 車 | 
LMkWm・ セ ント ーMki AI | 489 |CIE|DI 戦 車 | 
| MkWW・ セ ント ーMktl |Al | 493 |CIE|DI 戦 車 | 
| MkV・ ク ロム ウェ ル MkVI |A67M・WW | 570 |ClDlBl 戦 車 | 
| 巡航 戦車 チャ レン ジャ ー |A30C | 978 |sSlElBl 戦 車 | 
| 巡航 戦車 コメ ッ ト 。 。 |A84 | 77 |AlElD| 戦 車 | 
17P 自 走 砲 ・ ア ー チ ャ ー・1 MkIIA:I | 543 |B|G|D| 対 戦車 自 走 砲 
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5P 自 走 砲 ・ セ クス トン |Mkil・S | 84 |0|F|C| 自 走 榴弹 鹅 」 
LM8・ グ ラン ト MkI _ |M8361 | 3Ie IDlEIDI 戦 車 | 
| ジャ ー マ ン ・ フ ァ イ ヤ フ ラ イ 中 戦車 IM4・FF  "  。 | 1053 |SIDICI 戦 車 | 
LM10 駆 遂 戦 車 ・ ア キリ ー ズ |MIO:AC  " | 1080 1S|IDIBl 戦 車 
| MI0AI 駆 逐 戦車 * ア キリ ー ズ |MIOAIAC | 1080 |SIDIBI 戦 車 | 
16 ポン ド 対 戦車 窒 。  。 |P | 69 IE|IGIG| 対 戦車 砲 | 
16 ポ ンド 対戦 車 究 。 |6P | 154 |DIG|G6| 対 戦車 窟 | 
65P・I | 136 |DI6G|G| 対 戦車 砲 | 
| 17 ポ ンド 対戦 車 克 ・{ 。 |I7P'1 | 355 |BIGIG| 対 戦車 砲 | 
|17 ポ ンド 対戦 車 砲 ぐ |I7PT | 855 |1BIGIG| 対 戦車 容 

a 0D|G|S| 軽 車両 | 

LDIFI 
、 | 「D | 


ロフ ラン ス 車 












ルノーR-35 軽 戦車 


















185 F 
シャ ー ル Blbis- 重 戦車 LBlbs  。 | 860 |DlEIE 





ロロ 人 ハンガリー 軍 


名 式 名 和 eh 
IFIAI 戦 車 | 


43M ズ リィ イー ニ イ II 43M・II 


40M ニ ムロ ー ド I 


















| 47 IE 


























MI3/40 E E 
| MI5/4g 中 戦車 ”。 |MI5/46 | 198 |DIFID| 戦 車 | 
| P40 重 戦車 ”。 ”  。 。 |P40 | 459 |CIE|DI| 戦 車 
| セ モ ベン テ 75/18・M40・! |M4O・! | |I40 |E|F| DI 駆逐 戦 車 | 
| セ モ ペン テ 75/18・M4OH |M4OrH  。  。 | 147 |E|F|D | 

| セ モ ベン テ 75/38e・M41 |75/38・MAI | 665 |D|F|D| 駆逐 戦 車 | 
セ モ ベン テ 75/34・M45 M42 245 | 50 | F | D | 駆逐 戦車 

セ モ ベン テ 75/46・M45 75/46.M42 442 |C|E|D | 駆逐 戦車 | 
| セ モ ベン テ 105/85・M48_ |105/85・M48_ | 379 10|E|0| 自 走 榴弹 克 
| セ モ ベン テ 90/53・M4l _ |90/53・M41l | 511 |BIFIE| 対 戦車 自 走 砲 
AB4I 装 甲 自動 車 |AB | 96 1G1GIS| 軽 車両 
プレ ダ 47mm 対 戦車 砲 dal7 | 4 |E|IGI|G| 対 戦車 砲 | 





T-66 軽 戦車 8 型 。 
T-86 軽 戦車 BP 弄 


Br7 | 
T34/76 中 戦車 1940 弄 T34/76・1940 
T34/76 中 戦車 1941 型 T34/76・1941 

T34/76・1948 


KV- 1 重 戦車 5 弄 
スタ ー リ ン 1 -B5 重 戦車 JS- 1 ・B5 

スタ ー リ ン I -100U 重 戦車 JS- 工 .100 

スタ ー リ ン II m 重 戦車 JS- I m 

スタ ー リ ン 山 重 戦 車 JS-Ill 

SU-B5 駆 逐 戦 車 SU-B5 


SU-100 駆 遂 戦車 SU-100 


SU-152 重 突撃 砲 SU-156 
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Ieemm・M1I931/37 加 農 砲 


BA-10 装 输 装 甲 车 BA-10 


口 日 本 项 国 军 





















九 五 式 軽 戦車 
九 五 式 軽 戦車 ・ ケ ニー 砲 弄 
九 八 式 軽 戦車 | 


九 七 式 轻 装甲 车 TYPE9/・LIGHT・TEKE 
J 


G 


dE 


92 


OO 


56 G 
F 
JC 


ー 式 軽 戦車 
三 式 軽 戦車 


着用 


择 
必 | 世 | 册 | 贡 | 册 | 册 | 出 | 册 | 册 | 雪山 | 才 | 机 | 贡 


四 式 軽 戦車 
試製 五 式 軽 戦車 


幸 持 ・ 人 ケー リ 
マト 
Bt 目 ・ 1 
八 九 式 中 戦車 ・ 型 TYPE89* YIGO/B 
我 车 , 增 装 型 


mm > || | CO OT | 
dE 









:0 

Hy 

下 

于 

5 
5 
158 
162 
zl |D]FIDI 戦 車 
| 四 式 中 戦車 ”  。 。 IIYPE4・MEDUMCHTO | 48 |ClIEICI 戦 車 
試製 超重 戦車 ao [1 |BTAIE| 戦 車 
TYPE] 105/SPH-HONIII 
| 二 式 砲戦 車 ーー |IYPEE・HOU | 318 |D]E|B| 対 戦車 自 走 砲 
三 式 砲戦 車 
四 式 155mm 自 走 砲 ” | TYPE4・|55/SPH・HORO | 242 |D|F|D| 対 戦車 自 走 砲 
| 試製 7imm 対 戦車 自 走 砲 ” | 75/SPATGNATO 。 | 190 |D|IGIC| 対 戦車 自 走 砲 
試製 105mm 対 戦車 砲 105・ATG 
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この ゲー ム を 作り 始め る 前 、 私 は 現用 兵器 の ファ ン 、 特 に ソ連 軍 フ ァ ン で は 
あり まし た が 、 大 戦中 の 戦車 ファ ン で は あり ませ ん で し た 。 し か し 、 こ の ゲー 
ム の 製作 を 進め て 行く うち に 、 膨 大 な 資料 に 囲ま れ 、 毎 日 戦車 に つい て 熱心 な 
スタ ツア の 話す うち に 、 す っ か り 戦 車 ア アン シン に な っ て し まい まし た 。 て の ゲー 
ム を 遊ば れる こと で 、 よ り 多 く の か た に 興味 を 持っ て いた だ けれ ば と 思っ て い 
ます 。 戦争 に 使う 兵器 を 扱う こい うこ と で 、 一 部 に 批判 の 声 も あり ます 。 し か 
し 、 私 は 兵器 ファ ン は 戦争 育 定 者 で は 無い と 思っ て いま す 。 逆 に この 平和 な 世 
の 中 で 兵器 に つい て 知る こと に よっ て 、 戦 争 の 実際 を 知る こと が で きる と 思い 
ます 。 実際 に 戦争 を 知ら な い 世 代 の 私 達 が 無関心 で いる こと こそ が 、 最 も 危険 
な 事 だ 還る て ます 


この ゲー ム に は 、 こ れ ま で の 戦闘 シミ ュ レ ーション ゲー ム と し て は 最大 規模 
の 約 880 の 兵器 が 登場 し 、 そ れ ぞ れ に 細か い デ ー タ が 設定 され て いま す 。 その 国 
籍 も ドイ ツ 、 ア メリ カ 、 イ ギリ ス 、 ソ ビエ ト 、 フ ラン ス は も ちろ ん 、 ハ ン ガ リ 
ー や 、 ご こま で デー タ 化 する の は 初め て と 思わ れる 日 本 も 登場 し ます 。 こ れ ら 
の 多く の 国 の 戦車 を 戦わ むす る た め に は 、 こ れ ま で の 多く の 戦車 シミ ュ レ ー シ ョ 
ン が 取っ て きた ドイ ツ を 中 心 と し た 、 史 実に 基づい た キャ ン ペ ー ン で は 不可 能 
だ と 考え まし た 。 そ こ で 、 あ えて 史実 を 完全 に 無視 し 、 全 く 自 由 な 発想 の も と 
で シナ リオ を 作る こと に し まし た 。 そ の こと に 不満 を 感じ られ る 方 も いら っ し 
ゃ る と 思 いま す が 、 戦 車 本 来 の 能力 を 完全 に 発揮 させ 、 そ れ を ゲー ム と し て 再 
直 で きる よう に する に は この 方 法 が ベス ト で ある と 思っ て いま す 。 

デー タ 化 され た 車両 も 本 作品 中 に は 約 880 両 が 登場 し ます が 、 実 際 に 大 戦中 に 
登場 し た も の は こん な 数 で は あり ませ ん 。 製 作 期 間 と 容量 の 関係 で 泣く 泣く 削 
ら な けれ ば な ら な く な っ た 物 も 数 多く あり ます 。 特に 試作 車両 に は 個性 豊か な 
戦車 が 数 多く あり まし た が 、 本 作品 に は と りあ え ず 試作 車両 が 1 両 で も 完成 し 
て いる 物 の み を 登場 させ る こと に し まし た 。 ゆ く ゆ く は 第 一 次 大 戦 か ら 現 代 ま 
で の 、 あ ら ゆ る 地上 兵器 を 再現 で きる ゲー ム を 作っ て みた いと 思っ て いま す 。 
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斉 の G.AIM の シミ ュ レ ーション ゲー ム と いえ ば 、 より 細か い デ ー タ と シス テム 
で 戦争 を 再現 し た シリ ー ズ が 有名 で す 。 私 は それ ら の 開発 に は 関わ っ て いま せ 
ん が 、 そ れ ら の 作品 は グラ フィ ッ ク や 操作 性 に は や や 難 が あり 、 一 般 の 方 に は 
難し い 物 だ っ た と 思っ て いま す 。 こ れ か ら は 以前 の 細か さ は その まま に 、 よ り 
遊び や すい シミ ュ レ ーション ゲー ム を めざし て 行き た いと 思い ます 。 


これ か ら の 新生 G.A.M の 活躍 に ご 期待 下さ い 。 


ゲー ム デ ザイ ン 担 当 江川 好 一 
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